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頁 履修年 単位 時間数 授業科目概要

1 論 理 学 1 1 15
論理的な思考について学び、他者の考えを理解し、自分の考えを他者に伝える
意思疎通の能力や、複数の人間が集まって共同で問題を検討する集団思考の能
力を身につける。

2 教 育 学 1 1 15
学習と教育について、学習の原理について学び、看護の対象への指導・教育技
術の基礎を養う。

3 文 章 表 現 法 1 1 30

看護において、論理的に考え客観的事実や自分の考えを正確に伝えることは、
対象の安全を守り医療チームの任務遂行の上で基本的かつ重要なことである。
日本語の文章表現法を学び、適切な文章表現方法を身につけ、レポートや看護
記録における文章表現能力向上と実践の場での伝達能力を養う。

4 情 報 科 学 1 1 30

情報社会に対応したコンピューターの基礎的知識と基本操作を身につけ、医療
現場で普及している電子化に対応し、情報管理方法や倫理についても理解を深
める。また、医療・看護における統計の意義やその手法、看護研究に必要な統
計的手法を理解する。

5 看 護 物 理 学 1 1 15
看護技術の基礎となる物理学の原理・原則を知り、根拠を持った看護技術を実
践するための基礎的知識を学ぶ。

6 生 活 の な り た ち 1 1 15

衣食住・冠婚葬祭・経済など暮らしの中の基本的な知識と概要を学び、生活体験の少ない若者
の視野を広げる。ワークライフバランスの理論を理解し、職業人・家庭人としての将来を考え
る。家族とのかかわり方、家族の形を考える。自らのいろいろなライフステージを想定し、ラ
イフプランを描く。

7 心 理 学 1 1 15
看護の対象である人間のこころと行動を理解するための基本となる心理学の基
礎について学び、人間の行動を規定するこころについての理解と関心、自己洞
察を深め、人間に対する幅広い視点を育て養う。

8 英 語 1 1 30
国際社会に伴い医療現場においても英語によるコミュニケーション能力が必要
である。医療現場における英語・英会話の基礎を学び、さらには外国人とのコ
ミュニケーション演習も内容に含め、生涯学習に向けての意欲と能力を養う。

9 美 術 1 1 15
美術表現・鑑賞にかかわる活動を通して美に関する感性を育てる。感性や想像
力を働かせ、美しさを感じ取り、美術に親しみ、生活や社会に活かしたり豊か
にする情操を養う。

10 宗 教 文 化 学 1 1 15

患者理解のためには、その背景にある文化を知ることが必要である。日本の宗
教文化についての基本的知識を身につけ、グローバルな視点での宗教文化に関
する基本的な知識を養い、さまざまな習慣や考え方、価値観があることを理解
する。

11 保 健 体 育 Ⅰ 1 1 15
スポーツ・レクリエーションの理論と実践を通して、生涯にわたる自己の健
康・体力の維持増進を図る。また、スポーツを通して学生間の交流を深め、集
団としての協調性を養う。

12 保 健 体 育 Ⅱ 3 1 15
スポーツやレクリエーションが、健康・体力の維持増進につながっていること
を身を持って理解し、実践を行う。

13 ホスピタリティ論 1 1 15

ホスピタリティは「思いやり」「心からのおもてなし」と訳される。良好な人
間関係の構築と維持,相手の立場に立って心からあい点pことを考えて行動する
ことを目指す。その基本精神である「ホスピタリティ・マインド」について学
び、実践できる基礎能力を養う。

14 解 剖 生 理 学 Ⅰ 1 1 30

15 解 剖 生 理 学 Ⅱ 1 1 30

16 解 剖 生 理 学 Ⅲ 1 1 30

17 解 剖 生 理 学 Ⅳ 1 1 15

18 生 化 学 1 1 30
人間の体がどのような物質から成り立っているのか、それらの物質がどのよう
に作られ、分解され調節されて生命を維持して意いるかを学ぶ。

19 栄 養 学 2 1 15
人間に必要な栄養素の種類や働き、食物の吸収･代謝、栄養のマネジメント、栄
養評価やライフステージ別に必要な栄養などの基礎的知識と各種疾患患者に必
要な栄養管理･食事療法について学ぶ。

20 病 態 治 療 学 Ⅰ 1 1 30

病理学：病気の原因、病気の発症･進展の過程と患者に対する影響を知り、それ
ぞれの病気について本質を理解する。
外科的療法：外科的治療を受ける感受屋に共通する麻酔法、手術技法、疼痛管
理、手術大意などの基本体名知識を理解する。

21 病 態 治 療 学 Ⅱ 1 1 30
呼吸器疾患、循環器疾患、血液・造血器疾患の病態、主要症状・検査・治療を
学ぶことで、健康･疾病や障害に対する観察点や判断･対処が理解でき、看護援
助に結び付けられるようにする。

22 病 態 治 療 学 Ⅲ 1 1 30
消化器疾患、内分泌・代謝疾患、女性生殖器の病態、主要症状・検査・治療等
を学ぶことで、健康･疾病や障害に対する観察点や判断･対処が理解でき、看護
援助に結び付けられるようにする。
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頁 履修年 単位 時間数 授業科目概要分野

授 業 科 目 と そ の 概 要

23 病 態 治 療 学 Ⅳ 1 1 30
脳神経疾患、運動器疾患、皮膚疾患、歯･口腔疾患の病態、主要症状・検査・治
療を学ぶことで、健康･疾病や障害に対する観察点や判断･対処が理解でき、看
護援助に結び付けられるようにする。

24 病 態 治 療 学 Ⅴ 1 1 30
腎泌尿器疾患、免役疾患、眼科疾患、耳鼻咽頭科疾患の病態、主要症状・検
査・治療を学ぶことで、健康･疾病や障害に対する観察点や判断･対処が理解で
き、看護援助に結び付けられるようにする。

25 病 態 治 療 学 Ⅵ 3 1 30

放射線療法:医療は日々発展をとげており、治療内容についても変化し続けてい
る。ここでは、放射線療法について系統的に学び、患者の状態を正しく把握す
る基礎的知識を養う。
東洋医学論:東洋医学の基本的概念と知識を学び、患者を診る視点を拡げ、日常
生活援助の中で活用できる基本的知識を養う。
医療機器:医療機器を安全に使用するための環境や管理、原理や実際を知る。

26 薬 理 学 1 1 30
種々の薬物が生体に及ぼす影響を理解し、薬理学の基礎的知識と薬物療法、薬
理作用・副作用について、また看護上の注意点についても学ぶ。

27 微 生 物 学 1 1 30
病因となる微生物の特徴と生体に及ぼす影響について学ぶ。感染や発症に対す
る生体防衛機構について理解する。感染予防と対処方法など、感染対策として
の看護の基本的知識を養う。

28 臨 床 検 査 2 1 15
各診療科で行われる主な検査と目的、流れと看護師の役割などの概要を学ぶ。
ここでは、なぜこのような反応・数値が出るのかを理解し、病態と解剖生理の
知識を繋げ理解する。

29 総 合 医 療 論 1 1 15
社会と共に医療のあり方が大きく変貌している。ここでは医の原点と変遷およ
び現代の医療問題を理解し、「いのち」と「健康」の視点から医療のあり方や
生命倫理および医療の中の看護の役割について、考察する能力を養う。

30 公 衆 衛 生 1 1 30
看護の対象である個人および集団の生活と健康について、健康を取り巻く環境
と関連付けて考え、生涯を通じて健康の維持・増進するための個人・集団・地
域への働きかけとしての保健活動について、基礎的知識を学ぶ。

31 臨 床 心 理 学 2 1 30

心理学で学習した基礎知識をふまえ、人間の心理的発達を知り、人間の行動と
こころの関連を理解する。演習や事例を通じて、面接やカウンセリングの基本
的技法を習得し、自己理解や他者理解を深め、自己の成長や人格形成を図る。
また実践において対象の心理を理解した援助・教育ができる能力を養う。

32 社 会 福 祉 学 2 1 30
現代社会の変化と社会保障・社会福祉の動向をふまえ、医療保障、介護保障、
所得保障、公的扶助など社会保障制度の全体像を把握しつつ、医療・看護領域
と社会福祉の連携について理解を深める。

33 地 域 保 健 論 3 1 15
地域の生活環境について考察する。北見市の現状と課題、災害対策やボラン
ティア、地域の保険の原状等を理解する。

34 看 護 関 係 法 令 3 1 15
法の基礎知識と保健医療福祉に関する諸制度の概要と規定する諸法令を理解す
る。ここでは、保健師助産師看護師法を基礎として、医療者として業務責任に
ついても自覚する機会とする。

35 概 論 1 1 30
看護学全般の概念をとらえ、看護の概念と機能を理解する。保健医療福祉の中
での看護の位置づけや倫理について基本的なことを学ぶ。

36 看 護 倫 理 2 1 15
倫理学の基本的な考えを学び、生命倫理、医療倫理、看護倫理の基礎、倫理的
問題への実践的なアプローチ、事例分析など自分の問題として考えられるよう
取り組む。

37 人間関係形成技術 1 1 30

看護の対象となる人々の健康上のニーズを的確に把握し看護実践につなげるた
めの、コミュニケーション技術、健康支援技術、及び看護記録の基礎につい
て、演習を通して習得する。看護職者としての人間関係形成のための基本的態
度･技術を学ぶ。

38
フ ィ ジ カ ル
ア セ ス メ ン ト

1 1 30
アセスメントの根拠となる対象の身体状況全体を客観的かつ系統的に把握する
方法を学習し、看護実践できる基礎的能力を養う。

39 看 護 過 程 1 1 30

看護の目的を達成するための基礎的理論（ヘンダーソンの理論）を学び、対象
をみる視点を養う。また、人に正しく状況を伝えるための表原や記載について
学ぶ。個々では事例を通して看護実践のための思考過程を学習し、具体的な援
助を考える一連の過程を学ぶ。

40 生活環境調整技術 1 1 30
看護実践活動の基本となる看護技術の概念を理解し、健康の維持・回復のため
に生活環境・療養環境・日常生活援助の清潔・衣生活を整える必要性と感染防
止について看護の役割を学び、生活援助技術の方法を身につける。

41
食 事 排 泄 の
援 助 技 術

1 1 30
健康の維持・回復のために食生活と排泄を整える必要性と看護の役割を学び、
生活援助技術の方法を身につける。
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頁 履修年 単位 時間数 授業科目概要分野

授 業 科 目 と そ の 概 要

42
活 動 休 息 の
援 助 技 術 1 1 30

健康の維持・回復のために活動・休息を整える必要性と看護の役割を学ぶ。ま
た、苦痛の緩和や安楽の確保のための援助技術も学ぶ。事例を展開しながら対
象の状態や状況によって必要となる援助技術として学習を進めていく。

43
生 体 維 持 の
援 助 技 術 2 1 30

健康の維持・回復のために呼吸・循環を整える必要性、創傷の管理について救
命救急の処置技術について理解し、看護の役割を学ぶ。

44
診 察 と 検 査 の
援 助 技 術

2 1 30

治療・処置を受ける患者の不安や苦痛への援助の必要性ならびに生体管理のた
め安全安楽に介助技術を実践する、モニターや診察・検査・処置等の知識と技
術を学ぶ。また、医療現場にあふれている多くの医療機器を安全に使用できる
よう、機器の基本的なしくみ、使用方法や管理について学ぶ。

45 与薬の援助 技術 2 1 30
健康の回復のために必要な与薬の援助が安全・安楽・正確に実践できる知識と
技術を学ぶ。ここでは、安全の確保についても学び、医療事故を起こさないた
めの知識を身につける。

46 基礎看護学実習Ⅰ 1 1 45
看護を必要としている対象が入院している環境を知り、環境の重要性を考え
る。基本的な人間関係を通して、コミュニケーションの重要性を学び、看護の
役割を考える。

47 基礎看護学実習Ⅱ 1 2 90
健康障害をもつ対象との人間関係を形成しながら、身体的・精神的・社会的側
面を理解し、生活者という視点について考える。健康の回復・維持・促進する
ために必要な看護を学び、看護の役割を考える。

48 概 論 1 1 30
成人期の成長発達の特徴や健康問題について理解する。対象の援助に必要な概
念・理論について学習し、成人期にある人々を統合的に理解できる基礎的能力
を養う。

49 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護 1 1 30
心身機能･構造になんらかの障害を有し、日々の生活や社会生活に支障をきたし
た人とその家族が、障害を抱えながらもその人らしい生活を再構築していく過
程を支援する理論と実践について学ぶ

50
が ん 看 護 ・
緩 和 ケ ア

2 1 30
終末期にある対象と家族について理解し、がん看護、緩和ケアに関する基本的
知識をみにつけ、看護展開の基礎能力を養う。

51 急 性 期 看 護 2 1 30
大腸がんの患者の特徴とその看護について学び、看護過程を展開できる基礎的
能力を養う。また救急看護、周手術期の看護について学ぶ。

52 疾 患 別 看 護 Ⅰ 2 1 30
循環機能障害・呼吸機能障害・腎機能障害、性・生殖器の疾患看護を学習す
る。

53 疾 患 別 看 護 Ⅱ 2 1 30
消化機能、血液・造血器・内分泌代謝、アレルギー・膠原病・感染症の疾患看
護を学習する。

54 疾 患 別 看 護 Ⅲ 2 1 30 運動機能障害・脳神経機能障害・感覚機能障害の疾患看護を学習する。

55 概 論 1 1 30
高齢者の身体的、精神的、社会的特徴や健康問題について理解する。高齢者を
とりまく文化・社会背景を学び保健医療福祉の現状と課題について理解する。

56 援 助 論 Ⅰ 1 1 30
高齢者の基本的活動、食生活、排泄、清潔、生活リズム、コミュニケーション
等の特徴を学び、必要な看護について理解する。

57 援 助 論 Ⅱ 2 1 30 高齢者に特徴的な症状と看護、特徴的な疾患と看護について理解する。

58 援 助 論 Ⅲ 2 1 15 事例を通して、高齢者の特徴をふまえ、看護過程を展開する能力を養う。

59 概 論 2 1 30
新生児期から思春期までの身体的、精神的、社会的発達を段階的に学習し小児
期の成長発達の特徴を理解する。また、小児が影響をうける環境を理解し小児
看護の課題や問題について学ぶ。

60 援 助 論 Ⅰ 2 1 15
小児特有の疾患の病態生理、疾患や症状に対する診断・検査・治療について学
ぶ。

61 援 助 論 Ⅱ 2 1 30
小児の健康が小児及び家族に及ぼす影響をとらえ、様々な状況にある小児と家
族の看護を症状・疾患別に分けて学習する。

62 援 助 論 Ⅲ 2 1 30
小児看護において必要な基本的看護技術を習得する。また、事例を通して小児
の特徴をふまえ看護過程を展開する能力を養う。

63 概 論 2 1 30
母性看護学の対象は妊産褥婦を中心に胎児期から老年期まで幅広い年代の女性
とその家族である。ここでは対象の理解と母性看護学の基盤となる概念を理解
し、母性看護の課題や問題について学ぶ。
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頁 履修年 単位 時間数 授業科目概要分野

授 業 科 目 と そ の 概 要

64 援 助 論 Ⅰ 2 1 30 妊娠期・分娩期・産褥期・新生児に必要な看護について理解する。

65 援 助 論 Ⅱ 2 1 30
母性看護学概論の学習内容を基盤にもっとも母性を発揮し援助を多く必要とす
る新生児期の看護援助について学習する。また、妊娠･分娩･産褥の異常につい
ても学習する。

66 援 助 論 Ⅲ 2 1 15

母性看護の対象者は、他の領域に比べて健康レベルが高いことが多く、健康の保持・増進への
看護が求められる。ここではひとつの健康問題の解決過程より、対象を全体的にとらえて把握
したうえでの適切な看護がされないと健康状態や生活の質に悪影響が及ぶと予測されるという
広義的問題点を表現し、援助すべき事柄を明確にする過程を学ぶ。

67 概 論 2 1 30
ライフサイクルにおけるこころの発達と健康について学び、精神障害の基本的
な考え方と理解を深め、精神看護や保健活動についての基礎的知識の基盤をつ
くる。

68 援 助 論 Ⅰ 2 1 15 精神疾患の病態生理、疾患や症状に対する診断・検査・治療について学ぶ。

69 援 助 論 Ⅱ 2 1 30
精神疾患を持つ対象の主要症状、疾患、治療処置別の看護の方法、及び地域に
おける看護について理解する。

70 援 助 論 Ⅲ 2 1 30
精神障害のある対象者に必要な看護援助技術を学び、事例を通して看護過程を
展開する能力を養う。

71 成人看護学実習Ⅰ 2 2 90
成人期にある対象とその家族の生活を理解し、必要な看護援助を考え、看護実
践に必要な基礎的知識・技術・態度を学ぶ。

72 成人看護学実習Ⅱ 2 2 90
回復期・慢性期の状態にある対象を統合的に理解し、回復促進・セルフケア能
力を高めるために必要な看護援助を学ぶ。

73 成人看護学実習Ⅲ 3 2 90
急性期・手術療法を受ける対象を統合的に理解し、回復促進・セルフケア能力
を高めるために必要な看護援助を学ぶ。

74 老年看護学実習Ⅰ 2 2 90

Ⅰ-１：老人クラブ実習；地域で生活する高齢者とコミュニケーションを取り、生活背景や発達課題、老化か
らくる諸問題を理解する。また対象が健康をどのように捉え、諸問題についてどう認識し対処しているかを
知り、老年期にある対象の身体的、精神的、社会的特徴を理解する。
Ⅰ-２：病院実習；病院で老年期にある対象を受持ち、身体的、精神的、社会的特徴を理解し、必要な看護に
ついて考える。

75 老年看護学実習Ⅱ 3 2 90 老年期にある対象を統合的に理解し、健康障害のある高齢者と家族に応じた看護援助を学ぶ。

76 小児看護学 実習 3 2 90
1.幼稚園実習；健康な幼児期にある小児の成長発達について理解し、成長発達を促す援助について考える。
2.病院実習；小児期にある対象とその家族の健康状態を理解し、個別性に合わせた生活支援、健康の回復・
維持・増進を図るための看護の実際を学ぶ。

77 母性看護学 実習 3 2 90
1.外来実習；妊娠期にある対象を統合的に理解し、健全な出産に向けセルフケアを中心とした看護援助を学
ぶ。
2.産褥期実習；産褥期にある対象を統合的に理解し、正常に経過するために必要な看護援助を学ぶ。
3.新生児実習；新生児期にある対象を統合的に理解し、正常に経過するために必要な看護援助を学ぶ。

78 精神看護学 実習 3 2 90
1.地域実習；地域施設を利用して生活している精神障害者を統合的に理解し、ノーマライゼーションの理念
に基づいた保健医療福祉を考える。
2.病院実習；精神に障害を持つ人を統合的に理解し、対人関係構築を意識した関わりを通して生活援助、精
神の健康回復を促進する看護援助を学ぶ。

79 概 論 Ⅰ 2 1 30
在宅看護の変遷と社会背景を踏まえ、現状における在宅看護の目的を理解していく。在宅ケアにおけるチー
ム毛の重要性と看護職の役割、在宅看護における倫理的課題について考えていく。在宅看護の対象である在
宅療養者とその家族の特徴を理解し、在宅療養を成立させるための要件を理解していく。さらに、家族の介
護負担の軽減にむけた支援を考えていく。

80 概 論 Ⅱ 2 1 30

在宅看護を提供する主な機関としての訪問看護ステーションについて理解していく。在宅ケアシステム構築
の必要性と在宅看護におけるケアマネジメントの必要性について理解していく。さらに、在宅ケアシステム
における看護職の役割が理解でき、関連機関との連携や他職種のとの協働の必要性について理解していく。
わが国は近年災害を経験し、緊急時・災害時の在宅療養者に対する看護の必要性が高まっている。緊急時・
災害時の対応や事前対策を理解していく。

81 援 助 論 Ⅰ 2 1 30
在宅療養者を対象とする基本的な技術、日常生活を支える看護技術の基本について理解し技術を習得してい
く。療養を支える看護技術（医療ケア）の基本について理解する。在宅療養を支える災害対策について理解
する。さらさに様々な事例を通し在宅療養を支える看護技術について考えていく。

82 援 助 論 Ⅱ 2 1 30
在宅看護過程の考え方・対象の捉え方・すすめ方を学び、事例を通して在宅看護の特徴をふまえた看護過程
を進める。訪問前の準備・マナーを学び、訪問中止事例についてグループワークを行い原因と対策を考え
る。初回訪問時のロールプレイを行い訪問看護時の状況をイメージし、自己の課題を考える。

83 看 護 研 究 2 1 30
看護研究の基礎的知識と看護専門職者として研究的視点を学び、看護研究の意
義を理解し、生涯にわたり学習する姿勢を身につける。２年次の臨地実習体験
をケースレポートとしてまとめる。

84 医 療 安 全 3 1 30
安全で質の高い看護を実践するため、医療事故防止・回避に必要な知識・技
術・態度を習得する。

85
看 護
マ ネ ジ メ ン ト

3 1 15
看護の機能と役割の拡大に伴うチーム医療および他職種との連携・協働を円滑に行えるよう、看護管理の目
的と機能について学ぶ。組織の一員としてリーダーシップ・メンバーシップを発揮できる基礎的能力を養
う。ここでは組織運営の視点を含めたマネジメント方法及び管理的思考についても学習する。
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頁 履修年 単位 時間数 授業科目概要分野

授 業 科 目 と そ の 概 要

86 統 合 演 習 3 1 30
看護実践能力を高めるために、これまで学んできた知識や技術を統合し、対象
の状態に応じた安全・安楽な看護を提供する能力を養う。

87 災害・国際看護 3 1 15

現在、災害が日本だけでなく世界各国で頻発しており、災害看護の需要が高
まっている。災害に対する備えや発災後の対応、心のケアなどの基礎的知識を
学ぶ。また、人種や国籍をこえた普遍性のもつ看護の役割について国際看護の
視点で学ぶ。

88 在宅看護論実習 3 2 90
1:地域実習；地域における社会福祉の実際を知る。
2:訪問看護ステーション実習；疾患や障害を持ちながら在宅で療養している対象とその家族の生活の実際を
理解し、健康状態や生活状態に応じた生活支援の在り方や必要な看護援助を学ぶ。在宅看護を必要とする対
象を支援する社会資源を知り、他職種との連携の必要性を学ぶ。

89 統 合 実 習 3 2 90
複数の対象を受け持ち、それぞれの対象を統合的に理解し、優先順位を考えた看護援助を学ぶ。師長業務を
通して、看護管理について学ぶ。リーダー業務を通して、リーダーの役割を学ぶ。
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年前期 単位 1 時間数 15

1.日本語の接続表現が伝達場面にどう影響するか理解し、適切な組み立てができる。

2.論証の構造を理解し、演繹と推測について理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 講義+演習

2 (1)様々な接続関係

様々な接続関係、接続の構造等の論理が

3 (2)接続の構造

4 (3)議論の組み立て

5 (1)論証の構造と評価

論証の構造と評価、演繹と推測について

6 (2)演繹と推測

7 (3)価値評価

8 (1)否定

演繹の実際について理解できる

9 (2)条件構造

10 (3)推論の技術

11 (1)批判への視点

　実際に議論を作ることができる

12 (2)論文を書く

13

14

15

 課題レポート100点

新装　論理トレーニング（野矢茂樹） 産業図書 ¥2,376

桜井

学習内容

課題レポート作成

基礎分野 論理学

担当講師 桜井　謙一

授業概要
論理的な思考について学び、他者の考えを理解し、自分の考えを他者に伝える意思疎通の能力や、
複数の人間が集まって共同で問題を検討する集団思考の能力を身につける。

ねらい

単元名/単元目標

1.論理とは何か/

論理学の概要が理解できる

２．接続の論理/

理解できる

理解できる

3.論証/

評価方法・配点

テキスト

備考

4.演繹/

5.議論を作る/

-1-



北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年 単位 1 時間数 15

１．教育学を学ぶ意義が理解できる。

２．指導するために必要な内容が理解できる。

時間数 授業形態 担当

1
2 　1.学ぶことと教えること/ 　①なぜ教育が大切なのか 講義

　学ぶことと教えることについての 　②生涯学習社会を生きる

　概要について理解できる 　③教える準備にとりかかる

　①人の発達の特徴

　　人間の発達について理解できる 　②認知能力の発達を理解する

　③自己の発達を理解する

　④対人関係の発達を理解する

3 　①学習の特徴を理解する 講義

4 　　学習の原理について理解できる 　②知識の学習を理解する

　③技能の学習を理解する

　④態度の学習を理解する

5
6 　1.指導者の役割と姿勢を理解する/ 　①指導者には様々な役割がある 講義

　　指導者には様々な役割や必要な姿勢が 　②指導者の６つの役割

　　あることが理解できる 　③指導者としての姿勢

　①指導の設計を始める

　指導するために必要な目標や方法、 　②わかりやすい学習目標を設定する

　教材について理解できる 　③適切な指導方法を選択する

　④教材を準備する

7 　①効果的な指導の型を理解する 講義

8 　　効果的な指導の型と流れが 　②導入で学習の準備を整える

　　理解できる 　③展開で学習内容を深める

　④まとめで学習を定着させる

9 　①評価の目的を理解する 講義

10 　　評価の目的、構成要素、評価方法 　②評価の構成要素を理解する

　　などが理解できる 　③目標に適した評価方法を選択する

　④評価の効果を高める工夫

指導内容作成 個人演習

11 講義

12 　1.学習意欲を高める技法/ 　①動機付けの基本原理を理解する

　動機づけの基本原理、理論、技法 　②動機づけの理論を理解する

　について理解できる 　③学習意欲を高める様々な技法

　①気軽に話し合える関係を築く

　　さまざまなコミュニケーションの 　②非言語的コミュニケーションを活用する

　　方法や技法について理解できる 　③思考を深める質問の技法

　④学習効果を高める指示

ロールプレイング 演習

13 　①ディスカッションを理解する 講義

14 　　ディスカッションの準備、活性化等 　②ディスカッションを準備する

　　について理解できる 　③ディスカッションを導く

　④ディスカッションを活性化させる工夫

カンファレンス 演習

15

レポート20点　試験80点

看護のための教育学 医学書院 ¥2,376

3.効果的に指導する/

　4.学習を評価する/

試験

評価方法・配点

テキスト

Ⅲ．さまざまな指導の工夫

　2.コミュニケーションの技法/

　3.ディスカッションの技法/

備考

　2.人の発達を理解する/

基礎分野 教育学

担当講師 植松　人美

授業概要 学習と教育について、学習の原理について学び、看護の対象への指導・教育技術の基礎を養う。

ねらい

単元名/単元目標

Ⅰ．人の発達と学習

学習内容

植松

　3.学習の原理を理解する/

Ⅱ．指導の基本

　2.指導を設計する/

-2-



北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年後期 単位 1 時間数 30

1.日本語表現の基本的知識を理解し、表記ルールに則った文章表現能力を身につける。

２.不適切な表記によるコミュニケーションエラー予防の必要性が理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 (1)三分節 講義/演習

2 (2)文体

3 (3)原稿用紙の使い方

4 (4)段落構成

5 (5)結論

6

7

8

9 (1)文章を書くまでの準備 講義/演習

10 (2)読点

11 (3)構想・構成・アウトライン

12

13

14 　　

15

16

17 (1)参考文献の利用 講義

　①文献を用いる意義

　②引用と要約

18 (2)資料を調べる

　①調査・収集・整理・分析

19 (1)小論文作成演習 演習

20 　①レポートの書き方

21 　②事実と自分の考えの区別

22 　③推敲の仕方

23

24

25

26

27

28

29

30

 筆記試験50点　レポート課題50点

看護学生のためのレポート・論文の書き方（高谷修著） 金芳堂 ¥2,052

看護において、論理的に考え、客観的事実や自分の考えを正確に伝えることは、対象の安全を守
り、医療チームの任務遂行の上で基本的かつ重要なことである。日本語の文章表現法を学び、適切
な文章表現方法を身につけ、レポートや看護記録における文章表現能力向上と実践の場での伝達能
力を養う。

試験

評価方法・配点

テキスト

備考

　自分の思考や行動を認識し、文章で表現

　することを通して、事実や意思を他者に

　理解できる

　伝える重要性が理解でき、実践できる

　利用について理解できる

４．小論文作成/

　論文の考えの根拠となる資料の必要性と

3.論文の資料/ 桜井

学習内容

ねらい

基礎分野 文章表現法

担当講師 桜井　謙一

授業概要

2.論文の構成/

　論文がどのように構成されているかわかり

　論理的思考について理解できる

単元名/単元目標

１．日本語表記の基本的知識/

　日本語における基本的な文章表現方法が

-3-



北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年前期 単位 1 時間数 30

1．情報についての基本的知識を身につける。

2．情報処理方法と基本的な統計知識を学び、看護研究に必要な統計的手法を理解する。

時間数 授業形態 担当

1 (1)情報の特性 講義

(2)情報の認知と意思決定

2 (1)情報化社会の成立

(2)情報化社会で求められること

3 3.コンピューターリテラシーとセキュリティ/(1)コンピューターリテラシー

(2)インターネット・メールのしくみ

4 (1)ワープロソフトの使用方法 講義/演習

5 (2)パワーポイントの使用方法

6

７ (1)数学の振り返り

８

９ (2)統計学とは何か

10

11 (3)記述統計

12 　①データを整理する

　　データの種類・度数分布表

13 　②データを図（グラフ）にする

14 　　グラフ化　ヒストグラム 講義

15

16 　③データの特徴を数値で表す

17 　　平均値・分散・標準偏差

18 　　回帰直線・相関係数（２変量）

19 　　正規分布と正常範囲

20

21 (4)推測統計学

　①母集団と標本 演習

22 　　母集団分布　標本分布　無作為抽出

23 　②統計学的検定

24 　　・仮説検定の考え方

25 　　・母平均の検定

26 　　・母平均の差の検定

　　・母相関係数、母回帰係数の検定

27 　　・X2乗検定

28

29 　　・多変量解析

30 (5)まとめ

 レポート課題（基本操作20/100、統計学80/100）

看護学生・看護職が知りたい統計学ー問題解決への道しるべー 東京図書（株） ¥3,024

ねらい

単元名/単元目標 学習内容

1．情報とは何か/

情報の特性、認知について理解できる

基礎分野 情報科学

担当講師 有田　健一・太田 敏彰 ・ 中垣 淳　　　　

授業概要
情報社会に対応したコンピューターの基礎的知識と基本操作を身につけ、医療現場で普及している電
子化に対応し、情報管理方法や倫理についても理解を深める。また、医療・看護における統計の意義
やその手法、看護研究に必要な統計的手法を理解する。

太田
有田

中垣

　看護における情報処理と統計の意義に

　ついて理解できる

5.統計の基礎知識/

2.情報化社会/

情報化社会、インターネット、情報化

社会でのスキルやルールが理解できる

評価方法・配点

テキスト

理解できる

　一般的な統計の概念、統計の方法に

4.文字情報と情報の発表/

文字情報整理と情報の発表の仕方が

　ついて理解できる

　コンピューターリテラシーとセキュリティ

　について理解できる

備考
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年前期 単位 1 時間数 15

1．身体・身体ケアに関する基礎的な物理学の知識を身につけ、根拠に基づいたケアができる。

2．検査・治療・処置に関する基礎的な物理学の知識を身につけ、根拠に基づいたケアができる。

時間数 授業形態 担当

1 (1)移動動作に必要な力 講義/演習

(2)体位変換に役立つトルクの知識

2 (3)安定・不安定

(4)撃力と骨折

3 (5)作用・反作用

(6)人体に適応する力学

4 (7)感覚と温度

(8)冷罨法・温罨法

5 (9)体熱の産生と喪失のバランス

(10)胃洗浄とサイフォン

6

(1)圧力の基礎知識

7 (2)動圧と側圧の関係性

(3)血圧に関する知識

8 (4)低圧持続吸引装置の原理

(5)酸素と圧力の関係及びその性質

9 (6)圧力によって生じる疾患

(7)点滴や輸血等の落下速度

10 (8)比重計

(9)水銀の膨張現象と遠心力

11 (10)加熱蒸気滅菌装置のしくみ

(11)酸・アルカリとpH

12 (12)濃度の表し方と物質の溶け方

(13)浸透圧の知識

13 (14)物が見えるしくみ

(15)紫外線と赤外線

14 (16)放射線のもつ特性と基礎知識

(17)音波

15

 　筆記試験　100点

完全版　ベッドサイドを科学する 学研 ¥2,808

備考

後藤

検査･治療・処置に関する基礎的な物理学

評価方法・配点

テキスト

試験

2.検査・治療・処置に関する物理学/

の知識が理解できる

の知識が理解できる

基礎分野 看護物理学

担当講師 後藤　重孝

授業概要
看護技術の基礎となる物理学の原理・原則を知り、根拠を持った看護技術を実践するための基礎的
知識を学ぶ。

ねらい

単元名/単元目標 学習内容

1.身体・身体ケアに関する物理学/

身体・身体ケアに関する基礎的な物理学
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 １年後期 単位 1 時間数 15

時間数 授業形態 担当

1

2

3

4

5

6

7

8

9 講義

10 演習

11 Ⅷ　さまざまなライフステージを描く

12

13

14

 15 夏井

筆記試験60点　課題30点　　受講態度10点

なし

備考

基礎分野 生活のなりたち

担当講師 夏井留美子

収入・支出その他について考える

Ⅶワークライフバランス/

授業概要
衣食住･経済・冠婚葬祭など暮らしの中の基本的な知識と現代社会の多様な生き方、家族のあり方について
知り生活体験の少ない若者の視野を広げる。自らのいろいろなライフステージを想定し、ライフプランを
考えられるように。看護者としての将来を考えていく。

消費者協
会

・賢い消費者として、消費者トラブルの被
害にあわないようために

 

 

夏井

北見消費者協会セミナー

ねらい
自身を取り巻く社会の仕組みを知り、社会人としての必要最低限のルールを学び、心豊かに健康で自分ら
しい生き方ができるようにする。

単元名/単元目標 学習内容

 

テキスト

多様な生き方について考える

Ⅸ　映画鑑賞

試験

 

評価方法・配点

 

 

夏井
Ⅱ　お付き合いの基本/
・社会人として必要最低限度のマナーを知るこ
とができる

 

Ⅲ　暮らしを取りまく環境　/
・衣生活、被服、食生活など自分の生活を
振り返り、健全な生活について考えること
Ⅳ　暮らしを支える経済　/
・自立した生活を送るために必要なお金に
ついて考えることができる
Ⅴ消費者として/
・多様化する消費生活を考えることができ
る

Ⅰ　暮らしの中の歳時記、人生の節目/
・１年を通じての季節の移り変わり、人生
での節目を知ることができる

二四節期、ライフイベントなどを知
る　心豊かな暮らしをおくる

講義

冠婚葬祭にまつわるエチケットの心得

衣生活、被服、食生活

講義

講義

家族の構築

講義

夏井

夏井

Ⅵライフサイクルと家族/

・生まれてから死ぬまで、家族とどのように
係っているか、自身の家族の中での役割を考え
ることができる

講義

　

家族のあり方を考える

ワークライフバランスとは

・家庭と仕事の両立、働き続けていくための社
会環境、家庭環境、自分自身のことを考えるこ
とができる

自分らしい生き方とは

夏井

「エンディングノート」「未来ノー
ト」について考える

鑑賞

夏井

変化していく家族・家庭
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年前期 単位 1 時間数 15

1.人間の多様な心理や行動を理解するための基本的知識や方法を理解する。

時間数 授業形態 担当

1 (1)心とは、科学としての心理学 講義/演習

2 (2)心理学の歴史

(3)心理学研究法

(4)心身医学

3 (1)感覚・知覚の意味 講義/演習

4 (2)感覚・知覚様相の特徴

(3)感覚・知覚と日常生活

(4)脳と知覚、情報処理と知覚

(5)欲求・興味・感情に従う知覚

5 (1)記憶の過程と記憶の種類 講義/演習

6 (2)感覚記憶　短期・長期記憶

(3)記憶の構造

(4)記憶の忘却と障害

7 (1)感情・情緒 講義/演習

8 (2)動機・欲求

9 (1)性格に関する概念と用語 講義/演習

10 (2)性格研究の方法と理論

11 　①クレッチマー

12 　②フロイト

　③ユング

　④特性論的性格理論

(3)パーソナリティ障害と成熟

(4)知的機能と創造性

　①知能テスト

13 (1)対人認知 講義/演習

14 (2)社会的態度

15

 筆記試験 50点　　レポート50点

看護学生のための心理学 医学書院 ¥2,592

中野

　性格・知能について理解できる

試験

評価方法・配点

テキスト

備考

6.社会・集団の心理/

　社会・集団について理解できる

4.感情と動機の心理/

　感情と動機について理解できる

5.性格・知能の心理/

ねらい

単元名/単元目標

2.感覚・知覚の心理/

　視覚や聴覚、形や運動の知覚などの基礎

　的知識が理解できる

3.記憶の心理/

　記憶のしくみについて理解できる

学習内容

1.心理学とは/

　心理学とは何か概要が理解し、心理学を

　学ぶ意義がわかる

基礎分野 心理学

担当講師 中野武房

授業概要
看護の対象である人間のこころと行動を理解するための基本となる心理学の基礎について学び、人
間の行動を規定するこころについての理解と関心、自己洞察を深め、人間に対する幅広い視点を育
て養う。
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 １年 単位 1 時間数 30

１．英語の「聴く」「話す」というコミュニケーション能力を養う。

時間数 授業形態 担当

1 (1)英語と日本語の比較 講義/演習

2 (2)文型・文法・単語

3 (3)自己紹介

4 　医療英語と普通単語の比較

5 (4)外来での対応

6 　・外来受付にて

7 　・外来案内　①

8

9 　・外来案内　②

10

11 　・患者対応　内科

12

13 　・患者対応　外科

14

15 　・病歴の聞き取り

16 　・予約の取り方

17 復習小テスト

18 (5)薬局・病棟での対応 講義/演習

19 　・薬局対応　①

20 　・病棟対応　①

21 　・病棟対応　②

22 2.国際社会の理解/ (1)海外の医療と看護師について 講義/演習

23 　国際人として諸外国の文化を知り、 　　ビデオ観賞または外国人

24 　　による講演

25 (2)外国の文化、事情、英会話演習

26 総括　医療英単語と汎用文章

27

28

29 まとめ（ナイチンゲール誓詞）

30

筆記試験（①小テスト100点、②終講時テスト100点　①②の点数の高い方を評価）

クリスティーンのやさしい看護英会話 医学書院テキスト

　コミュニケーションの取り方がわかる。

備考

試験

評価方法・配点

　医療現場における基礎的な英会話を習得

基礎分野 英語

担当講師 伊藤悠紀子

授業概要
国際社会に伴い医療現場においても英語によるコミュニケーション能力が必要である。医療現場に
おける英語および英会話の基礎を学び、さらには外国人とのコミュニケーション演習も内容に含
め、生涯学習に向けての意欲と能力を養う。

伊藤

ねらい

単元名/単元目標 学習内容

1.医療場面における英会話/

　できる
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 １年前期 単位 1 時間数 15

1.感性や想像力を働かせ、良さや美しさを感じ取り、表現する能力を育て豊かな情操を養う。

2.生活の中の美術の働きや美術文化についての関心や理解を深め、生涯を通じて親しむ態度を養う。

時間数 授業形態 担当

1 人間の成長・発達と美術の必要性

2 絵画、彫刻、工芸、デザイン鑑賞

の分野の概略

3 乳幼児の発達と表現活動の可能性と

実態

4 表出から表現へ（点、線、面）

5 認識力と感性、創造性と想像性を育む

絵画

6 (１)上古、飛鳥、奈良

7 (２)平安、鎌倉、室町

8 (３)桃山、江戸

9 (４)近代、現代

10 (１)原始、エジプト

11 (２)ギリシャ、ローマ

12 (３)中世、ルネサンス

13 (４)19世紀近代

14 伝承遊びの中の「絵かき遊び」を演習

する

美しさに憧れ、美しさを求め、美しさ

を創造することは平和へむすびつく

15

 出席60点　　筆記試験40点

自作テキストを毎時間配布（B４版3枚程度）

絵かき遊びができる

授業のまとめ

試験

評価方法・配点

テキスト

備考

仏教文化から貴族文化へ、そして武家文化へ

の流れを知る

庶民文化としての浮世絵版画を観賞する

7.小児病棟で役立つ「絵かき遊び」/

ヨーロッパ絵画へ影響を与えながら

逆輸入した日本の近代美術を鑑賞する

6.西洋の美術/
アルタミラの洞窟絵画とヨーロッパ絵画の歴史を
知る

古代ギリシャ・ローマの美術が今日に影響を

及ぼしている歴史を知る

キリスト教を中心にした1000年の歴史と

ルネサンスを学習する

市民文化台頭の時代を迎えたヨーロッパ絵画、

印象主義までを学習する

4.少年期の美術教育/

少年期の美術教育についてわかる

5.日本の美術/
一般教養として日本の美術の歴史の流れを知
る

2.美術の分野/

美術分野の概略が理解できる

3.乳幼児にとっての絵画/

乳幼児の表現活動の可能性と実態がわかる

具体的に演習を通して表現を体験する

ねらい

単元名/単元目標

１.人間と美術/

人間にとって美術の意義がわかる
講義

学習内容

基礎分野 美術

担当講師 松岡　義和

授業概要
美術表現・鑑賞にかかわる活動を通して美に関する感性を育てる。感性や想像力を働かせ、美しさ
を感じ取り、美術に親しみ、生活や社会に活かしたり豊かにする情操を養う。

講義

講義

演習

講義

松岡

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

演習

講義

講義
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 １年前期 単位 1 時間数 15

１．日本の宗教文化についての基本的知識を身につける。

２．様々な宗教の考え方が習慣があることが理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 (1)宗教の定義 講義

2 　・人間とは・人間の権利とは

(2)宗教の起源と進化

(3)宗教の分類

(4)世界の8大宗教

ユダヤ教、キリスト教、イス

ラム教、仏教、ヒンドゥー教、

儒教、道教、神道

3 (1)キリスト教の誕生

4 (2)キリスト教の特徴

　戒律と儀礼、教典

5 　三位一体、終末、教会、修道院

6 　年中行事

7 (1)神道の誕生 講義

8 (2)神道の特徴

9 　自然崇拝、ミソギ、ハラエ、

10 神社、神職、神棚

(3)神仏習合

11 (1)仏教の誕生 講義

12 (2)仏教の分類

13 天台宗系、真言宗系、浄土宗系

14 禅宗系、日蓮宗系など

(3)仏教の特徴

　戒律と儀礼、教典

　年中行事（冠婚葬祭等）

寺、檀家制度、仏壇、位牌

15

　　筆記試験100点（宗教とは何か10点、キリスト教30点、神道30点、仏教30点）

理解し、宗教文化についての基本的な知識が

広田

白崎

わかる

世界の宗教の起源と分類の概要が理解できる

2.キリスト教/

キリスト教の概要、特徴が理解できる

試験

評価方法・配点

テキスト

備考

3.神道/

神道の概要、特徴が理解できる

4.仏教/

仏教の概要、特徴が理解できる

ねらい

単元名/単元目標

1.宗教とは何か/

宗教とは何か、人間とは・人間の権利について

基礎分野 宗教文化学

担当講師 　白崎隆徳　・　広田恭也

授業概要
患者理解のためには、その背景にある文化を知ることが必要である。日本の宗教文化についての基本
的知識を身につけ、グローバルな視点での宗教文化に関する基本的な知識を養い、様々な習慣や考え
方、価値観があることを理解する。

学習内容

白崎
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 １年後期 単位 1 時間数 15

１．自己の心身活動と休息のバランスをはかり、運動習慣を身につけ自己の健康管理の必要性を理解する。

２．学生間のコミュニケーションをとり、交流を深める。

時間数 授業形態 担当

1 (１)体を動かすしくみ 講義/実技

(２)科学的根拠に基づいた運動

2     処方

(３)ストレッチ体操

3 スポーツ用具の使用、実技を行う 実技

(１)卓球

4 技能を習熟し、練習方法、ルール、

試合の運営などを学び実践する

5

6

7 (２)バドミントン

技能を習熟し、練習方法、ルール、

8 試合の運営などを学び実践する

9

10

11 (３)ミニバレー

技能を習熟し、練習方法、ルール、

12 試合の運営などを学び実践する

13

14

15

　　筆記試験50点　実技試験50点

資料随時配布

奥津

学習内容

試験

評価方法・配点

テキスト

備考

　楽しさを実感しながら心身の健康を

　維持増進できる

　をもって体験できる

２．スポーツ活動/

　スポーツを実践し、運動の必要性や

ねらい

単元名/単元目標

1.運動と健康/

　健康な生活を送る上で、身体運動のメカ

　ニズムやスポーツの意義を理解でき、身

基礎分野 保健体育Ⅰ

担当講師 奥津建志

授業概要
スポーツ・レクリエーションの理論と実践を通して、生涯にわたる自己の健康・体力の維持増進を
図る。また、スポーツを通して学生間の交流を深め、集団としての協調性を養う。
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 ３年 単位 1 時間数 15

1.自己の心身活動と休息のバランスを図るための様々な運動について認識できる。

2.人間にとって運動習慣を身につけることの重要性が理解でき、自己の健康管理につなげることができる。

時間数 授業形態 担当

1 (１)心身の健康と身体活動 講義/実技

(２)科学的根拠に基づいた運動処方

2 (３)リラクゼーション法

(４)レクリエーション実践

3

4 (1)ストレッチの効果について 講義/実技

(2)ストレッチの実践

5   できる

6

7 (1)心身にわたる健康の保持増進 講義/実技

(2)スポーツを通じた人との交流

8 　スポーツの意義・効果について学習する

(3)経済的発展への寄与

9 (4)軽スポーツの実践

10

11 現代社会における人々の健康と 講義/実技

スポーツ

12 (1)運動不足・ストレスの解消

(2)生活習慣病の予防

13 (3)主体的なスポーツの取り組み

(4)軽スポーツの実践

14

15

　筆記試験50点　実技試験50点

資料随時配布

試験

評価方法・配点

テキスト

備考

3.スポーツの社会的役割/

　スポーツの社会的役割について理解できる

　生活の中にスポーツを取り入れる必要性

　が理解できる

4.ライフスタイルとスポーツ/

学習内容

2.ストレッチ/

基礎分野 保健体育Ⅱ

担当講師 奥津建志

授業概要
スポーツやレクリエーションが、健康・体力の維持増進につながっていることを身を持って理解し、
無理なく実践を行う。

ねらい

単元名/単元目標

1.レクリエーション/

　レクリエーションが心身に及ぼす効果に

　ついて理解でき、身を持って体験できる

奥津

　ストレッチ運動が心身に及ぼす効果を理解
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年前期 単位 1 時間数 15

1.ホスピタリティの基本が理解でき、看護サービスに活かせる素地を養う。

2.自分の傾向を分析し、良好な人間関係を構築できるコミュニケーション能力を養う。

時間数 授業形態 担当

1 (1)ホスピタリティとは 講義+演習

2 (2)ホスピタリティ・マインド

3 (3)ホスピタリティ・アクション

(4)ホスピタリティ実践による効果

4 (1)EQ(感情知能指数）とは 講義+演習

5 (2)EQチェック

(3)EQを高める

(4)TA（交流分析）とは

(5)エゴグラム作成

(6)心の状態を高める

6 (1)ホスピタリティ・マナー 講義+演習

7

8 ①挨拶 ②笑顔 ③返事

9 ④態度 ⑤身嗜み ⑥言葉使い

10

11 講義+演習

12 (2)積極的な聴き方

(3)効果的な話し方

(4)適切な言葉使い

13 (1)患者の心理 講義+演習

14 (2)顧客満足

15

筆記テスト100点

実践！ホスピタリティ基本コース
経済法令研
究会

¥3,310

学習内容

テキスト

備考

活かしていくべきか理解できる

5.看護サービスとホスピタリティ/

試験

評価方法・配点

ホスピタリティを看護サービスにどのように

3.ホスピタリティ・マナー/

人を不快にさせないだけでなく、人間関係を

よりよい方向に導くホスピタリティを活かし

たマナーが理解できる

4.コミュニケーション/

相手の立場に配慮し、伝え方の工夫が必要だ

ということが理解できる

ねらい

単元名/単元目標

2.自分を知る「EQ」と「TA」/

自分のことを様々な視点から分析できる

ホスピタリティの基本的な考え方が理解できる

1.ホスピタリティの基本/

基礎分野 ホスピタリティ論

担当講師 　野口　幸一 ・　夏井　留美子

授業概要
ホスピタリティは「思いやり」「心からのおもてなし」と訳される。良好な人間関係の構築と維
持、相手の立場に立って心から相手のことを考えて行動することを目指す。その基本精神である
「ホスピタリティ・マインド」について学び、実践できる基礎能力を養う。

野口
夏井

(4)看護サービスの中で活きるホスピ
タリティ

(3)ホスピタリティを活かしたクレー
ム対応

(5)自己のマインド・アクションの確
認

(3)公共の場でのホスピタリティ・マ
ナー

(2)ホスピタリティ・マナーの6つの
要素

(1)コミュニケーションとホスピタリ
ティの関係
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年前期 単位 1 時間数 30

1.細胞の一般的な構造や器官を構成する各組織の特徴について理解できる。

2.骨格系、筋肉系、循環器系の系統別の構造、名称、位置、作用について理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 (１)人体とは 講義

2 (２)細胞・組織

3 (３)構造と機能

4

5

6 (１)骨の構造と機能 講義

7 (２)骨の成長

8 (３)各骨の連結

9

10 (１)主な筋の構造 講義

11 (２)各筋肉の名称と位置

12 (３)筋肉の作用について

13 (４)骨格筋収縮のメカニズム

14 (1)スケッチ演習 演習

15

16 　に理解し、説明できる

17

18 5.循環器系Ⅰ/ (１)循環器系の構成 講義

19 　心臓の構造、心臓に分布する血管、 (２)心臓の構造

20 　全身に分布する動・静脈、リンパ管 (３)末梢循環器系の構造

21 (４)リンパとリンパ管

22 6.循環器系Ⅱ/ (１)心臓の拍出機能 講義

23 　心臓の拍出機能、血液の循環の調節に (２)血液の循環器系の調節

24

25

26 (1)スケッチ演習 演習

27

28 　に理解し、説明できる

29

30 試験

  筆記試験 100点

系統看護学講座専門基礎　人体の構造と機能（１）解剖生理学 医学書院 ¥4,104

看護師国家試験　解剖生理学クリアブック 医学書院 ¥1,944

4．演習/

学習内容

専門基礎分野 解剖生理学Ⅰ

担当講師 村林宏

授業概要
人体の正常な形態や構造、機能について系統的に学び、各器官がどのような機能を持ち生命を維持
しているのか理解する。内在する法則性や器官の形態過程についても学習し、安全で質の高い看護
実践を行うために必要な基礎的知識を習得する。

ねらい

単元名/単元目標

1.総論/

　細胞の一般的な構造や器官を構成する各

　組織の特徴について理解できる

　骨の構造と機能、成長について、各骨の

　形態と連結について理解できる

評価方法・配点

テキスト

備考

村林

２.骨格系/

３.筋肉系/

　演習を通し、各臓器の構造と機能を具体的

7．演習/

　演習を通し、各臓器の構造と機能を具体的

　について理解できる

　について理解できる

試験

　主な筋の構造と各筋肉の名称と位置、

　作用について理解できる
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年前期 単位 1 時間数 30

2.体温とその調節のメカニズムについて理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 (1)血液 講義

2 　①血液の組成と機能

3 　②赤血球 　③白血球 　④血小板

4 　⑤血漿タンパク質と赤血球沈降

　⑥血液の凝固と線維素溶解

　⑦血液型

(2)皮膚の構造と機能

(3)生体の防御機構

5 (1)呼吸器の構造 講義

6 (2)呼吸

7 　①内呼吸・外呼吸

8 　②呼吸器と呼吸運動

　③呼吸器量

　④ガス交換とガスの運搬

　⑤肺の循環と血流

　⑥呼吸運動の調節

9 (1)スケッチ演習 演習

10
11 　に理解し、説明できる

12
13 (１)口･咽頭･食道の構造 講義

14 (２)腹部消化管の構造

15 　①胃 　②小腸 　③大腸

16 (３)膵臓・肝臓・胆嚢の構造

　①膵臓 　②肝臓 　③胆嚢

（４）腹膜

17 (１)口･咽頭･食道の機能 講義

18 (２)腹部消化管の機能

19 　①胃 　②小腸 　③大腸

20 (３)膵臓・肝臓・胆嚢の機能

　①膵臓 　②肝臓 　③胆嚢

21 6.栄養と代謝、体温とその調節/ (1)栄養素の消化・吸収 講義

22 　栄養素の消化・吸収、代謝過程が理解できる (2)代謝過程

23 　体熱産生のメカニズムが理解できる (3)熱の出納　(4)体温の分布と測定

24 　体温調節について理解できる (5)体温調節(6)発熱

25 (1)スケッチ演習 演習

26
27 　に理解し、説明できる

28
29
30

　筆記試験100点
系統看護学講座専門基礎　人体の構造と機能（１）解剖生理学 医学書院 ¥4,104

看護師国家試験　解剖生理学クリアブック 医学書院 ¥1,944

　口腔～大腸、膵臓、肝臓の消化作用につ

　構造について理解できる

　口腔から肛門までの消化管、肝臓・膵臓の

専門基礎分野 解剖生理学Ⅱ

担当講師 村林宏

授業概要
人体の正常な形態や構造、機能について系統的に学び、各器官がどのような機能を持ち生命を維持
しているのか理解する。内在する法則性や器官の形態過程についても学習し、安全で質の高い看護
実践を行うために必要な基礎的知識を習得する。

7．演習/

　演習を通し、各臓器の構造と機能を具体的

試験

学習内容

ねらい

単元名/単元目標

１．血液、皮膚・防御/

　血液、間質液、リンパ液などの性状と

　演習を通し、各臓器の構造と機能を具体的

　ガス交換、血液ガス、血液の酸塩基平衡

　について理解できる

　作用、皮膚の構造と機能、生体防御

3．演習/

　機構について理解できる

2.呼吸器系/

評価方法・配点

テキスト

備考

1.皮膚・生体の防御機構、消化器系、呼吸器系の系統別の構造、名称、位置、機能、作用、メカニズムにつ
いて理解できる。

村林

　肺、気管、気管支、喉頭などの呼吸器の

　構造と機能について理解できる

　呼吸の生理（呼吸の調節、呼吸の運動、

4.消化器系Ⅰ/

　口腔から肛門までの消化管、肝臓・膵臓の

5.消化器系Ⅱ/

　機能について理解できる

　いて理解できる
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年 単位 1 時間数 30

1.腎・泌尿器、生殖器系、内分泌系、脳および脊髄の構造、名称、位置、機能、作用、メカニズムについて理解できる。

2.人体の発生、成長と老化について理解できる。

時間数 授業形態 担当
1 (1)腎臓 講義
2 ①腎臓の構造と機能
3 ②糸球体の構造と機能
4 　体液中の性状と電解質のバランスについ ③尿細管の構造と機能

④傍糸球体装置
⑤クリアランスと糸球体濾過量
⑥腎臓から分泌される物質

(2)尿路
①尿路の構造
②尿の貯蔵と排尿

(3)水の出納、脱水、電解質の異常
　酸塩基平衡

5 2.生殖器系/ (1)男性生殖器 講義

6 　男性生殖器の構造と機能について ①精巣
7 　理解できる ②精路と付属生殖腺
8 　女性生殖器の構造と機能について ③男性の外陰部
8 ④男性の生殖機能

(2)女性生殖器
①卵巣
②卵管・子宮・膣
③女性の外陰部と会陰
④乳腺
⑤女性の生殖機能

9 (1)スケッチ演習 演習

10
11 　に理解し、説明できる

12
13 (1)生殖細胞と受精 講義

14 (2)初期発生と着床
15 (3)胎児と胎盤
16 　る (4)小児期の成長

  成長と老化のメカニズムについて理解で (5)老化

17 (1)全身の内分泌腺と細胞 講義

18 ①視床下部―下垂体系
19 ②甲状腺と副甲状腺
20 ③膵臓

④副腎
⑤性腺
⑥その他の内分泌腺

(2)内分泌系による調節
(3)ホルモン分泌の調節

21 (1)神経系の構造と機能 講義

22 (2)脊髄と脳
23 (3)脳の高次機能
24
25 7．演習/ (1)スケッチ演習 演習

26
27 　に理解し、説明できる

28 8．演習 (1)スケッチ演習 演習

29
　に理解し、説明できる

30 試験

　筆記試験100点
系統看護学講座専門基礎　人体の構造と機能（１）解剖生理学 医学書院 ¥4,104

看護師国家試験　解剖生理学クリアブック 医学書院 ¥1,944

3．演習/
　演習を通し、各臓器の構造と機能を具体的

　生殖細胞の発生、受精から着床、胎児
　形成、分娩までの過程について理解でき

5.内分泌系/

4.人体の発生・成長と老化/

　その機能について理解できる

　きる

　演習を通し、各臓器の構造と機能を具体的

　演習を通し、各臓器の構造と機能を具体的

試験

専門基礎分野 解剖生理学Ⅲ

担当講師 村林宏

授業概要
人体の正常な形態や構造、機能について系統的に学び、各器官がどのような機能を持ち生命を維持
しているのか理解する。内在する法則性や器官の形態過程についても学習し、安全で質の高い看護
実践を行うために必要な基礎的知識を習得する。

学習内容

　理解できる

ねらい

単元名/単元目標
1.腎臓と尿路・体液と電解質/
　腎臓における尿の生成と排尿について

評価方法・配点

テキスト

備考

村林

　て理解できる

　理解できる

　各内分泌腺の構造、ホルモンの産生と

　各内分泌腺の相互関係、ホルモンの分泌
　構造について理解できる

6.神経系Ⅰ/
　脳と脊髄の構成について理解できる
　中枢神経の各部位の働きについて理解で
　きる
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年後期 単位 1 時間数 15

1.末梢神経系、感覚器系の系統別の構造、名称、位置、機能、作用、メカニズムについて理解できる

2.人体模型での総合演習を通し人体の立体構成がわかる

時間数 授業形態 担当

1 (1)脊髄神経と脳神経 講義

2 (2)運動機能と下行伝導路

3 (3)自律神経による調節

4 ①自律神経の機能

②自律神経の構造

③自律神経の神経伝達物質

　と受容体

5 (1)感覚機能と上行伝導路 講義

6 (2)目の構造と視覚

7 (3)耳の構造と聴覚・平衡覚

8 (4)味覚と嗅覚

9 (1)スケッチ演習 演習

10

　ができる

11 (1)演習 演習

12

13 　について理解を深める

14

15 試験

　筆記試験100点

系統看護学講座専門基礎　人体の構造と機能（１）解剖生理学 医学書院 ¥4,104

看護師国家試験　解剖生理学クリアブック 医学書院 ¥1,944

ねらい

単元名/単元目標

1.神経系Ⅱ/

専門基礎分野 解剖生理学Ⅳ

担当講師 村林宏

授業概要
人体の正常な形態や構造、機能について系統的に学び、各器官がどのような機能を持ち生命を維持
しているのか理解する。内在する法則性や器官の形態過程についても学習し、安全で質の高い看護
実践を行うために必要な基礎的知識を習得する。

学習内容

村林

　演習を通し、各器管の働きと構造、人間の身体

　一般知覚、視覚、聴覚・平衡覚、味覚、

　嗅覚の構造と機能について理解できる

3．演習/

評価方法・配点

テキスト

備考

　脳神経、脊髄神経、自律神経の構造と

　神経系、感覚器の構造と機能の理解と説明

　機能が理解できる

試験

2.感覚器系/

4．総合演習/
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 １年前期 単位 1 時間数 30

1．生体の生命活動や健康との関連性を化学的側面から理解する。

2．生体の恒常性維持システムの崩壊が疾病であることを理解する。

時間数 授業形態 担当

1 (１)代謝とは　①代謝　②異化と同化 講義

(２)代謝とその制御

2 (１)細胞

(２)糖類

3 (３)脂質

4

5

6

7 (１)酵素の役割、性質、分類

8 (２)アイソザイム

9 (３)臨床診断と酵素

10

11 (１)糖質代謝　①糖質代謝の概要　②解糖のしくみ

12 　③グリコーゲン合成と分解　④ペントースリン酸回路を経る代謝

13 　⑤糖新生　⑥血糖の調節とホルモンの作用

14 (２)脂質代謝①脂肪代謝の役割と概要　②脂質の消化・吸収・貯蔵

15 　③脂肪酸の分解　④ケトン体の代謝　⑤脂肪酸と脂肪の合成

16 　⑥コレステロール代謝⑦リン脂質とエイコサノイド　⑧血中リポ

17 　タンパク質⑨脂質異常症（高脂血症）⑩脂肪細胞と生活習慣病

18 (３)タンパク質とアミノ酸の代謝①タンパク質・アミノ酸の役割と

19 　概要　②タンパク質の消化と吸収　③アミノ酸の代謝　④アミ

　ノ酸の使われ方　⑤アミノ酸代謝・先天性代謝異常

20 　⑥ヘム生合成・ビリルビン代謝

21 (４)核酸・ヌクレオチドの代謝①ヌクレオチド代謝の役割と概要

22 　②ヌクレオチドの合成・分解　③抗癌剤の作用

23 (１)臓器間の代謝のつながり

24 (２)代謝異常と疾患

25 (１)DNAとは　(２)DNAの複製　(３)DNAからRNAへの転写

26 (４)RNAからタンパク質への翻訳　(５)遺伝子の変化

27 (６)遺伝子診断・遺伝子治療と看護学的課題

28 (１)先天性代謝異常の概念　(２)酵素異常による発症のメカニズム

29 (３)受容体の異常　(４)その他のタンパク質の異常

30

　筆記試験100点

ナーシンググラフィカ　人体の構造と機能②　臨床生化学 MCメディカ出版 ¥2,808

花田

学習内容

遺伝子の障害により代謝の異常が起こることが
理解できる

試験

生体で、糖質・脂質・タンパク質の代謝がどう
関連しているのか理解できる

6.遺伝情報/

遺伝情報について概要が理解できる

7.先天性代謝異常/

　の過程、代謝について理解できる

(５)核酸とヌクレオチド

(４)アミノ酸とタンパク質

(６)ビタミン

5.エネルギー代謝の統合と制御/

　物質について理解できる

3.酵素/

　代謝の流れをつくる酵素の働きが理解できる

4.さまざまな代謝/
　各物質の種類と基本構造、役割、消化・吸収

専門基礎分野 生化学

担当講師 花田　政宏　

授業概要
人間の体がどのような物質から成り立っているか、それらの物質がどのように作られ、分解され、調節
されて生命を維持しているかを学ぶ。

ねらい

単元名/単元目標

1.代謝総論/

　生命活動に必要な代謝について理解できる

2.生命維持に必要な栄養素の構造と性質/

評価方法・配点

テキスト

備考

　生命活動の場である細胞の基本的な構造と

　機能を理解し、細胞小器官について理解できる

　栄養素としての糖質、脂質、タンパク質、

　核酸、ビタミンの性質や、生命活動を支える
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年前期 単位 1 時間数 15

1.栄養素の種類と働き、食物の消化吸収代謝のしくみが理解できる。

2.栄養状態の評価、臨床栄養の概要が理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 (1)栄養を学ぶということ(2)保健・医療における栄養学 講義

(3)看護と栄養

2 (1)糖質(2)脂質(3)タンパク質(4)ビタミン

(5)ミネラル(6)食物繊維(7)水

3 (1)食物の消化(2)栄養素の吸収(3)血漿成分と栄養素

(4)栄養素の代謝(5)吸収・代謝産物の排泄

4 (1)食品のエネルギー(2)体内のエネルギー

(3)エネルギー代謝の測定(4)エネルギー消費

5 (1)人間の食事と食文化(2)日本人の食事摂取基準

(3)食品と栄養素(4)食品群とその分類法(5)食品の調理

6 (1)チームアプローチと栄養ケア・マネジメント

(2)栄養スクリーニング(3)栄養アセスメント(4)栄養ケア計画

7 (1)栄養アセスメントとその歴史(2)栄養アセスメントの目的

(3)栄養状態の評価・判定法

8 ライフステージ各期の栄養　(1)乳幼児(2)幼児期(3)学童期

(4)思春期・青年期(5)成人期(6)妊娠期・授乳期(7)更年期(8)高齢期

9 (1)チームで取り組む栄養管理

(2)栄養補給法　①経腸栄養法、②静脈栄養法

(3)病院食　①病院食の意義②病院食の種類

(4)経腸栄養製品　経腸栄養製品の種類　使用時の注意点など

(5)静脈栄養剤　種類と合併症

10 (6)疾患・症状別食事療法の実際

　①循環器疾患②消化器疾患③栄養・代謝疾患

　④腎臓疾患⑤血液疾患⑥食物アレルギー

(7)場面別の栄養管理　治療を要する小児、術前・術後、在宅高齢者

(8)がんの食事療法

11 (1)食生活の変遷と栄養の問題点(2)生活習慣病の予防

(3)食生活の改善への施策(4)食の安全性と表示

12 (1)各グループに事例を配布、メニューを考える GW

13 (2)グループ毎にメニューに合わせて調理実習実施

14 (3)レポート提出

15

筆記試験100点

 系統看護学講座　　栄養学 医学書院 ¥1,900

七訂　食品80キロカロリーガイドブック 女子栄養大学
出版部 ¥1,620

演習

井田

学習内容

8.ライフステージと栄養/

ライフステージごとに必要な栄養と適切な食生
活について理解できる

9.臨床栄養/

単元名/単元目標

1.人間栄養学と看護/

人間の栄養状態をみることと看護の役割が理解
できる

２.栄養素の種類と働き/

　栄養素の種類と主な働きが理解できる

3.食物の消化と栄養素の吸収・代謝/

　人体の消化・吸収・代謝のしくみが理解できる

4.エネルギー代謝/

エネルギー摂取量、エネルギー消費量、エネル
ギー代謝について概要が理解できる

5.食事と食品/
日本人の食事摂取基準、食品群とその分類、調
理法の特徴について理解できる

6.栄養ケア・マネジメント/

栄養ケア・マネジメントとサポートチーム
（NST)の働きについて理解できる

7.栄養状態の評価・判定/
人の身体から栄養状態を直接かつ総合的に評
価・判定する方法を理解できる

臨床栄養の基本となる栄養管理の概要と各種疾患
患者の食事療法の実際について理解できる

10.健康づくりと食生活/

評価方法・配点

備考

食生活改善について食生活指針、健康日本21な
どを基に理解できる

試験

11.調理実習/
実際に事例にあった食事メニューを考え、作成
することによって、実際を理解する

テキスト

ねらい

専門基礎分野 栄養学

担当講師 井田　亜希子

授業概要
人間に必要な栄養素の種類や働き、食物の吸収・代謝、栄養のマネジメント、栄養評価やライフステージ
別に必要な栄養などの基礎的知識と各種疾患患者に必要な栄養管理・食事療法について学ぶ。
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年 単位 1 時間数 30

1.病気の原因、身体内での病的変化等を理解できる。

2.麻酔や手術による生体反応について理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 (1)看護と病理学（3）病気の分類と病理学の学び方 講義

(2)病気の原因

2 (1)細胞の損傷と適応

(2)組織の修復と創傷治癒

3 (1)循環系の概要　(6)塞栓症

4 (2)浮腫（水腫）　(7)虚血と梗塞

5 (3)充血とうっ血　(8)側副循環による障害

6 (4)出血　　　　　(9)ショック

7 (5)血栓症　　　　(10)高血圧症

8 　　　　　　　　　(11)播種性血管内凝固症候群（DIC）

9 (1)炎症とその分類 (3)アレルギーと自己免疫疾患

10 (2)免疫と免疫不全 (4)移植と再生医療

11 5.感染症/ (1)感染と宿主の防御機構 (3)感染症の治療と予防

12 (2)主な病原体と感染症

13 6.代謝障害/ (1)脂質代謝障害/ (3)糖尿病

14 (2)タンパク質代謝障害 (4)その他の代謝障害

15 (1)個体の老化と老年症候群 (3)個体の死と終末期医療

16 (2)加齢に伴う諸臓器の変化

17 (1)遺伝の生物学 (3)遺伝子の異常と疾患

18 (2)先天異常
(4)先天異常・遺伝子異常
の診断と治療

19 (1)腫瘍の定義と分類 (3)腫瘍の発生病理

(2)悪性腫瘍の広がりと影響 (4)腫瘍の診断と治療

1 1.外科患者の病態の基礎/ (1)外科患者のアセスメント (4)感染症 講義

2 (2)手術侵襲と生体の反応 (5)腫瘍

(3)炎症 (6)外傷とショック

3 2.外科的治療を支える分野/ (1)麻酔法

4 外科的治療を行うための麻酔や身体管理に (2)呼吸管理

5 ついて理解できる (3)体液・栄養管理

6 緩和医療の基本的な考えが理解できる (4)輸血療法

(5)緩和医療

7 3.外科的治療の実際/ (1)外科的基本手技 (3)臓器移植

8 (2)低侵襲治療

9 (1)救急処置法の実際

(2)救急看護の実際

10 (1)看護業務に関する法的問題

(2)医療に関連する法的・倫理的諸問題

1

筆記試験 (病理学60点　、外科的療法40点）

系統看護学講座専門基礎　疾病のなりたちと回復の促進（１）病理学
医学書
院

¥2,592

系統看護学講座　別巻　臨床外科看護総論
医学書
院

¥3,024

専門基礎分野 病態治療学Ⅰ

担当講師 髙橋謙之祐・荒川穣二

授業概要
病理学：病気の原因、病気の発症・進展の過程、患者に対する影響を知り、それぞれの病気について本質を理解する。
外科的療法：外科的治療を受ける患者に共通する麻酔法、手術手技、疼痛管理、手術体位などの基礎的な知識を理解する。

ねらい

単元名/単元目標

病
理
学

1.病理学で学ぶこと/
病気とは何か、病理学がどんな学問なのか理解で
きる

2.細胞・組織の障害と修復/
細胞損傷の原因と機序、修復過程について理解で
きる

3.循環障害/

様々な循環による障害について理解できる

テキスト

備考

学習内容

9.腫瘍/

腫瘍とは何か、腫瘍の種類について等理解できる

外
科
的
療
法

外科的治療を受ける患者の病態の基礎的な知
識が理解できる

外科的治療に必要な手技や治療の内容が理解
できる

4.救急看護の基礎/

救急処置の原則・特徴が理解できる

5.看護を取り巻く法的環境/
看護を取り巻く法的門や倫理的問題が理解で
きる

感染症の一般的な特徴についてと代表的な病原体
が理解できる

代謝障害によって生じる疾患について理解できる

7.老化と死/

髙橋

試験

評価方法・配点

ヒトの老化と死について学び、終末期医療につい
ても考える

8.先天異常と遺伝子異常/
先天異常・遺伝子異常の原因、診断、治療につい
て理解できる

4.炎症と免疫、移植と再生医療/
生体の防御反応としての炎症と免疫について理解
できる

荒川
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年 単位 1 時間数 30

時間数 授業形態 担当

1 (1)呼吸器の構造 講義
(2)呼吸の生理

2 (1)自覚症状

　①喀痰 ②血痰・喀血③咳嗽　④胸痛　⑤呼吸困難

(2)他覚症状

①チアノーゼ ②ばち指 ③発熱　④呼吸の異常　

⑤声の異常　⑥いびき ⑦意識障害

3 (1)診察と診断の流れ (3)治療・処置

(2)検査

4 (1)感染症

　①かぜと急性気管支炎 ②インフルエンザ③肺炎　④結核

5 (2)間質性肺疾患 ①原因不明の間質性肺炎

6 　②サルコイドーシス　③好酸球性肺疾患　④過敏性肺炎

　⑤塵肺 ⑥膠原病に伴う肺病変　⑦薬剤性肺炎

　⑧放射線肺炎

7 (3)気道疾患

8 ①気管支喘息　②気管支拡張症　③慢性閉塞性肺疾患

9 (4)肺血栓塞栓症（5）呼吸不全(6)呼吸調節に関する疾患　

(7)肺腫瘍　(8)肺・肺血管の形成異常

10 (9)胸膜・縦隔・横隔膜の疾患　(10)肺移植（11)胸部外傷

1 (1)心臓の構造と機能　(2)血管の構造と機能 講義
(3)循環の調節

2 (1)胸痛　(2)動悸　(3)呼吸困難　(4)浮腫(5)チアノーゼ

(6)めまい・失神　(7)四肢の疼痛　(8)ショック

3 (1)診察と診断の流れ

(2)検査 ①心電図②胸部X線③心エコー④脳波検査

4 ⑤心臓カテーテル法 ⑥血行動態モニタリング

⑦心臓核医学検査　⑧コンピューター断層撮影（CT）

⑨磁気共鳴画像法（MRI）

(3)治療

　①内科的治療　②外科的治療　③補助循環装置

5 (1)虚血性心疾患

6 ①安定冠状動脈疾患②急性冠症候群 ③冠状動脈硬化の危険因子

7 (2)心不全

8 (3)血圧異常

9 (4)不整脈

10 (5)弁膜症 (6)心膜炎 (7)心筋疾患 (8)肺性心

11 (9)先天性心疾患　(10)動脈系疾患

12 (11)静脈系疾患 (12)リンパ系疾患

1 (1)血液の成分と機能 (2)造血のしくみ 講義

2 (1)病歴聴取と身体所見（2)検査(3)症候とその病態生理

3 　検査・診断症候等が理解できる

4 (1)赤血球系の異常

5 (2)白血球系の異常

6 (3)造血器腫瘍

7 (4)出血性疾患

1 試験

系統看護学講座専門　専門分野Ⅱ成人看護学2呼吸器 医学書院 ¥2,592

系統看護学講座専門　専門分野Ⅱ成人看護学3循環器 医学書院 ¥2,592

系統看護学講座専門　専門分野Ⅱ成人看護学4血液・造血器 医学書院 ¥1,728

伊藤

単元名/単元目標

3.検査と治療/

1.血液の生理と造血のしくみ/
2.検査・診断と症候・病態生理/

3.疾患と治療の理解/

1.呼吸器の構造と機能/

主要な疾患が理解できる

症状とその病態生理が理解できる

4.疾患の理解/

呼吸器の構造と機能が理解できる

2.症状とその病態生理/

血
液
・
造
血
器
疾
患

1.循環器の構造と機能/

主要な疾患が理解できる

　主要な疾患が理解できる

循
環
器
疾
患

2.症状とその病態生理/

検査・治療が理解できる

3.検査と治療・処置/
検査・治療が理解できる

備考

ねらい
1.呼吸器疾患、循環器疾患、血液・造血器疾患の病態、主要症状・検査・治療を理解できる。
2.呼吸器疾患、循環器疾患、血液・造血器疾患の代表的な疾患の臓器の病変と患者の生活習慣の関連、
疾病の回復の促進について理解できる。

循環器の構造と機能が理解できる

テキスト

4.疾患の理解/

評価方法・配点

症状とその病態生理が理解できる

筆記試験（呼吸器疾患30点、循環器疾患40点、血液・造血器疾患30点）

学習内容

小笠

斉藤

専門基礎分野 病態治療学Ⅱ

担当講師 小笠壽之・斉藤高彦・伊藤善也

授業概要
呼吸器疾患、循環器疾患、血液・造血器疾患の病態、主要症状・検査・治療を学ぶことで、健康・疾
病や障害に対する観察点や判断・対処が理解でき、看護援助に結び付けられるようにする。

呼
吸
器
疾
患
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年後期 単位 1 時間数 30

時間数 授業形態 担当

1 1.消化器の構造と機能/ (1)食道の構造と機能　(2)胃・十二指腸の構造と機能 講義

　消化器の構造と機能が理解できる (3)小腸・大腸の構造と機能 (4)直腸・肛門の構造と機能

(5)肝臓の構造と機能 (6)胆道系の構造と機能

(7)膵臓の構造と機能

2 2.症状とその病態生理/ (1)嚥下困難 (2)おくび・胸やけ　(3)吐き気・嘔吐

　症状とその病態生理が理解できる (4)腹痛 (5)吐血・下血 (6)下痢

(7)便秘　(8)腹部膨満　(9)食欲不振と体重減少　(10) 腹水

(11)黄疸 (12)意識障害（肝性脳症）

3 3.検査と治療/ (1)診察と診断の流れ　(2)検査　①糞便検査②肝機能検査

4 　検査と治療が理解できる ③栄養状態のアセスメント④膵外分泌機能検査⑤超音波検査

⑥内視鏡検査⑦肝生検 ⑧放射線検査　⑨CT　⑩MRI

⑪肝シンチ ⑫PET

(3)治療　①薬物療法②栄養・食事療法③手術療法④放射線療法

5 4.疾患の理解/ (1)食道の疾患

6 　主要な疾患が理解できる (2)胃・十二指腸疾患

7 (3)腸および腹膜疾患

8 (4)肝臓・胆嚢の疾患

9 (5)膵臓の疾患

10 (6)急性腹症 (7)腹部外傷

11
1 1.内分泌・代謝器官の構造と機能/ (1)内分泌器官の構造と機能 (2)内分泌器官とホルモンの機能 講義

　内分泌・代謝器官の構造と機能が理解できる(3)代謝の概要と機能

2 2.症状とその病態生理/ (1)体重変化・身長の異常 (2)容貌変化 (3)神経・筋症状

3 　症状とその病態生理が理解できる (4)循環器症状　(5)消化器症状　(6)皮膚の変化　(7)無月経

4 3.検査/ (1)内分泌疾患の検査

5 　検査について理解できる (2)代謝疾患の検査

6 4.疾患の理解/ (1)内分泌疾患 ①視床下部-下垂体前葉系疾患

7 　主要な疾患が理解できる ②視床下部-下垂体後葉系疾患③甲状腺疾患④副甲状腺疾患

8 ⑤副腎疾患　⑥性腺疾患　　⑦膵・消化管神経内分泌腫瘍

9 ⑧多発性内分泌腫瘍症 ⑨内分泌疾患の救急治療

10 (2)代謝疾患 ①糖尿病

②脂質異常症　③肥満症とメタボ ④尿酸代謝異常

1 1.女性生殖器の構造と機能/ (1)女性生殖器の構造 (2)女性生殖器の機能 講義

2 2.症状とその病態生理/ ①ショック　②出血　③帯下　④疼痛　⑤発熱

　症状とその病態生理が理解できる ⑥下腹部膨満・腫瘤感 ⑦外陰部掻痒感⑧排尿障害

⑨自律神経症状、不定愁訴 ⑩リンパ浮腫

3 3.診察・検査と治療・処置/ (1)診察・検査 (2)治療・処置

4 　診察・検査等について理解できる

5 4.疾患の理解/ (1)性分化疾患 (2)臓器別疾患

6 　主要な疾患が理解できる (3)機能的疾患 (4)感染症

7 (2)臓器別疾患-乳房の疾患 講義

8

1 試験

　筆記試験（消化器疾患35点、内分泌・代謝疾患35点、女性生殖器20点、乳房10点）

系統看護学講座専門　専門分野Ⅱ成人看護学5消化器 医学書院 ¥2,916

系統看護学講座専門　専門分野Ⅱ成人看護学６内分泌代謝 医学書院 ¥2,268

系統看護学講座専門　専門分野Ⅱ成人看護学9女性生殖器 医学書院 ¥2,484

評価方法・配点

備考

テキスト

専門基礎分野 病態治療学Ⅲ

担当講師 上林　実・西谷篤史・金　美善・三宅　毅

授業概要
消化器疾患、内分泌・代謝疾患、女性生殖器の病態、主要症状・検査・治療等を学ぶことで、健康・疾病や障害に対する観察
点や判断・対処が理解でき、看護援助に結び付けられるようにする。

学習内容

1.消化器疾患、内分泌・代謝疾患、女性生殖器の病態、主要症状・検査・治療を理解できる。
2.消化器疾患、内分泌・代謝疾患、女性生殖器の代表的な疾患の臓器の病変と患者の生活習慣の関
連、疾病の回復の促進について理解できる。

ねらい

女
性
生
殖
器

単元名/単元目標

消
化
器
疾
患

内
分
泌
・
代
謝
疾
患

上林

西谷

金

三宅
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年後期 単位 1 時間数 30

1.脳神経疾患、運動器疾患、皮膚疾患、歯・口腔疾患の病態、主要症状・検査・治療を理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 1.脳神経系の構造と機能/ (1)神経系の分類と機能 (2)中枢神経系（脳と脊髄） 講義

(3)末梢神経系 (4)脳・脊髄の保護構造と循環系 (5)運動機能と感覚機能

2 2.症状とその病態生理/ (1)脳・神経障害とは (2)主な症状とその病態生理

　症状と病態生理について理解できる ①意識障害 ②高次脳機能障害③運動機能障害④感覚機能障害

3 ⑤反射性運動の障害 　⑥頭蓋内圧亢進症状と脳ヘルニア

⑦バイタルサインの変化 ⑧髄膜刺激症状 ⑨頭痛

4 3.検査・診断と治療・処置/ (1)診断と診療の流れ (2)検査 (3)治療・処置

5 4.疾患の理解/ (1)脳疾患

6 検査・診断・処置、主要な疾患につい (2)脊髄疾患

7 て理解できる (3)末梢神経障害

8 (4)神経・筋疾患

9 (5)脱髄・変性疾患

10 (6)脳・神経系の感染症

11 (7)中毒 (8)てんかん

12 (9)認知症 (10)内科疾患に伴う神経疾患

1 1.運動器の構造と機能/ (1)骨　(2)関節　(3)神経と筋肉　(4)腱と靭帯 講義

2 2.症状とその病態/ (1)疼痛　 (2)形態の異常(3)関節運動の異常(4)神経の障害

3 (5)異常歩行または跛行 (6)筋肉の障害　(7)その他の障害

4 3.診断・検査と治療・処置/ (1)診察・診断の流れ (2)検査

5 　診断・検査、治療・処置について (3)治療・処置 ①保存療法 ②理学療法と作業療法

6 　理解できる ③手術療法 ④義肢と装具

7 4.疾患の理解/ (1)外傷性の運動器疾患 ①骨折 ②脱臼　③捻挫・打撲

8 　主要な疾患について理解できる ④神経の損傷 ⑤筋・腱・靭帯などの損傷

9 (2)内因性の運動器疾患 ①先天性疾患②骨・関節の炎症性疾患

③骨腫瘍・軟部腫瘍 ④代謝性疾患⑤筋・腱の疾患

10 ⑥神経の疾患　⑦上肢・上肢帯の疾患　⑧脊椎の疾患

⑨下肢・下肢帯の疾患 ⑩運動器不安定症

1 1.皮膚の構造と機能/ (1)皮膚の構造 (2)皮膚の機能 講義

2 2.症状とその病態生理/ (1)発疹 (2)掻痒 (3)皮膚の老化

3 3.検査と治療・処置/ (1)診察と診断の流れ (2)検査 (3)治療・処置

4 4.疾患の理解/ (1)表在性皮膚疾患　(2)真皮・皮下脂肪織・皮膚付属器の疾患

　皮膚の構造、機能、症状・病態生理、 (3)脈管系の異常による皮膚疾患(4)物理・化学的皮膚傷害

　検査と治療等について理解できる (5)腫瘍及び色素異常症(6)感染症(7)内臓疾患に伴う皮膚病変

1 1.歯・口腔の構造と機能/ (1)歯・歯周組織 (2)口唇・頬部　(3)口蓋 講義

歯・口腔の構造について理解できる (4)舌 (5)口底・顎下部

(6)顎・顎関節 (7)口腔顎顔面の筋　(8)唾液腺

2.症状とその病態生理/ (1)口腔症状 (2)顎口腔機能障害

2 3.検査と治療・処置/ (1)診察と診断の流れ (2)検査 (3)治療・処置

3 4.疾患の理解/ (1)歯の異常と疾患　(2)歯周組織疾患　(3)齲触に続発する疾患

症状と病態生理、検査・治療、主要な (4)口腔粘膜の疾患 (5)口腔領域の嚢胞

疾患について理解できる (6)口腔領域の腫瘍・類似疾患(7)口腔領域の悪性腫瘍

(8)歯と顎骨の外傷(9)口腔領域の先天異常・発育異常

(10)顎関節の疾患 (11)唾液腺の疾患　(12)神経の疾患

1 試験

　筆記試験（脳神経系35点、運動器35点、皮膚15点、歯・口腔15点）

系統看護学講座専門　専門分野Ⅱ成人看護学7脳神経 医学書院 ¥2,592

系統看護学講座専門　専門分野Ⅱ成人看護学10運動器 医学書院 ¥2,592

系統看護学講座専門　専門分野Ⅱ成人看護学12皮膚 医学書院 ¥2,052

系統看護学講座専門　専門分野Ⅱ成人看護学15歯・口腔 医学書院 ¥2,052

鈴木

澁谷

稲田

高杉

単元名/単元目標

評価方法・配点

テキスト

備考

運
動
器

皮
膚

脳
神
経

歯
・
口
腔

運動器の構造と機能、症状について理解
できる

脳神経系の構造と機能について理解
できる

学習内容

ねらい

専門基礎分野 病態治療学Ⅳ

担当講師 高杉　和雄・稲田　正範・鈴木　豊典・澁谷　貴史

授業概要
脳神経疾患、運動器疾患、皮膚疾患、歯・口腔疾患の病態、主要症状・検査・治療等を学ぶことで、健康・疾病や障害に対する
観察点や判断・対処が理解でき、看護援助に結び付けられるようにする。

2.脳神経疾患、運動器疾患、皮膚疾患、歯・口腔疾患の代表的な疾患の臓器の病変と患者の生活習慣の
関連、疾病の回復の促進について理解できる。
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年後期 単位 1 時間数 30

時間数 授業形態 担当
1 1.腎泌尿器の構造と機能/ (1)腎臓の構造と機能 (2)尿管の構造と機能 講義

　腎泌尿器の構造と機能が理解できる(3)膀胱の構造と機能 (4)尿道の構造と機能

(5)男性生殖器の構造と機能

2 2.症状とその病態生理/ (1)尿の異常 (2)排尿に関連した症状　(3)浮腫　(4)脱水

3 　症状とその病態が理解できる (5)循環器系の異常　(6)血液の異常　(7)尿毒症　(8)疼痛

(9)腫脹・腫瘤 (10)その他の症状

4 3.検査と治療・処置/ (1)診察 (2)検査 (3)治療と処置 (4)排尿管理

　検査と治療・処置が理解できる (5)透析療法 (6)腎移植

5 4.疾患の理解/ (1)腎不全と慢性腎臓病 (2)ネフローゼ症候群

6 　主要な疾患が理解できる (3)糸球体腎炎 (4)全身性疾患による腎障害 (5)尿細管間質性腎炎

7 (6)腎血管性病変 (7)尿細管機能異常

8 (8)妊娠高血圧症候群 (9)尿路・性器の感染症

9 (10)尿路の通過障害と機能障害 (11)尿路損傷・異物

10 (12)尿路結石症 (13)尿路・性器の腫瘍

11 (14)発生・発育の異常
(15)男性不妊症、男性機能障害、その他男性生殖器疾患

1 1.免疫のしくみとアレルギー/ (1)免疫反応と病気(2)アレルギーに関与する免疫担当細胞と化学物質 講義

　免疫のしくみが理解できる (3)アレルギーのしくみ

2 2.検査と治療/ (1)検査と診断 (2)治療

3 3.症状と疾患の理解/ (1)気管支喘息(2)アレルギー性鼻炎(3)アトピー性皮膚炎(4)薬物アレルギー

4
(5)アナフィラキシー(6)蕁麻疹(7)接触性皮膚炎(8)食物アレルギー

5 4.自己免疫疾患とその機序/ (1)免疫トレランス（免疫寛容） (2)自己免疫疾患の病態

6 5.症状とその病態生理/ (1)関節痛・関節炎　(2)レイノー現象　(3)皮膚・粘膜症状

(4)発熱 (5)タンパク尿 (6)筋力低下

7 6.検査と治療/ (1)膠原病の診断までの流れ(2)検査 (3)治療方法

8 7.疾患の理解/ (1)関節リウマチ(2)全身性エリテマトーデス(3)全身性強皮症

検査と治療、主要な疾患について (4)多発性筋炎、皮膚筋炎 (5)混合性結合組織病(6)血管炎症候群

理解できる (7)シェーグレン症候群 (8)ベーチェット病

9 8.感染症とは/ (1)感染症の成立する条件 (2)感染症の病態生理　(3)症状

10 9.感染症の検査・診断/ (1)感染症診断の原則(2)検査・診断・治療の流れ(3)検査の実際

10.感染症の治療/ (1)感染症治療の原則(2)抗菌薬(3)その他の治療、一次予防、二次予防

11.疾患の理解/ (1)発熱・不明熱(2)上気道感染(3)下気道感染(4)心血管系感染症(5)消化管感染症

　感染症(赤字）の概要、検査・診断、 (6)胆道系感染症（肝膿瘍等）(7)尿路感染症(8)性感染症(9)皮膚軟部組織感染症

　治療について理解できる (10)眼の感染症(11)中枢神経感染症(12)悪性腫瘍,造血幹細胞移植,固形臓器移植に伴う感染症

(13)菌血症・敗血症　(14)人動物咬傷　(15)真菌感染症　(16)寄生虫

(17)HIV (18)新興・再興感染症　(19)多剤耐性菌感染症

1 1.眼の構造と機能/ (1)眼球 (2)視神経・視路 (3)眼球附属器 講義

2 2.症状とその病態生理/ (1)視機能に関連した症状 (2)視機能に関連しない症状

3 3.検査と治療/ (1)診察と診断の流れ (2)検査 (3)治療方法

4 4.疾患の理解/ (1)機能の障害(2)部位別の疾患(3)外傷(4)全身疾患との関連

1 1.耳鼻咽喉・頚部の構造と機能/ (1)耳 (2)鼻 (3)口腔と唾液腺 講義

2 (4)咽頭 (5)喉頭 (6)気管・食道・甲状腺（頚部）

3 2.症状とその病態生理/ (1)耳に現れる症状とその病態生理　(2)鼻に現れる症状・病態生理

4 (3)口腔、唾液腺、咽頭に現れる症状・病態生理(4)喉頭に現れる症状・病態生理

3.検査と治療/ (1)診察と診断の流れ (2)検査 (3)治療

4.疾患の理解/ (1)耳疾患 (2)鼻疾患 (3)口腔・咽喉頭疾患

(4)気道・食道・頚部疾患と音声・言語障害

1 試験

　筆記試験（腎泌尿器35点、免疫・感染症35点、眼科15点、耳鼻科15点）
系統看護学講座専門　専門分野Ⅱ成人看護学8腎泌尿器 医学書院 ¥2,484

系統看護学講座専門　専門分野Ⅱ成人看護学11アレルギー膠原病　感染症 医学書院 ¥2,376

系統看護学講座専門　専門分野Ⅱ成人看護学14耳鼻咽喉科 医学書院 ¥1,944

系統看護学講座専門　専門分野Ⅱ成人看護学13眼 医学書院 ¥1,944

単元名/単元目標

自己免疫疾患と機序、症状と病態生理に
ついて理解できる

検査・治療・症状・疾患について理解で
きる

学習内容

村田

齋藤

岡本

島田

評価方法・配点

テキスト

備考

腎
泌
尿
器

眼
科

免
疫
疾
患
・
感
染
症

耳
鼻
咽
喉
科

ねらい

専門基礎分野 病態治療学Ⅴ

担当講師 島田　幸輝・岡本　卓・斎藤　美和・村田　保博

授業概要
腎泌尿器疾患、免疫疾患、眼科疾患、耳鼻咽喉科疾患の病態、主要症状・検査・治療等を学ぶことで、健康・疾病や障害に対す
る観察点や判断・対処が理解でき、看護援助に結び付けられるようにする。

1.腎泌尿器疾患、免疫疾患、眼科疾患、耳鼻咽喉科疾患の病態、主要症状・検査・治療を理解できる。

2.腎泌尿器疾患、免疫疾患、眼科疾患、耳鼻咽喉科疾患の代表的な疾患の臓器の病変と患者の生活習慣の
関連、疾病の回復の促進について理解できる。
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019 年度

授業科目 開講時期 3年 単位 1 時間数 30

1.放射線医学：放射線医療に関する基礎的概念と必要な知識が理解できる。

2.東洋医学：東洋医学の基本的概念と必要な知識が理解できる。

3.医療機器：医療機器の管理や原則について理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 1.画像診断/ (1)画像診断 (2)X線診断 (3)CT (4)MRI 講義

2 各検査の特徴となりたち、診断について (5)超音波検査 (6)核医学検査

3 概要が理解できる (7)IVR・血管造影

4
5 2.放射線治療/ (1)放射線治療総論 ①治療の原理 ②治療の基礎

6 　放射線治療の目的、特徴、留意点等が ③正常組織の有害反応と耐容線量 ④治療可能比

7 　理解できる ⑤放射線治療の特徴と目的 ⑥照射法の種類

8 (2)放射線治療と看護

　 ①看護師の役割　②治療中に見られる急性有害反応

9 (3)放射線治療各論　　①脳腫瘍　②頭頸部癌　③肺癌

10 ④食道癌 ⑤乳癌⑥直腸癌⑦子宮頸癌⑧前立腺癌

11 (4)放射線防護 ①放射線障害 ②放射線防護

1 1.東洋医学の基礎知識/ (1)東洋医学・漢方医学 講義

2 基本となる東洋医学の概念が理解できる(2)概念の理解 ①気・血・水 ②陰陽

③虚実　④表裏　⑤五臓　⑥五行

3 2.患者のとらえ方/ (1)四診　(2)望診　(3)問診　(4）聞診　(5)切診

4 　四診の重要性が理解できる (1)指圧・マッサージ

5 3.看護ケアに活用できる東洋医学/ ①東洋医学における治療の目的 ②ツボ刺激

6 　ケアに関する知識が理解できる (2)生薬 ①生薬と漢方薬 ②漢方薬と剤型

7 ③漢方薬と近代医薬品の違い

8 　　④漢方薬・生薬と有害事象　⑤服用の際の注意点

　　⑥服用後の経過観察

9 (3)養生に関する知識と技術

10 ①歴史的背景　②養生訓　③現代における養生法

1 1.医療機器の原理、安全管理と基本/ (1)医療機器を安全に使うために 講義

2 医療機器を安全に使用するための管理が 　①医療機器を使用する環境

理解できる 　医療機器運用に必要なこと

医療機器の原理と実際について 　医療機器使用時の電気的安全性、医療ガス・医療ガス設備

3 理解できる (2)測定用医療機器の原理と実際

4 　　①心電図モニタ ②パルスオキシメータ

5 (3)治療用医療機器の原理と実際

6 　　①人工呼吸器 ②吸引装置

7 　　③吸入療法機器 ④輸液ポンプ 　⑤除細動器

8
1 試験

　　筆記試験（放射線医学35点、東洋医学35点、医療機器の原理と実際30点）

系統看護学講座　臨床放射線医学 ¥2,200

東洋医学入門 ¥2,600

系統看護学講座　専門分野Ⅰ基礎看護学[4]臨床看護総論　 ¥2,500

系統看護学講座 専門分野Ⅰ　基礎看護学[3]基礎看護技術Ⅱ ¥3,132

評価方法・配点

東
洋
医
学

医
療
機
器
の
原
理
と
実
際

福田

ねらい

単元名/単元目標

放
射
線
医
学

学習内容

高橋

好井

専門基礎分野 病態治療学Ⅵ

担当講師 福田　寿・高橋謙之祐・好井　透

授業概要

放射線医学：医療は日々発展をとげており、治療内容についても変化し続けている。ここでは、放射線療法について系統的に
学び、患者の状態を正しく把握する基礎的知識を養う。
東洋医学：東洋医学の基本的概念と知識を学び、患者を診る視点を拡げ、日常生活援助の中で活用できる基本的知識を養う。
医療機器：医療機器を安全に使用するための環境や管理、原理や実際を知る。

テキスト

備考

医学書院

医歯薬出版

医学書院

医学書院
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年 単位 1 時間数 30

1．薬物と生体の相互作用の結果起こる現象、そのメカニズムが理解できる。
2．薬物の特徴、副作用、注意点、薬物の管理について理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 (1)薬の性質・目的・看護師の役割

2 (2)薬理作用　(4)薬効に影響する因子

(3)吸収・分布・代謝・排泄

3 (1)免疫反応のしくみ

4 (2)免疫抑制剤

(3)免疫増強剤 (4)予防接種薬

5 (1)抗ヒスタミン薬と抗アレルギー薬

6 (2)炎症と抗炎症薬　(4)痛風・抗尿酸血症治療薬

(3)関節リウマチ治療薬 (5)片頭痛治療薬

7 (1)神経による情報伝達

8 (2)自律神経系と薬の作用(4)副交感神経作用薬

(3)交感神経作用薬　(5)筋弛緩薬・局所麻酔薬

9 5.中枢神経系に作用する薬物/ (1)中枢神経系の働きと薬物　(5)抗うつ薬

10 中枢神経系のはたらきと薬物の (2)全身麻酔薬　　(6)パーキンソン症候群治療薬

種類、作用が理解できる

11 (3)催眠薬・抗不安薬 (7)抗てんかん薬

12 (4)抗精神病薬 (8)麻薬性鎮痛薬

13 (1)様々な抗菌薬

14 (2)特殊な感染症治療薬

(3)感染症治療の問題点

15 7.消毒薬/ (1)消毒薬

16 消毒薬の特徴が理解できる

17 (1)抗がん作用のしくみ、薬剤耐性

18 (2)様々な抗がん薬

19 9.心臓・血管系に作用する薬物/ (1)抗高血圧薬 (4)抗不整脈薬

20 心臓・血管系に作用する薬物の種類と (2)狭心症治療薬 (5)利尿薬

(3)うっ血性心不全治療薬(6)脂質異常症治療薬

(7)血液に作用する薬物

21 10.呼吸器・消化器・生殖器に作用する薬物/(1)呼吸器系に作用する薬物

22 呼吸器・消化器・生殖に作用する薬物の (2)消化器系に作用する薬物

種類と作用について理解できる (3)生殖器系に作用する薬物

23 11.物質代謝に作用する薬物/ (1)ホルモンおよびホルモン拮抗薬

24 (2)治療薬としてのビタミン

25 12.皮膚科用薬・眼科用薬/ (1)皮膚に使用する薬物

26 皮膚科薬・眼科用薬の作用と特徴が理解できる(2)眼科外用薬

27 13.救急の際に使用される薬物/ (1)救急時に用いられる薬物

(2)急性中毒に対する薬物治療

28 14.漢方薬/ (1)漢方薬

漢方薬の特徴が理解できる

29 (1)輸液

輸液・輸血の概要と種類が理解できる (2)輸血

30 試験

筆記試験100点
系統看護学講座専門基礎　疾病のなりたちと回復の促進（２）薬理学 医学書院 ¥2,484

6.抗感染症薬/

抗感染症薬の種類、作用、問題点について

理解できる

講義 横掘

講義 千葉

1.薬理学総論/

薬理作用の基本と有害作用の機序に

4.末梢での神経活動に作用する薬物/

末梢神経による情報伝達のしくみと

薬物の種類、作用が理解できる

ねらい

単元名/単元目標

抗アレルギー薬・抗炎症薬の作用と種類

について理解できる

専門基礎分野 薬理学

担当講師 横堀友記 　・　佐藤友昭　・　千葉真人

授業概要
種々の薬物が生体に及ぼす影響を理解し、薬理学の基礎的知識と薬物療法、薬理作用・副作用につい
て、また看護上の注意点についても学ぶ。

学習内容

3.抗アレルギー薬・抗炎症薬/

ついて理解できる

2.免疫治療薬/

免疫反応のしくみと薬の種類について

理解できる

テキスト
備考

8.抗がん薬/
佐藤抗がん作用の種類,しくみ,薬剤耐性について

理解できる

横堀

作用について理解できる

糖尿病治療薬等物質代謝の薬物の作用につい
て理解できる

救急時に使用する薬物の作用について理解で
きる

15.輸液剤・輸血剤/

講義

講義

評価方法・配点
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年 単位 1 時間数 30

1.微生物の性質と生体に及ぼす影響について理解する。

2.感染と免役機序、感染予防について理解する。

時間数 授業形態 担当

1 (1)微生物の性質 講義

(2)微生物学の対象と目的

2 (1)細菌の形態と特徴 　(3)細菌の遺伝・分類

(2)培養環境と栄養 　(4)常在細菌叢

3 (1)真菌の形態と特徴 　(3)真菌の分類と命名法

(2)真菌の増殖 　(4)栄養と培養

4 (1)原虫の特徴と基本構造

(2)原虫の種類と感染

5 (1)ウィルスの特徴

6 (2)ウィルスの構造と各部分の機能

(3)ウィルスの増殖・分類

7 (1)微生物感染の機構 　(4)真菌感染の機構

8 (2)感染成立～発症・治癒　(5)ウィルス感染の機構

(3)細菌感染の機構

9 (1)自然免疫のしくみ 　(3)粘膜免疫のしくみ

10 (2)獲得免疫のしくみ 　(4)感染の徴候と症状

11 (1)経口感染―食物と水

12 (2)経気道感染―空気と飛沫　(４)経皮感染

(3)接触感染 　(５)母児感染

13 (１)バイオハザードとバイオセーフティー

14 (２)滅菌と消毒

(３)ワクチンと予防接種

15 (１)病原体を検出する方法

16 (２)生体の反応から診断する方法

17 (１)化学療法の基礎

18 (２)各種の化学療法薬

19 (1)感染症の変遷

20 (2)感染症の現状と問題点、対策

21 (1)グラム陽性球菌 　(7)抗酸菌と放線菌類

22 (2)グラム陰性球菌 　(8)嫌気性菌

23 (3)グラム陰性好気性杆菌　(9)スピロヘータ

(4)グラム陰性通性菌 (10)マイコプラズマ

(5)カンピロバクター属とヘリコバクター属 (11)リケッチア目

(6)グラム陽性杆菌 (12)クラミジア科

24 (1)深在性真菌症をおこす真菌

25 (2)深部皮膚真菌症をおこす真菌

(3)表在性真菌症をおこす真菌

26 (1)根足虫類 (3)胞子虫類

27 (2)鞭毛虫類

28 (1)DNAウィルス

29 (2)RNAウィルス

30

　　筆記試験　100点

系統看護学講座専門基礎　疾病のなりたちと回復の促進（３）微生物学 医学書院 ¥2,376

免役のしくみ、感染徴候について理解できる

8.感染源・感染経路からみた感染症

感染源・感染経路について

11.感染症の治療/

感染症の治療について理解できる

感染予防について理解できる

10.感染症の検査と診断/

感染症の検査と診断について理解できる

12.感染症の現状と対策/

増田

1.微生物と微生物学/

真菌の特徴について理解できる

4.原虫の性質/

原虫の特徴について理解できる

5.ウィルスの性質/

微生物の性質、微生物学について概
要が理解できる

2.細菌の性質/

細菌の特徴について理解できる

3.真菌の性質/

ウィルスの特徴について理解できる

15.病原原虫と原虫感染症/

病原原虫の種類と特徴が理解できる

9.感染症の予防/

バイオハザードとバイオセーフティ、

評価方法・配点

テキスト

備考

真菌感染症の種類と特徴が理解でき
る

16.おもなウィルスとウィルス感染
症/

試験

おもなウィルスの種類と特徴が理解
できる

14.病原真菌と真菌感染症/

ねらい

単元名/単元目標

6.感染と感染症/

様々な感染の機構について

理解できる

7.感染に対する生体防御機構/

理解できる

感染症の変遷、現状と問題点が理解できる

13.病原細菌と細菌感染症/

病原細菌の種類と特徴が理解できる

学習内容

専門基礎分野 微生物学

担当講師 増田　悦郎

授業概要
病因となる微生物の特徴と生体に及ぼす影響について学ぶ。感染や発症に対する生体防衛機構につい
て理解する。感染予防と対処方法など、感染対策としての看護の基本的知識を養う。
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年後期 単位 1 時間数 15

1.臨床検査の種類と意義、注意点が理解できる。

2.看護師の役割が理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 (1)診療における臨床検査の役割 講義
(2)臨床検査の種類

(3)臨床検査の場面と目的

(4)臨床検査の評価

2 (1)臨床検査の流れ(5)検査に伴う危険と防止（針刺、感染）

　 (2)臨床検査の準備(6)簡易迅速検査機器と検査の実際

(3)検査を受ける患者の説明と注意(7)生体検査とその介助

(4)検体の採取方法、保存・移送方法(8)検査結果の取り扱い（胸腔穿刺）

3 (1)尿検査 (4)脳脊髄液(髄液)検査

4 (2)便検査 (5)関節液検査

(3)体腔内貯留液検査 (6)消化液検査

5 (1)赤血球沈降速度 (4)溶血性貧血の検査

6 (2)血球検査 (5)骨髄検査

(3)出血・凝固検査

7 (1)血清タンパク質の検査 (8)腎機能検査

8 (2)血清酵素の検査 (9)水・電解質の検査

(3)糖代謝の検査 (10)血液ガス分析

(4)脂質代謝の検査 (11)鉄代謝関連検査

(5)胆汁排泄関連物質の検査 (12)銅代謝関連検査

(6)窒素化合物(尿酸）の検査 (13)ビタミンの検査

(7)骨代謝関連検査 (14)血中薬物濃度の検査

9 (1)炎症マーカーの検査 (5)アレルギー検査

10 免疫・血清学検査の方法、意義、注意点 (2)液性免疫の検査 (6)免疫学的妊娠反応の検査

解釈等が理解できる (3)細胞性免疫検査：血球細胞表面マーカー(7)腫瘍マーカー

(4)自己抗体の検査(8)輸血に関する検査（ABO式Rh式）

11 7.内分泌学的検査/ (1)下垂体前葉ホルモン検査 (7)男性性腺ホルモン検査

ホルモンの検査の種類と意義、注意点が (2)下垂体後葉ホルモン検査 (8)女性性腺ホルモン検査

理解できる (3)甲状腺ホルモン検査 (9)膵臓ホルモン検査

(4)副甲状腺ホルモン検査 (10)消化管ホルモン検査

(5)副腎皮質ホルモン検査 (11)その他のホルモン検査

(6)副腎髄質ホルモン検査

12 8.微生物学検査/ (1)感染症の診断と検査

微生物学検査と他の検査の違い、注意点が(2)各種感染症と検査

理解できる (3)各種病原体と検査

13 9.病理検査/ (1)細胞診 (2)病理組織検査

病理検査の種類、意義、注意点が理解できる①生検(肺生検、筋生検） ②術中迅速診断検査等

14 10.生体検査/ (1)生理機能検査

生体検査の種類と意義、注意点、 ①循環機能検査（心電図） ②呼吸機能検査

解釈等が理解できる ③神経機能検査（脳波検査）

(2)画像検査

①超音波検査（心エコー）　②磁気共鳴（MRI）検査

③サーモグラフィー

(3)内視鏡検査

15

筆記試験１００点

 系統医学講座　別巻　臨床検査 医学書院 ¥2,200

学習内容

試験

評価方法・配点

テキスト

備考

臨床検査の種類や役割などが理解できる

解釈等が理解できる

理解できる

3.一般検査/
一般検査の種類、意義、注意点、

6.免疫・血清学検査/

4.血液学的検査/
血液学的検査の種類と意義、注意点

解釈等理解できる

5.化学検査/
化学検査の種類と意義、注意点が

専門基礎分野 臨床検査

担当講師 　畑中　宗博

授業概要
各診療科で行われる主な検査と目的、流れと看護師の役割などの概要を学ぶ。ここでは、なぜこのような
反応・数値が出るのか等も学び、病態と解剖生理の理解にもつなげる。

2.臨床検査の流れと看護師の役割/
臨床検査の流れと看護師の役割について

理解できる

ねらい

単元名/単元目標

1.臨床検査とその役割/

畑中
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年前期 単位 1 時間数 15

1．医学の本質を総論的・多面的にとらえ、現代医療の特性、医の倫理、生命の意義を理解する。

2．医学がどのような社会的期待を担っているのか理解する。

時間数 授業形態 担当

1 (1)命について考える 講義

2 (2)健康とは

(3)病の体験

(4)癒しの行為と癒しの知

(5)チーム医療とマネジメント

3 (1)現代医学の起源と変遷

4 (2)20世紀の医療

(3)医療観のうつりかわり

5 (1)生活と環境衛生、医療・保健・福祉行政

6 (2)疾病の一次予防と健康増進

(3)少子高齢化社会

(4)ノーマライゼーション・インクルージョン

(5)心の健康と精神医療

7 (1)科学技術の進歩と社会・生活の変化

(2)現代医学と先端医療技術の最前線

8 (1)薬の副作用と手術偶発症

9 (2)医原病

10 (3)生命倫理・臨床倫理

(4)産業社会の発展と地球環境問題

(5)インフォームドコンセント

(6)救命救急処置（モデル人形で気道 演習

　確保・人工呼吸心マッサージ、ＡＥＤ）

11 (1)臨床疫学

12 (2)患者の安全

(3)医療の管理と評価

(4)先端医療開発

(5)情報化社会と医療

13 (1)医療変革

14 (2)新時代の保健・医療の担い手

(3)総合医への期待

(4)医療におけるケアの視点

(5)保健・医療の国際化

(6)地域包括医療システムと地域住民の役割

15
筆記試験100点

系統看護学講座専門基礎　健康支援と社会保障制度（１）総合医療論 医学書院 ¥2,160

荒川

学習内容

医療と看護の原点である命、健康、病

4.科学技術の進歩と現代医療の最前線

　先端医療の現状について理解できる

現代の保健医療福祉の潮流について

5.現代医療の新たな課題/

現代医療の課題について理解できる

7.保健・医療・福祉の潮流/

3.私たちの生活と健康/

健康をとりまく生活環境について理解できる

情報化と管理などの新しい考え方に

概要が理解できる

試験

評価方法・配点

テキスト

備考

ついて理解できる

単元名/単元目標

6.医療を見つめなおす新しい視点/

臨床疫学、安全の考え方、システム、

1.医療と看護の原点―病と癒し/

、癒しについて考えることができる

2.医療の歩みと医療観の変遷/

医療、医療観の変遷について理解できる

ねらい

専門基礎分野 総合医療論

担当講師 荒川　穣二

授業概要
社会と共に医療のあり方が大きく変貌している。ここでは医の原点と変遷および現代の医療問題
を理解し、「いのち」と「健康」の視点から医療のあり方や生命倫理および医療の中の看護の役
割について、考察する能力を養う。
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年後期 単位 1 時間数 30

1.公衆衛生に関連する統計について理解する。
2.公衆衛生に関連する組織的な保健活動について理解する。
3.オホーツク圏地域の特性について理解する。

時間数 授業形態 担当
1 （1）公衆衛生の考え方 講義
2

 (2)公衆衛生の概念
　公衆衛生のエッセンスを学び、定義、国の責務  (3)健康とは
　活動対象、健康の捉え、歴史から公衆衛生の視点  (4)公衆衛生の歴史
　について知るとともに国際協力活動の概要を 斎藤
　理解する

3 3．健康と環境、疫学的方法/  (1)現代の健康影響の諸相

4  (2)集団の特性
基本と技法を学ぶ  (3)集団を扱う医学

5 4.健康の指標/ （1）人口問題（2）人口動態計

6 　集団の健康水準を測定する尺度について学び、（3）健康状態と受療状況
　我が国の健康水準について理解する

7 （1）感染症とその予防

8 　

9 6．食品保健と栄養/ （1）食品の安全　　（2）食中毒

10 　我が国の食品衛生の制度を理解し、課題や （3）食品衛生管理　　　（4）国民の栄養
　栄養問題について国民的立場から理解する

11 7．生活環境の保全/  (5)生活環境の保全 上野
12 　環境と衛生、生活のつながりと環境保全の 　①いま、地球環境は　②日本の環境保全対策

大切さを学ぶ 　③生活環境の安全　④ごみ・廃棄物の処理
　⑤その他の課題と対策

13 8．医療・介護の保障制度/  (1)医療保障(2)医療保険(3)高齢者医療制度

14  (4)公費負担医療(5)診療報酬
 (6)国民医療費(7)介護保険

斎藤

15  (1)地域保健法の理念と指針

16  (2)医療サービスの供給体制（3）保健・医療従事者

 (4)救急医療、災害医療
また、災害保健について理解することができる  (5)ヘルスサービスの方向

17 10.母子保健/ （1）歴史的経過　(2)統計からみた母子保健

18 我が国の母子保健の現状と課題について （3）母子保健サービスの現状
学ぶ （4）母子保健の新たな課題

19 （1）健康教育とヘルスプロモーションの定義

20 （2）ヘルスプロモーションの進め方
（3）健康教育とヘルスプロモーションの具体例
（4）ヘルスプロモーションの今後の展開

21 （1）生活習慣病の概念と現状

22 （2）中・高年者に多い疾患の予防 水口
（3）健康づくり施策（4）生活習慣改善と健康
（5）老人保健のあゆみ

23 （1）精神医学の歴史

24 （2）精神保健医療福祉の法制度の変遷
（3）近年の精神保健福祉行政
（4）精神障害者のリハビリテーション
（5）人間発達と精神保健
（6）精神保健の新たな課題

25  (1)健康に影響を与える労働環境

26  (2)労働による健康障害の状況
 (3)労働衛生管理のしくみ（4）職業病とその対策 杉本
 (5)職業病以外の健康課題
 (6)労働者の健康を増進し、働きやすくする対策

27 15.学校保健/ （1）学校保健制度の歩み(2)学齢期の健康状態

28 学校保健の目的としくみが理解できる  (3)関係法規と関係団体(4)学校保健の対象と

   関係職員(5)保健教育(6)保健管理

 (7)学校における感染症予防
 (8)学校環境衛生（9）学校給食（10）学校
  安全（11）要保護児童生徒の医療費補助
 （12）近年の重要施策 水口

29 （1）対策の歴史（2）難病法成立後の基本理念
（3）定義と指定難病（4）医療費助成制度

　成立による新たな課題を知る （5）小児慢性特定疾病の助成制度
（6）難病の医療制度（7）社会参加支援への施策
（8）保健所を中心とした地域支援ネットワーク
（9）尊厳をもって生きられる共生社会の実現

30
筆記試験100点（斎藤30点・水口45点・上野15点・杉本10点）
わかりやすい公衆衛生

ヌーヴェルヒ
ロカワ ¥2,376

公衆衛生がみえる2018/2019
メディッ
クメディ

¥3,888
備考

環境と健康について学び、集団検診と疫学の

専門基礎分野 公衆衛生
担当講師 斎藤泰一・杉本正和・水口真弓・上野雅史

授業概要
看護の対象である個人および集団の生活と健康について、健康を取り巻く環境と関連付けて考え、生涯を通じて
健康の維持・増進するための個人・集団・地域への働きかけとしての保健活動について、基礎的知識を学ぶ。

ねらい

単元名/単元目標
1.公衆衛生を学ぶにあたって/

学習内容

2．公衆衛生とは/
看護学生が公衆衛生を学ぶ意義を理解する

5.感染症とその予防/
地域における感染症対策について理解する

ヘルスサービスの構造を知り、看護職の公的
責任と役割、看護職の活動について理解できる

12.生活習慣病/

住民の健康を守る目的でつくられた様々な

法律、政策・事業・計画などの枠組みについて

学び、わが国の医療保障制度の特色とその仕組み

9.地域保健活動（ヘルスサービスの構造）/

11.健康教育とヘルスプロモーション/
健康教育とヘルスプロモーションの概念
やその取り組みを学ぶ

から公衆衛生の仕組みについて理解する

生活習慣病が日本人の最大の死因であること
生活習慣病対策と課題を知る

13.精神保健福祉/
　精神保健福祉の施策やメンタルヘルス
　など精神保健の新たな課題を知る

試験 斎藤・水口・杉本・上野

評価方法・配点
テキスト

働く人々に生じる健康問題と職場における
健康管理のしくみが理解できる

16.難病対策/
　難病の定義、難病対策を学び、難病法

14.産業保健/

３０

３０
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年 単位 1 時間数 30

1.人間の心理や行動を理解し、自己理解・他者理解を深め、よりよい人間関係を作る能力を養う。

時間数 授業形態 担当

1 (1)乳幼児期・児童期 講義/演習

2 (2)青年期

3 (3)成人期

4 (4)老年期

5 (1)行動と認知

6 (2)ストレス理論

7 (3)主観的統制感と健康

8 　①学習性無気力

9 　②自己効力感

10 　③統制の所在

11 (１)集団・社会・家族

12 (２)社会的相互作用

13 (３)人間関係向上の技術

14 (１)看護職者の心理

15 　①バーンアウト 　②適応

16 (１)面接の目的

17 (２)基本的技法

18 　①関わり　②傾聴

19 　③共感 　④探索

20 (１)心理療法の種類と実際

21 　①カウンセリングと心理療法

22 　②援助のプロセス

23 　③精神分析的心理療法

24 　④クライエント中心療法

25 　⑤行動療法

26 　⑥交流分析

　⑦グループアプローチ

　⑧家族療法

27 (１)行動とは何か

28 (２)行動の原因

29 　理解できる (３)医療現場での実践

30 試験

筆記試験70点  講義レポート30点

看護学生のための心理学 医学書院 ¥2,592

白川

　人間の行動変容に関連する基礎的理論が

評価方法・配点

テキスト
備考

　看護職者の心理が理解できる

7.行動科学/

５.面接の技法/

　面接の技法の基礎知識を理解できる

3.人間関係論/

　人間関係構築のために必要な知識が理解

　できる

4.看護職者の心理/

６.心理療法/

　医療における事例を通して患者の心理

　について理解できる

2.患者の理解/

　人間の行動と心理に関する理論が理解で

　きる

専門基礎分野 臨床心理学

担当講師 白川純子

授業概要

心理学で学習した基礎知識をふまえ、人間の心理的発達を知り、人間の行動とこころの関連を理解
する。演習や事例を通じて、面接やカウンセリングの基本的技法を習得し、自己理解や他者理解を
深め、自己の成長や人格形成を図る。また実践において対象の心理を理解した援助・教育ができる
能力を養う。

学習内容

ねらい

単元名/単元目標

1.発達/

　各発達段階の特徴と心理的発達課題・

　問題が理解できる
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年 単位 1 時間数 30

1．社会福祉と医療・社会保障制度の関連、社会資源の活用法を理解する。

2．社会福祉が生活問題に対応するための社会的施策であることを理解する。

時間数 授業形態 担当

1 (1)社会保障制度 講義

2 (2)社会福祉の法制度

3 (1)現代社会の変化

4 (2)社会保障・社会福祉の動向

5 (1)医療保障制度の沿革

6 (2)医療保障制度の構造と体系

7 (3)健康保険と国民健康保険

8 (4)高齢者医療制度

9 (5)保健診療のしくみ

10 (6)公費負担医療

(7)国民医療費

11 (1)介護保険制度創設の背景と介護保障の歴史

12 (2)介護保険制度の概要

13 (3)介護保険制度の課題と展望

14 (1)所得保障制度のしくみ

15 (2)年金保険制度

16 (3)社会手当

17 (4)労働保険制度

18 (1)貧困・低所得問題と公的扶助制度

19 (2)生活保護制度のしくみ

20 (3)低所得層対策

(4)近年の動向

21 (1)高齢者福祉

22 (2)障害者福祉

(3)児童家庭福祉

23 (1)社会福祉援助とは

24 (2)個別援助技術（ケースワーク）

25 (3)集団援助技術（グループワーク）

(4)間接援助技術と関連援助技術

(5)社会福祉援助の検討課題

　 (6)社会福祉実践と医療・看護の連携

26 (1)福祉史の枠組み

27 (2)福祉史の３段階

28 (3)前近代・近代の救済の諸相

29 (4)現代社会への構造変化と生活支援

(5)戦後の社会福祉の再生

30

　　　　　　　　　筆記試験100点(丸山先生60点・山崎先生40点）

系統看護学講座専門基礎　健康支援と社会保障制度（3）社会保障・社会福祉 医学書院 ¥2,200

公衆衛生がみえる2018－2019
メディック
メディア

¥3,888

備考

試験

評価方法・配点

テキスト

社会福祉の歴史について理解できる

学習内容

2.現代社会の変化と社会保障・社会福祉の

9.社会福祉の歴史/

7.社会福祉の分野とサービス/

社会福祉の種類と施策について理解できる

8.社会福祉実践と医療・看護/

社会福祉援助と援助技術、連携の重要性

について理解できる

専門基礎分野 社会福祉学

担当講師 丸山　直子・ 山崎　章 

授業概要
現代社会の変化と社会保障・社会福祉の動向をふまえ、医療保障、介護保障、所得保障、公的扶助な
ど社会保障制度の全体像を把握しつつ、医療・看護領域と社会福祉の連携について理解を深める。

丸山

6.公的扶助/

貧困・低所得問題、生活保護制度の

山崎

動向/　　現代社会の変化とそれに伴う社会
保障　　の動向が理解できる

3.医療保障/

医療保障制度の構造と体系が理解できる

健康保険と高齢者医療制度、保険医療の

ねらい

単元名/単元目標

1.社会保障制度と社会福祉/

仕組みが理解できる

社会保障の概念や目的、しくみの概要が理解
できる

理解できる

5.所得保障/

所得保障制度のしくみと種類、特徴が

理解できる

4.介護保障/

介護保険制度の概要と課題について

仕組みが理解できる
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 3年後期 単位 1 時間数 15

回数 時間 授業形態 担当

　 1 ・わかりやすい都市計画 講義
都市計画
課

2 ・北見市のまちづくり 講義 企画課

3 ・常呂川の水環境 講義 環境課

4 ・選挙のあれこれ 講義
選挙管理
員会

5 ・暮らしと市税 講義 納税課

6 講義
公園緑地
課

7 ・北見市の上水道 講義 浄水場

8 ・みんなを守る地球を守る下水道 講義 下水道課

9 ・北見市の公共交通について 講義
地域振興
課

10 ・ごみの分別と排出方法 講義
廃棄物対
策室

11 講義
教育委員
会

12 3．安心できる市民生活を送るために/ 講義
防災危機
管理課

13 演習 〃

14 演習 〃

15 演習 〃

　　レポート100点

随時資料配布テキスト

備考

・北見市の公園と緑地、緑の持
つ大切さについて

・生涯学習の必要性

評価方法・配点

2．快適な市民生活を送るために/

防災意識を高める必要性が理解できる

専門基礎分野 地域保健論

担当講師 　北見市ミント宅配便〔行政偏〕派遣講師

授業概要
地域の生活環境について考察する。北見市の現状と課題、災害対策やボランティア、地域の保健
の現状等を理解する。

ねらい

単元名/単元目標 学習内容

1．北見市の現状を知る/

北見市の行政事業を理解する。地域で健康に暮らしていくための課題と問題解決を考える力を養う。

北見市の政策、税金と財政状況等の現状
が理解できる

北見市の環境を知り、個人が努力すべき
ことや、北見市の課題が理解できる

・災害から身を守るために

・自主防災意識を高めるために

高齢者の心身の健康を保持するための生
涯学習の必要性について理解できる
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 ３年 単位 1 時間数 15

1.看護職に必要な法令を学び、その解釈と活用に関する知識を得るとともに、保健医療制度の中で

　の看護職の役割と責務を理解する。

時間数 授業形態 担当

1 (1)法の概念 講義/演習

2 (2)法の分類

(3)衛生法

(4)厚生行政のしくみ

3 (1)看護法

4 　①保健師助産師看護師法

5 　②人材確保の促進に関する法律

6 (2)医師法・医療法

　①医師法

　②歯科医師法

　③医療法

(3)医療関係資格法

(4)保健医療福祉資格法

(5)医療を支える法

(6)人の死に関する法

(7)緊急時・災害時の医療に関する法

7 (1)共通保健法

(2)分野別保健法

(3)感染症に関する法

(4)食品に関する法

8 (1)薬務法（医療品・毒物等）

9 (1)営業

10 (2)環境整備

11 (1)費用保障

(2)年金と手当

12 (1)共通的福祉

(2)分野別福祉

13 (1)労働法

(2)社会基盤整備

14 9.環境法/ (1)環境法

(2)大気汚染防止法

15 試験

　筆記試験100点

系統看護学講座専門基礎　健康支援と社会保障制度（4）看護関係法令 医学書院 ¥2,400

7.福祉法/

備考

労働条件・職場の安全衛生についての法律
について理解できる

5.環境衛生法/

国民の生活環境の維持・改善の法律につい
て理解できる

6.社会保険法/

社会保障を構成する『費用』に関する法に
ついて理解できる

公的扶助・社会福祉の法律について理解できる

8.労働法と社会基盤整備

環境の保全、公害防止に関する法律につい
て理解できる

評価方法・配点

テキスト

1.法の概念/

国民の衛生上必要な物品の製造等の規制に
ついて理解できる

ついて理解できる

3.保健衛生法/

国民の健康の保持・増進を目的とした

保健衛生法の種類と内容について

理解できる

法の一般的、基本的事項について、看護

4.薬務法/

保川

学習内容

医療関係者に関する法、医療法の概要に

専門基礎分野 看護関係法令

担当講師 　保川香奈

授業概要
法の基礎知識と保健医療福祉に関する諸制度の概要と規定する諸法令を理解する。ここでは、保健師
助産師看護師法を基礎として、医療者として業務責任についても自覚する機会とする。

関係法令の基本となる法律について理解

　できる

2.医事法/

保健師助産師看護師法の概要について

理解できる

ねらい

単元名/単元目標
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年前期 単位 1 時間数 30

１．看護の機能とその重要性を認識し、対象である人間を全体的統合体として理解する。

2.看護全般の概念をとらえ、看護の位置づけと役割の重要性を理解する。

時間数 授業形態 担当

1 (1)看護の本質 講義

2  看護理論・ヘンダーソンの理論

(2)看護の役割と機能

3 (3)看護の連続性 GW・発表

4

5 (1)人間の「こころ」と「からだ」 講義

6 (2)生涯発達し続ける存在としての人間

7 (3)人間の「暮らし」の理解

8 (1)生活者の健康 講義

9 (2)健康とは

10 (3)健康の関連要因 講義

11 (4)社会の変遷と健康観の変化

12 (5)人々の生活と健康に関する統計

13 (6)一般の人々の健康関連行動

14 GW・発表

15 (1)職業としての看護 講義

16 (2)看護職の養成制度と就業状況

17 (3)看護職者の教育とキャリア開発

18 (4)看護職者の養成制度の課題

19 (1)現代社会と倫理 講義

20 (2)医療をめぐる倫理の歴史的経緯と

　看護倫理

21 (3)看護実践における倫理問題への GW・発表

22 　取り組み

23

24 (1)サービスとしての看護 講義

25 看護の提供のしくみが理解できる (2)看護サービス提供の場

26 (3)看護をめぐる制度と政策 講義

27 (4)看護サービスの管理

(5)医療安全と医療の質保障

28 (1)国際化と看護 講義

29 (2)災害時における看護

30

筆記試験 100/100　　

系統看護学講座　専門分野Ⅰ基礎看護学【１】看護学概論 医学書院 ¥2,592

公衆衛生がみえる2018/2019
メディッ
クメディ

¥3,888

5.看護における倫理/

看護における倫理について整理できる

看護職について教育、就業、

キャリア、課題が理解できる

評価方法・配点

テキスト

備考

7.広がる看護の活動領域

看護の活動領域について理解できる

試験

学習内容

統計的な状態などが理解できる

ねらい

単元名/単元目標

1.看護とは何か/

看護の役割や本質について概要が

理解できる

専門分野Ⅰ① 基礎看護学概論

担当講師 秋山　聡美　

授業概要
看護学全般の概念をとらえ、看護の概念と機能を理解する。ここでは保健医療福祉の中での看護の位
置づけや倫理について等、基本的なことを学ぶ。

秋山

2.看護の対象/

看護の対象である人間について

理解できる

3.健康のとらえ方と国民の健康状態/

健康のとらえ方、関連要因、日本国民の

4.看護の提供者/

6.看護の提供のしくみ/
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年後期 単位 1 時間数 15

1．倫理に関しての基本的な知識が身につく。

2．倫理的看護実践ができるための素地を養う。

時間数 授業形態 担当

1 (1)なぜ倫理を学ぶのか 講義

(2)倫理とは何か

2 ①生命倫理とは　②生命倫理の4原則

③インフォームドコンセント　

④守秘義務・個人情報保護

3 (1)優性思想　　(2)人工妊娠中絶 講義/

(3)出生前診断　(4)生殖補助技術　 　演習

(5)新生児医療

4

5 (1)死の準備教育(2)終末期ケア 講義/

(3)安楽死・尊厳死(4)脳死・移植医療 　演習

6

7 (1)遺伝子診断・治療 講義/

(2)医療資源の配分 　演習

8

9 (1)看護倫理の意義・歴史(2)看護の倫理原則 講義/

(3)看護実践上の倫理的概念(4)看護実践と倫理　演習

10

11 (1)社会からみた看護（2）専門職に求められる講義/

(3)専門職の倫理綱領(4)看護業務基準、保助看法　演習

12

13 (1)看護実践における倫理的問題の特徴 講義/

(2)倫理的問題へのアプローチ 　演習

14 　①倫理的な問題を議論するための基本ルール

　②倫理的問題へのアプローチ法

15

　筆記試験70点+グループワーク記録30点

系統看護学講座　別巻　看護倫理 医学書院 ¥1,944

よくわかる看護者の倫理綱領 照林社 ¥864

専門分野Ⅰ② 看護倫理

担当講師 秋山　聡美

授業概要
倫理学の基本的な考えを学び、生命倫理、医療倫理、看護倫理の基礎、倫理的問題への実践的なアプ
ローチ、事例分析など自分の問題として考えられるよう取り組む。

ねらい

単元名/単元目標

1.倫理学の基本的な考え方/

倫理を学ぶ意義、理論の概要について理解できる

優性思想、人工妊娠中絶等の生命倫理について理
解できる

生命倫理の指針、4原則、その他言葉の定義が理解
できる

3.生殖の生命倫理/

2.生命倫理/

看護実践における重要な倫理的概念が理解できる

7.専門職の倫理/

　専門職になぜ倫理が求められるのか考えることができる

4.死の生命倫理/
死に関わる領域についての生命倫理について理解
できる

テキスト

秋山

学習内容

備考

倫理問題に対するアプローチ方法について理解できる

試験

評価方法・配点

5.先端医療と制度をめぐる生命倫理/
遺伝子診断・遺伝子治療、医療資源の配分の生命
倫理について理解できる

倫理的問題を議論するための基本ルールが理解できる

8.倫理的問題へのアプローチ/

看護実践における倫理的問題の特徴が理解できる

6.看護倫理とは何か/
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年 単位 1 時間数 30

1．コミュニケーションの概念と意義を理解し、人間関係成立の基本的技法を習得する。

2．看護の対象者への学習支援の意義と方法を理解する。

3．看護における記録と報告の意義を理解し、基礎的知識を習得する。

時間数 授業形態 担当

1 (1)技術とは何か 講義

2 (2)看護技術の特徴と範囲

(3)看護技術実践のための要素

(4)看護技術の発展と修得のために

3 2．人間関係を成立・発展させるための技術/(1)コミュニケーションの意義と目的 講義・演習

4 　医療におけるコミュニケーションの重要性を ①コミュニケーションとは

　理解し、コミュニケーションの基本的な方法 ②医療におけるコミュニケーション

5 　を身につける (2)コミュニケーションの構成要素と

6 　　成立過程

7 ①コミュニケーション手段

8 ②構成要素と成立過程

(3)関係構築のためのコミュニケー

9 　ションの基本

10 ①接近的行動と非接近的行動

11 (4)効果的なコミュニケーションの実際

12 ①傾聴②情報収集③説明

④アサーティブネス

13 (5)プロセスレコード

14 ①再構成する場面の決定

15 ②場面の再構成　③行動の分析・考察

16 ④演習　・質問　・プロセスレコード

17 ３．コミュニケーション障害のある人への対応/ ①コミュニケーションに障害がある人の

18 各障害の特徴的な対応の方法を理解する 特徴と身体機能 ②障害別対応

19 (1)看護記録とは 講義・演習

20 　看護記録の意義と基礎知識を学習し、実践の (2)記載・管理における留意点

21 　ための基礎を身につける (3)看護記録の構成

22 (4)報告の意義と方法

23 (5)個人情報保護

24

25 (1)看護における教育・指導 講義・演習

26 　学習支援の意義と基礎知識を学習し、実践の ①看護における相談・指導・調整

27 　ための基礎を身につける ②場の違いによる健康教育

28 ③外来・入院・退院時の教育

19歳女性骨折患者への対象の個別性をふまえた学習支援

29 ④個人・集団への健康教育

⑤食事指導 演習

30

秋山40点　　 天谷60点（提出物30点　＋　筆記試験30点）

系統看護学講座　専門分野Ⅰ基礎看護学[2]　基礎看護技術Ⅰ　 ¥2,808
仲間とみがく看護のコミュニケーションセンス ¥3,024

4．健康学習を支援し成長を促す技術/

評価方法・配点

テキスト

備考

ねらい

専門分野Ⅰ③ 人間関係形成技術

担当講師 秋山　聡美　・　天谷　美紀

授業概要
看護の対象となる人々の健康上のニーズを的確に把握し看護実践につなげるための、コミュニ
ケーション技術、健康支援技術、および看護記録の基礎について演習を通して習得する。看護職
者としての人間関係形成のための基本的態度・技術を学ぶ。

学習内容

天谷

秋山

単元名/単元目標

1.看護技術を学ぶにあたって/

　看護技術の特徴と修得の必要性を理解できる

試験

3．看護記録・報告
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年 単位 1 時間数 30

1．ヘルスアセスメントの目的を理解し、対象の全体をみるための方法がわかる。

2．フィジカルアセスメントの基本的技術を用いて器官別・系統別アセスメントができる。

3．解剖生理の知識をふまえ、根拠をもったフィジカルアセスメントができる。

4．さまざまな看護の場における看護実践の基礎となる技術であることが理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 （1）ヘルスアセスメントの意義 講義
　　　と目的
（2）フィジカルアセスメントとは

2 （3）ヘルスアセスメントに必要
　　　な技術
　・フィジカルイグザミネーション 講義
　　技術
（4）フィジカルイグザミネーション 演習
　　技術の演習

3 （1）全身状態・全体印象の把握 講義
（2）健康歴の聴取

4 （3）バイタルサインの観察と
5 　　　アセスメント 講義

6 （4）計測の意義と目的・方法、
7 　　評価方法
8 （5）小演習（呼吸・脈拍・血圧・

　　経皮的動脈血酸素飽和度）
9 （6）技術試験：バイタルサイン測定 演習

10 　　・体温・脈拍・呼吸・血圧
11
12 （1）呼吸器系のフィジカル 講義

13 　　　アセスメント
14 　器官系別・系統別のアセスメントのため 演習

　に必要な知識・技術を習得することがで
15 （2）心臓・循環器系のフィジ 講義

16 　　　カルアセスメント
17 　　・心臓・循環器系のフィジ 演習

　　　カルグザミネーション
18 （3）リンパ系・外皮系のフィジ 講義

19 　　　カルアセスメント
演習

　　　カルイグザミネーション
20 （4）腹部・消化器系のフィジ 講義

21 　　　カルアセスメント
22 　　・腹部・消化器系のフィジ 演習

　　　カルイグザミネーション
23 （5）筋・骨格系のフィジカル 講義

24 　　　アセスメント
25 （6）神経系・感覚・知覚機能 講義

26 　　　のフィジカルアセスメント
演習

27 （7）まとめのＧＷ演習 ＧＷ

28
29
30 試験

系統看護学講座　専門分野Ⅰ基礎看護学【２】基礎看護技術Ⅰ 医学書院 ¥2,808
成人看護学　ヘルスアセスメント ヌーヴェルヒロカワ¥2,700

評価方法・配点

　フィジカルアセスメントの基本的技術と

テキスト

備考

 　・筋・骨格系・神経系・感覚
　　知覚機能のフィジカルイグザミ

・大腸がんをもつ患者とフィジカル
　アセスメント

山内

　　・リンパ系・外皮系のフィジ

　　ザミネーション

　筆記試験　50点　　技術試験・課題・演習記録50点

　　・呼吸器系のフィジカル
　　　イグザミネーション

　きる

３．器官系別・系統別アセスメント/

　意義、必要とされる技術を理解できる

　対象の全体をみるための視点がわかり、
2．全体の概観/

　方法を習得することができる

専門分野Ⅰ④ フィジカルアセスメント

担当講師 山内　佳恵

授業概要
アセスメントの根拠となる対象の身体状況全体を客観的かつ系統的に把握する方法を学習し、看
護実践できる基礎的能力を養う。

ねらい

単元名/単元目標
1．ヘルスアセスメントの意義と目的/
　看護におけるヘルスアセスメントの目的、

学習内容
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年 単位 1 時間数 30

1．看護実践のための思考過程が理解できる。

2.具体的な援助を考えるためのツールについて理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 (1)看護過程の定義

2 (2)問題解決過程

3 (1)自分自身の日常生活の場面の記載

4

5 (2)メンバーの発表の質疑応答

6

7

8

9 講義/

10 演習

11

12

13

14

15 （４）基本的欲求14項目について

16

17

18

19

20

21

22

23 (1)看護問題抽出 講義/

24 演習

25 (2)看護目標・具体策

26

27 (3)SOAP

28

29 (4)サマリー

30
　演習レポート　100点

看護の基本となるもの 日本看護協会出版会 ¥1,296
基礎看護技術Ⅰ　基礎看護学② 医学書院 ¥2,808
看護過程を使ったヘンダーソン看護論の実践　第4版 ヌーヴェルヒロカワ ¥2,160
ヘンダーソンの基本的看護に関する看護問題リスト　第4版 ヌーヴェルヒロカワ ¥1,080
看護過程に沿った対症看護　病態生理と看護のポイント 学研 ¥4,968

　サマリーの意義と書き方が理解できる

評価方法・配点

備考

テキスト

ねらい

単元名/単元目標

1.看護過程の概念および定義/

看護過程の基本構造、概念が理解できる

思考の訓練を通して看護過程に必要な能力を養う
①とらえた事実を建設的かつ正確に文章にできる

専門分野Ⅰ⑤ 看護過程

担当講師 秋山　聡美　

授業概要
看護の目的を達成するための基礎的理論（ヘンダーソンの理論）を学び、対象を視る視点を養
う。また、人に正しく状況を伝えるための表現や記載について学ぶ。ここでは事例を通して看護
実践のための思考過程を学習し、具体的な援助を考える一連の過程を学ぶ。

5.看護問題と看護の展開/

（５）統合：全体像の考え方
①常在条件、病理的状態、基本的欲
求の状態の関連について
②患者の充足・未充足について
③充足・未充足の判断の根拠
④看護

　看護問題の抽出について理解できる

講義/
演習

学習内容

②事実を正確に相手に伝えられる
③自分自身の生活体験を客観的にとらえられる

④記述した事実状況をもとに、その行動の意味や根拠を考
えられる⑤人の行動の複雑さや多様性に気付くことができ

3.ヘンダーソンの看護過程の構成要素/

(1)主なアセスメントカテゴリーとヘン
ダーソンの考え方(2)食事栄養摂取カロ
リーの記録と考え方(3)排泄・活動・睡眠
の考え方（4）基本的欲求14項目について

　看護過程の構成要素がわかる、自分の栄養・排泄・
活動・睡眠の情報が整理できる、ヘンダーソンの基本
的欲求と比較して自分の1日の生活行為が考えられる

③常在条件の情報について整理できる。
（3）常在条件①年齢②気質、感
情の状態…、③社会的文化的状
態④身体的知的能力

・ヘンダーソンの視点で各項目を整理する。情
報を経時的に整理する。S情報とO情報を対比し
て考える。

秋山

2.思考の訓練/ 個人
ワーク

④基本的欲求14項目について理解できる。

GW

講義/
演習

４.紙上事例の展開/
①紙上事例をもとに、必要な情報の整理ができる。
➁病理的状態について考え方の概要が理解できる

（1）事例（19才女性クローン病）
（2）病理的状態
①疾患②現病歴③症状④検査⑤治療

⑤紙上事例をもとに、基本的欲求の情報整理ができる

　看護目標・具体策について理解できる

　SOAPの意義と書き方が理解できる

⑥全体像の概要が理解できる。
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年前期 単位 1 時間数 30

1.療養生活の環境調整について理解できる。

2.療養生活時の清潔と衣生活援助について理解できる。

3.感染防止の援助について理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 1.環境調整技術/ (1)援助の基礎知識

2 　療養生活の環境を構成する要素が理解できる 　①療養生活の環境

　②病室の環境のアセスメントと調整

3 (2)援助の実際

4 　①ベッド周囲の環境整備②病床を整える

5 (3)演習

6 　ベッド周囲の環境整備、患者の機能行動特性に合わせた療養環境

　ベッドメーキング

7 (1)清潔の援助 講義

8 　①清潔の援助の基礎知識（皮膚粘膜構造、清潔援助効果等）

9 　②清潔の援助の実際（入浴・シャワー浴、全身清拭、洗髪等）

10 (2)病床での衣生活の援助

11 　①援助の基礎知識（衣服の意義、熱産生と熱放散）

12 　②援助の実際（病衣の選び方、病衣の交換）

13 (3)演習 19歳女性骨折患者の事例による演習 演習

14 ・全身清拭

15 ・洗髪、整容

16 ・陰部洗浄・おむつ交換

・口腔ケア、患者の病態・機能に合わせた口腔ケア

17

18 ・臥床、輸液ラインの入った患者の寝衣交換・清拭・洗髪

19 (4)技術試験

20

21 (1)感染防止の基礎知識（2）標準予防策 講義

22 （スタンダードプリコーション）

23 （3）感染経路別予防策（4）洗浄・消毒・滅菌

24 （5）無菌操作（6）感染性廃棄物の取り扱い

25 必要な防護用具（手袋、ゴーグル、ガウン）の (7)演習 演習

26 装着ができる ・手洗い、防護用具の装着

27  使用した器具の感染防止の取り扱いができる ・感染性廃棄物の取り扱い・無菌操作

28

29

30

系統看護学講座　専門分野Ⅰ基礎看護学【３】基礎看護学技術Ⅱ 医学書院 ¥3,132

写真でわかる実習で使える看護技術アドバンス インターメ
ディカ ¥5,184

口腔ケアを通して患者の観察ができる
意識障害のない患者の口腔ケアができる

3.感染防止の技術/

入浴が生体に及ぼす影響を理解し、入浴前・中・
後の観察ができる・入浴の介助ができる

陰部の清潔保持の援助ができる

2.清潔・衣生活援助技術/

　全身への影響が理解できる

　清潔援助の方法選択の視点を理解し、基礎

　知識と実際が理解できる

　清拭援助を通して患者の観察ができる

備考

環境調整(20点):技術試験11点,筆記試験9点　清潔・衣生活援助技術（50点）：演習記録2点、技術試験18点、筆記試験30点

感染防止の技術（30点）：演習記録3点、技術試験12点、筆記試験15点
評価方法・配点

・清拭、洗髪、口腔ケア、陰部洗浄、おむつ
交換、寝衣交換、整容

スタンダードプリコーションに基づく手洗い

が実施できる

感染生廃棄物の取扱いができる

無菌操作が確実にできる

硯見

合佐毘

　病床での衣生活の基礎知識、援助の実際が理解できる

　患者の状態に合わせた足浴・手浴ができる

　皮膚粘膜の構造と機能、清潔援助の効果と

　洗髪援助を通して患者の観察ができる

患者の病態・機能に合わせた口腔ケアを計画でき
る

専門分野Ⅰ⑥ 生活環境調整技術

担当講師 　狩野　智子　・　合佐毘　綾子　・　硯見　由江　

授業概要
看護実践活動の基本となる看護技術の概念を理解し、健康の維持・回復のために生活環境・療養環
境・日常生活援助の清潔・衣生活を整える必要性と感染防止について看護の役割を学び、生活援助技
術の方法を身につける。

テキスト

ねらい

単元名/単元目標 学習内容

狩野

　患者にとって快適な病床環境をつくることができる

講義

講義

演習

　患者にとって快適な病床環境がわかる

臥床患者の寝衣交換・リネン交換・清拭・洗髪が
できる・持続静脈内点滴実施中の患者の寝衣交換
ができる

　患者が身嗜みを整えるための援助ができる

　基本的なベッドメーキングができる

試験（筆記試験）
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年 単位 1 時間数 30

2．人間にとっての「排泄」の意義を理解し、健康の充足・維持増進のために必要な知識・技術を習得する。

時間数 授業形態 担当

1 （１）食事の意義（生物学・精神・社会・文化的意義

2 （２）栄養と食事における看護の役割

3 （３）食事の基礎知識

4 　①栄養状態および食欲・摂食能力

　　のアセスメント（水分・電解質バランス

　　食生活変更の必要性、患者の認識・行動

　　のアセスメント含む）

　②医療施設で提供される食事

5 （４）食事介助

6 　①援助の基礎知識

　②援助の実際

（５）摂食・嚥下訓練

　①援助の基礎知識

　②援助の実際（訓練前の評価、直接訓練等

7 （６）演習

8

9

10

11 （１）自然排尿および自然排便の介助 講義

12 　①自然排尿および自然排便の基礎知識

13 　②自然排尿および自然排便の介助の実際

14 　③筋力低下のある患者の事例による演習

15 　・トイレ・床上・ポータブルトイレ

16 （２）導尿

17 　①一時的導尿 　②持続的導尿

18 　③筋力低下のある患者の事例による演習

19 　・一時導尿

20 （３）排便を促す援助

21 　①排便を促す援助の基礎知識

22 　②浣腸（グリセリン浣腸）

23 　③摘便 演習

24 　④筋力低下のある患者の事例による演習

25 　・浣腸　

26
27 (5)技術試験 80歳代女性、筋力低下、倦怠感の 技術試験

28 　　ある患者の事例に対する排泄援助

29 　・床上排泄

30 　試験（筆記試験）

食事（30点）：演習記録10点、筆記試験20点　　　排泄（70点）：演習記録10点、技術試験30点、筆記試験30点田中・天谷

系統看護学講座　専門分野Ⅰ基礎看護学【２】基礎看護技術Ⅰ 医学書院 ¥2,808

系統看護学講座　専門分野Ⅰ基礎看護学【３】基礎看護技術Ⅱ 医学書院 ¥3,132

写真でわかる実習で使える看護技術アドバンス インターメ
ディカ ¥5,184

備考

評価方法・配点

テキスト

ねらい

単元名/単元目標

１．食事援助技術/

人間にとっての栄養の意義がわかる

排泄に対する援助を安全・安楽に配慮し

専門分野Ⅰ⑦ 食事・排泄の援助技術

担当講師 　田中　愛 　・　天谷　美紀

授業概要
健康の維持・回復のために食生活と排泄を整える必要性と看護の役割を学び、生活援助技術の方法を
身につける。

天谷

1．人間にとっての「栄養と食事」の意義を理解し、健康の充足・維持増進のために必要な知識・技術を習得す
る。

学習内容

栄養に対する援助に必要なアセスメント
がわかる

対象に応じた栄養の基本的援助を根拠に
基づいてわかる

食事に対する援助を安全・安楽に配慮し
て実施できる

いてわかる

２．排泄援助技術／

人間にとっての排泄の意義がわかる

排泄の援助に必要なアセスメントがわかる

対象に応じた排泄の基本的援助を根拠に基
づ

て実施できる

影響に気づき、自尊心を傷つけない援助

　排泄に対する援助が対象に及ぼす心理的

について考えることができる

田中

　　セッティング、食事姿勢を整える、補
助具や自助具の使用、食事動作栄養に対する援助が対象に及ぼす心理的影響に気づ

き、自尊心を傷つけない援助について考えることがで
きる

講義
GW

講義

講義

演習
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 １年 単位 1 時間数 30

時間数 授業形態 担当

1 A.基本活動の援助

2 　１．基本活動の基礎知識

3 　　(1)良い姿勢(2)ボディメカニクス

4 　２．体位

5 　３．移動(体位変換・歩行・移乗・移送)

6 　　(1)体位変換(2)歩行(3)移乗・移送

7 　４．演習

8

9

10

11

12

13 B.睡眠・休息の援助

14 　１．援助の基礎知識

15 　2．睡眠・休息の援助

16 ２．苦痛の緩和・安楽確保の技術 A.体位保持(ポジショニング)

17 (1)体位保持の意義がわかる 1.援助の基礎知識２．援助の実際

18 B．罨法

19 (3)温罨法・冷罨法ができる 1.援助の基礎知識２．援助の実際

　(1)温罨法(2)冷罨法(氷枕)

C.身体ケア

20 体位保持

21

22 罨法

23

24

25

26 技術試験

27

28

29

30 　試験

演習記録・課題レポート　55点

系統看護学講座　専門分野Ⅰ基礎看護学【２】基礎看護技術Ⅰ 医学書院 ¥2,808

系統看護学講座　専門分野Ⅰ基礎看護学【３】基礎看護技術Ⅱ 医学書院 ¥3,132

写真でわかる　実習で使える看護技術アドバンス インターメディカ ¥5,184

演習

（１）温湿布・湯たんぽ・氷枕

ねらい

単元名/単元目標

1．活動・休息援助技術

(4)安全・安楽な移動の援助方法がわかる

(1)健康の充実・維持増進のために「活
動・休息」の必要性や意義がわかる

(2)安全・安楽な体位変換や安静保持の援
助方法がわかる

(3)体位変換や安静保持のための援助を安
全・安楽に配慮して行うことができる

(5)移動の援助を安全・安楽に配慮して行
うことができる

(4)苦痛の緩和や精神的安寧を目的とする
看護行為がわかる

1．人間にとっての「活動・休息」の意義を理解し、健康の充足・維持増進のために必要な知識・技術を習得す
る。
2．人間にとっての「苦痛の緩和・安楽確保」の意義を理解し、健康の充足・維持増進のために必要な知識・技
術を習得する。

講義
演習

山根

学習内容

専門分野Ⅰ⑧ 活動･休息の援助技術

担当講師 硯見　由江　・　山根　りつ子

授業概要
健康の維持・回復のために活動・休息を整える必要性と看護の役割を学ぶ。また、苦痛の緩和や安楽
確保のための援助技術も学ぶ。事例を展開しながら対象の状態や状況によって必要となる援助技術と
して学習を進めていく。

硯見

（３）体位保持

評価方法・配点 筆記試験　45点

テキスト

備考

（２）手浴・足浴

（３）呼吸法・筋弛緩法

（４）タクティールケア・マッサージ

（１）体位変換

（２）移乗・移送

(2)罨法の種類と罨法が身体に及ぼす影響
がわかる

苦痛の緩和や精神的安寧を目的とする看護
行為

講義

臥床患者の下シーツ交換・安楽
な体位保持技術演習

４２
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年前期 単位 1 時間数 30

1.呼吸と循環を整える目的や方法が理解できる。

2.創傷管理の概要が理解できる。

3.心肺蘇生など急変時の救急対応が理解できる。

月日 時間数 授業形態 担当

1 (1)酸素吸入療法 (2)吸引 講義

2 (3)排痰ケア (4)吸入

3 (5)人工呼吸療法 (6)体温管理の技術

4 (7)低圧持続吸引器

(8)循環機能のアセスメント・末梢循環促進ケア

5 (９)体位ドレナージ・排痰ケア 演習

6 (10)演習

7 ・酸素ボンベ操作・酸素吸入・気道内加湿

8 ・モデル人形での口腔内・鼻腔内・気管内吸引

9 ・末梢循環促進のケア、マッサージ

10

11

12

13

14 (1)創傷のある患者への看護技術

15 ①創傷管理の基礎知識

16 患者の創傷の観察ができる ②創洗浄、創保護 ④包帯法 

17 　 創傷処置のための無菌操作ができる

18 　（ドレーン類の挿入部の処置を含む） (2)褥瘡のある患者への看護技術

19 学生間で基本的な包帯法が実施できる ①褥瘡管理の基礎知識

20 ②脳梗塞患者の事例による演習

21 患者の褥瘡発生の危険をアセスメントできる ・褥瘡の観察・計画

22 褥瘡予防のケアが計画・実施できる ・処置

23

24 (1)救命救急処置の基礎知識 講義

　①救急対応の考え方　②急変時における

25 　　初期対応　　③トリアージ

(2)心肺蘇生法

26 　・気道確保、人工呼吸、胸骨圧迫、AED

27 (3)止血法

28 (4)院内急変時の対応

29

30
呼吸50点（演習記録10点・筆記40点） 創傷30点（演習記録10点・筆記試験20点 救急20点

系統看護学講座　専門分野Ⅰ基礎看護学【３】基礎看護技術Ⅱ 医学書院 ¥3,132

写真でわかる実習で使える看護技術アドバンス
インター
メディカ

¥5,184

評価方法・配点

除細動の原理がわかり、モデル人形にAEDについて理解できる

止血方法の原理がわかる

モデル人形で気道確保・人工呼吸・閉鎖式心マッサージが正し
く理解できる

3.救命救急処置技術/

　救急対応の考え方、急変時のおける初期対応の流れ、

　トリアージについて理解できる

患者の意識状態を観察できる・意識レベルの把握方法がわかる

　試験

ねらい

単元名/単元目標

1.呼吸・循環を整える技術/
酸素吸入療法を受けている患者の観察ができる
酸素の危険性を認識し、安全管理の必要性がわかる

2.創傷管理技術/
創傷処置に用いられる代表的な消毒薬の特徴がわか
る

専門分野Ⅰ⑨ 生体維持の援助技術

担当講師 合佐毘　綾子　・硯見　由江　・弥富　祐樹　・脇本　奈緒子

授業概要
健康の維持・回復のために呼吸・循環を整える必要性、創傷の管理について、救命救急の処置技術
について理解し、看護の役割を学ぶ。

学習内容

低圧胸腔内持続吸引中の患者の観察点がわかる
人工呼吸器装着中の患者の観察点がわかる

モデル人形で口腔内・鼻腔内・気管内吸引が実施できる・気管
内吸引時の観察点がわかる

酸素吸入療法が実施できる
気道内加湿ができる

　　酸素ボンベの操作ができる

循環機能のアセスメントの視点や末梢循環促進についてわかる

モデル人形または学生間で体位ドレナージを理解できる

演習
➂無菌操作による創処置

合佐毘

末梢循環を促進するための部分浴・罨法・マッサージができる

テキスト

備考

硯見

脇本

弥富

緊急なことが生じた場合にはチームメンバーへの応援要請がで
きる

講義・
演習

演習

講義

４３４３
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年 単位 1 時間数 30

検査やモニタリング、診察の介助時に必要な看護援助について理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 (1)援助の基礎知識

2 (2)援助の実際

3

4 　　②血液検査（動脈血・毛細血管採血

5 　　③尿・便・喀痰検査

生体情報のモニタリング　

　役割が理解できる 　①心電図検査②心電図モニター

　心電図検査、心電図モニター、SPO2モニター   ③Spo2モニター

　血管留置カテーテルモニターについて理解できる 　④血管留置カテーテルモニター

(1)輸液ポンプによる方法

(2)シリンジポンプによる方法

10 静脈血採血

11
12
13 簡易血糖測定 血管くんを用いた静脈血採血
14 自己の簡易血糖測定
15
16 輸液ポンプ操作

17 12誘導心電図

18
19 12誘導心電図

20

21

22 (1)診察の介助

23 (2)生体検査　X線検査　CT　MRI　

24 　それぞれの検査時の看護が理解できる 　内視鏡　超音波　スパイロメ

25 　穿刺の概要を知り、介助の実際が理解できる 　トリー　　核医学検査 合佐毘

26 　様々な洗浄の概要を知り、手順の実際を学ぶ (3)穿刺の介助　

27   胸腔穿刺　腹腔穿刺　腰椎穿刺　

28 　骨髄穿刺

29 (4)洗浄の介助　 胃洗浄

30 合佐毘 硯見

　　:70点〔演習記録30点　筆記試験40点)　　:30点

系統看護学講座　専門分野Ⅰ基礎看護学【３】基礎看護技術Ⅱ 医学書院 ¥3,132
写真でわかる　実習で使える看護技術アドバンス

インター
メディカ

¥5,184
備考

2.診察・検査・処置の介助技術/

　診察の介助の目的が理解できる

試験

評価方法・配点

テキスト

ねらい

単元名/単元目標 学習内容

1.症状・生体機能管理技術/

講義　生体情報のモニタリングの意義と看護の

8
9

　輸液速度の調整

　　輸液速度との調整方法がわかる 硯見

　血液検査時の援助の実際がわかる

　便検査、喀痰検査等の援助の実際がわかる
　　①血液検査（静脈血・毛細血管採
血)

6
７

演習

　静脈血採血の留意事項を踏まえて体験で
きる

　簡易血糖測定の留意事項を踏まえて体験
できるの方法を習得できる 輸液ポンプ・シリンジポンプ操

作

　輸液ポンプ・シリンジポンプ操作の留意
事項を踏まえて体験できる

　12誘導心電図の留意事項を踏まえて体験
できる

専門分野Ⅰ⑩ 診察と検査の援助技術

担当講師 合佐毘　綾子･硯見　由江

授業概要

治療・処置を受ける患者の不安や苦痛への援助の必要性ならびに生体管理のため、安全安楽に介
助技術を実践するモニターや診察・検査・処置等必要な知識と技術を学ぶ。また、医療現場にあ
ふれている多くの医療機器を安全に使用できるよう、機器の基本的なしくみ、使用方法や管理に
ついて学ぶ。
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年 単位 1 時間数 30

1．与薬の援助に必要な知識を理解し、安全・安楽・正確な与薬の技術を習得できる。

2．与薬における患者の安全確保の知識・技術、看護師の抗がん剤曝露防止の知識が理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 (1)薬物の剤形と吸収経路 講義

2 (2)看護師の役割

3 (1)経口与薬・吸入・点眼の基礎知識 講義

4 　①技術の概要

　②目的・適応・禁忌

(2)援助の実際 講義

　①実施前評価

　②必要物品・患者への説明

　③実施方法

　④実施後の評価

5 (3)点鼻・経皮的与薬・直腸内与薬の 講義

6 　　基礎知識

7 　①技術の概要

　②目的・適応・禁忌

(4)援助の実際 講義

　①実施前評価

　②必要物品・患者への説明

　③実施方法

　④実施後の評価

(5)演習 演習

8 　①経口与薬・吸入・点眼・経皮的

9 　　与薬・直腸内与薬

10
11 (6)注射 講義

12 　①注射の基礎知識

13 　②注射の実施法
14 　③輸血管理
15
16
17
18
19
20 (7)演習 演習

21 　①皮下注射・筋肉内注射・静脈内
22 　　注射（点滴静脈内注射）
23
24 (9)経管栄養法の基礎知識、援助方法 講義

25 　　援助後の評価
26 (10)経管栄養法の演習 演習

27 　　　（脳梗塞の患者の事例による演習）

28       モデル人形で経鼻胃管挿入・確認
29 　　　・流動食の注入・管理
30

系統看護学講座　専門分野Ⅰ基礎看護学【３】基礎看護技術Ⅱ 医学書院 ¥3,132

写真でわかる　実習で使える看護技術アドバンス
インターメ

ディカ
¥5,184

ねらい

評価方法・配点

　試験
小山田45点・山根55点

山根

単元名/単元目標

専門分野Ⅰ⑪ 与薬の援助技術

担当講師 　山根　りつ子　・小山田　理恵

授業概要
健康の回復のために必要な与薬の援助が安全・安楽・正確に実践できる知識と技術を学ぶ。ここで
は、安全の確保についても学び、医療事故を起こさないための知識を身につける。

学習内容

　おける看護師の役割を理解できる

1．与薬の基礎知識/

　薬物の剤形と特徴、管理方法、与薬に

2．与薬の援助/

　安全・安楽・正確な与薬の援助に必要な

　知識・技術を習得する

備考

小山田

山根

テキスト ４５

-45-



北⾒医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

専門分野Ⅰ 基礎看護学実習Ⅰ 開講時期 １年前期 単位 2 時間数 90

担当教員

実習の考え方

実習方法

実習目的

実習目標

授業形態

評価方法・配点

テキスト 適宜紹介

備考

1. 病院が担う地域医療の役割と機能・療養環境が理解できる。
2. 人間関係構築に必要なコミュニケーション技術について学ぶことができる。
3. 受け持ち患者の⽣活背景や基本的ニーズが理解できる。
4. 看護師の役割を理解し体験できる。
5. 看護学⽣として必要な態度を考え、⾃⼰の傾向や課題に気づくことができる。

　病院の概要を知り看護の対象となる患者の療養⽣活や看護の実際を学ぶ。

秋山　聡美

　基礎看護学実習Ⅰは、学⽣が初めて患者と出会い看護が展開される場を体験する実習である。学⽣は看護学校に
⼊学してから人間や看護について学習を⾏い、3か⽉経過している。この実習では、意図的に看護が展開される場に⾝
をおき、看護を実感することにより、看護への関心を高め今後の学習の動機付けとなるようにする。

　患者をひとり受持ち、⽣活者としての対象について深く考える。ここでは人間関係構築に必要となるコミュニケーションを
図り、患者と患者を取り巻く療養環境に関心を寄せ、⽇常⽣活における基本的ニーズについて考え看護に必要な要素
について学ぶ。また、実習病院が地域医療にとってどのような役割・機能を担っているかを学び地域社会で⽣活する人々
の健康と環境を関連付けて考える。
実習前に事前学習として実習目的を理解・整理し、実習に臨む。また、この実習では「看護学⽣として必要な態度」を
考え、⾃⼰の傾向を理解する第⼀段階とする。実習最終⽇にグループ発表を⾏い、様々な疾患・年齢の患者を受け
持った他学⽣の体験を聞くことで学びを共有する。

実習

評価表参照（100点）

-46-



北⾒医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

専門分野Ⅰ 基礎看護学実習Ⅱ 開講時期 １年後期 単位 2 時間数 90

担当教員

実習方法

実習目的

実習目標

授業形態

評価方法・配点

テキスト 適宜紹介

評価表参照（100点）

備考

秋山　聡美

　観察技術を活⽤しアセスメントに必要な情報を意図的に収集し、得られた情報の整理を⾏う。そこから対象に必要
な⽇常⽣活援助について考え、援助計画を⽴案し、実施するという看護の⼀連のプロセスを学ぶ。看護援助は、患者
の安全・安楽に留意しながら、バイタルサイン測定や⽇常⽣活援助を⾏う。また、実施する看護援助の説明を受け持
ち患者に⾏い看護実践者としての⾃覚を育む機会とする。この実習ではペア実習を⾏うことによって、⾃分ひとりで考え
悩むだけでなく、視点を変えることの⼤切さや、違う意⾒を聞くことで深く対象を理解することにつながること、協⼒して
様々な問題を解決する課程等学ぶ。またここでは、1年⽣最後の実習ということで、改めて看護師に必要な知識・技
術・態度を考え、⾃⼰の傾向や課題を認識する。

受持ち患者に関する情報の意図的な収集、⽇常⽣活援助計画⽴案し、実施する。

1. 対象理解に必要となる意図的な観察と情報収集が⾏える。
2. 得られた事実（情報）から必要な⽇常⽣活援助を考えることができる。
3. 人間関係構築に必要となるコミュニケーション技術を活⽤できる。
4. ⽇常⽣活援助を安全安楽に実施することができる。
5. 看護学⽣に必要な態度を改めて考え、⾃⼰の傾向や課題を認識し評価できる。

実習
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年 単位 1 時間数 30

1．成人看護の概念とその対象について理解できる。

2．成人期にある対象を取り巻く環境とそれに関連する健康障害について理解できる。

3．成人看護に有用な概念について理解できる。

4．経過別看護の概要が理解できる。

5．マイクロディベートを用いて対象の背景を根拠をもって考える方法を理解する。

時間数 授業形態 担当

1 （1)成人であるということ

2 （2)成長発達の特徴

3  (3)身体機能の特徴と看護

4  (4)成人の生活を理解する視点と方法

5  (5)健康観の多様性と看護

6  (6)学習の特徴と看護

7

8

9  (1)生活習慣に関連する健康障害

10  (2)職業に関連する健康障害

11  (3)生活ストレスに関連する健康障害

12  (4)セクシャリティに関連する健康障害

13  (5)余暇活動に伴う健康障害

14  (6)更年期にみられる健康障害

15

16 （1)セルフケア

17 （2)ストレス

18 （3)危機

19 （4)自己効力　

20

21

22  (1)急性期　(2)周手術期

23

24  (3)慢性期

25

26  (4)リハビリテーション期

27

28  (5)終末期

29

30 試験

  筆記試験　１００点

ナーシンググラフィカ　成人看護学①　成人看護学概論 メディカ出版 ¥3,456

ナーシンググラフィカ　成人看護学②　健康危機状況/セルフケアの再獲得 メディカ出版 ¥3,888

ナーシンググラフィカ　成人看護学③　セルフマネジメント メディカ出版 ¥3,240

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　臨床看護総論　基礎看護学④ 医学書院 ¥2,700

講義
GW

マイクロ
ディベー

ト

天谷

評価方法・配点

３．成人への看護に有用な概念/

成人期にある対象への看護に有用な概念

を理解することができる

４．経過別看護/

各期の特徴とその看護の概要が理解

できる

ねらい

専門分野Ⅱ 成人看護学概論

担当講師 天谷　美紀

授業概要
成人期の成長発達の特徴や健康問題について理解する。対象の援助に必要な概念・理論について学習
し、成人期にある人々を統合的に理解できる基礎的能力を養う。

備考

学習内容

成人期にある対象の特徴と、その

看護の概要について理解する

１．成人期の理解/

２．成人期にみられる健康障害/

成人期にある対象の生活を理解し、そこ

から生じる健康障害について理解する

単元名/単元目標

テキスト
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年後期 単位 1 時間数 30

1．リハビリテーション看護の基本的な知識が理解できる。
2．機能障害別に発症から維持期までの全体の経過とそれに伴う看護のポイントが理解できる。
3．周辺地域の施設内にてどのような他職種との連携が求められているか理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 (1)リハビリテーションの定義と理念

2 (2)リハビリテーションの対象と制度

3 (3)疾病・障害・生活機能の分類

(4)リハビリテーションの分野

(5)リハビリテーション医療の提供

4 (1)リハビリテーション看護の定義と専門化

5 (2)リハビリテーション看護の対象

6 (3)リハビリテーション看護の方法

(4)他職種との連携

7 (1)総論

8 (2)骨折 ①病態　　②治癒過程と治療

③リハビリプログラム　④障害と看護

9 (3)関節リウマチ

10 ①病態②治療③リハプログラム④障害と看護

11 4.中枢神経系の障害とリハビリテーション看護/ (1)パーキンソン病

12 ・脳血管障害の代表的な症状のメカニズム、 ①病態　②リハプログラム　③障害と看護

評価、治療・訓練、看護について理解できる (2)体表解剖・形態計測　演習

13 ・パーキンソン病の代表的な症状のメカニズム、 (3)関節可動域の測定  演習

14 評価、治療・訓練、看護について理解できる (4)徒手筋力測定　演習

15 ・脊髄損傷による麻痺患者に対し、代償動作の獲 (5)脳血管障害

16 得、自助具の利用など必要な知識と技術を理 ①病態　②リハプログラム　③障害と看護

　　　解できる ④再発作・転倒予防と管理

17 (6)摂食嚥下障害のリハビリ

18
19 (7)失語症・構音障害

20 (8)脊髄損傷

21 ①病態　②リハプログラム　③障害と看護

④合併症の予防と管理

22 5.呼吸器・循環器系の障害とリハビリテーション看護/

23 ・慢性閉塞性肺疾患に必要な知識と患者の回復に (1)慢性閉塞性肺疾患

そったADL拡大の援助について理解できる ①病態　②リハプログラム　③障害と看護

24 ・虚血性心疾患の概念、病態、危険因子等を理解 (2)虚血性心疾患 ①病態

25 ②リハプログラム③障害と看護④合併症の予防と管理　

26 6.感覚器系の障害とリハビリテーション看護/(1)聴覚障害

・視覚障害を持ちながら患者が生活に適応し、 ①病態　②リハプログラム　③障害と看護

27 QOL向上を目指した生活ができる援助方法を学ぶ (2)視覚障害

28 ・聴覚障害に対する治療・リハビリテーションに

29
30

筆記試験（硯見20点・田中80点）

系統看護学講座　別巻リハビリテーション看護 医学書院

硯見

リハビリテーションの分野等の基本的な

概念が理解できる

対象の心理・社会的体験や、リハビリテーション

2.リハビリテーション看護概論/

看護に共通する評価や援助の在り方を理解する

講義

専門分野Ⅱ リハビリテーション看護

担当講師 硯見由江・田中聡美

授業概要
心身機能・構造になんらかの障害を有し、日々の生活や社会生活に支障をきたした人とその家族が、
障害を抱えながらもその人らしい生活を再構築していく過程を支援する理論と実践について学ぶ。

ねらい

単元名/単元目標 学習内容

1.リハビリテーション概論/

リハビリテーション、障害等の言葉の定義、

①病態　②リハプログラム　③障害と看護

田中

運動器の障害のメカニズム、治療、障害の

備考

試験 硯見・田中

評価方法・配点

テキスト ¥2,700

ついて理解できる

講義/
演習

し、段階的な運動負荷や再発予防について理解
できる

3.運動器系の障害とリハビリテーション看護/

評価、看護の手法について理解できる
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 ２年後期 単位 1 時間数 30

1.終末期にある対象と家族の特徴が理解できる。

2.終末期にある対象への看護援助が修得できる。

3.慢性期にあるがん患者と家族について理解する。

4.がんに関する基本的知識を理解し、必要な看護援助について理解できる。

5.緩和ケアに関する基本的知識を理解し、緩和ケアの概要について理解できる。

6.看取りの援助を習得することができる。

時間数 授業形態 担当

1 1．慢性期にある患者への看護/ (1)慢性期の特徴

2 慢性期にある対象の特徴を捉え、 ①慢性期とは ②慢性期治療の特徴

3 　看護の概要を理解することができる ③慢性期をとらえる視点

4 (2)慢性期の患者のニーズ

5 ①セルフケア ②疾病受容

6 (1)ターミナルケア・緩和ケア・ホスピスケア

7 (2)死にまつわる文化

8 (3)終末期にある人の療養の場

9 (4)死をめぐる倫理的問題(5)対象と家族

(6)看護援助

10 (1) 死亡の動向と場所

11 (2)死にゆく人と周囲の人々へのケア

12 (3)わが国の風習に根づく死後の処置のあり方

13 (4)死後の処置

14 (1)がん医療の現在

15 がんの病態、診断・治療、身体的・精神的・(2)がん治療の場と看護

16 社会的苦痛等の概要が理解できる (3)薬物療法・放射線療法における看護

必要な看護援助について理解できる

17 (4)がん患者の看護

18 (5)がん治療における看護の重要性

19 (6)がんの病態と臨床経過 (7)造血幹細胞移植と看護

20 (8)がん手術療法における看護

21 (1)緩和ケア概論 (2)在宅緩和ケア

22 (3)非がん疾患の緩和ケア

23 (4)疼痛のある患者に対する治療・看護

24 (5)精神症状とその治療・看護

25 　不安・抑うつ・せん妄

26 (6)社会的ケア　(7)スピリチュアルケア

27 (8)身体症状とその治療・看護

　　　全身倦怠感・消化器症状・呼吸困難・リンパ浮腫

28 (9)臨死期のケア

29 (10)意思決定とコミュニケーション

　コミュニケーション・意思決定・悪い知らせ

(11)家族ケア　　(12)緩和ケアと生命倫理

30 赤川・天谷

筆記試験（がん・緩和：70点　　慢性期・死の看取り30点）
がん看護学 医学書院 ¥2,200

ナーシンググラフィカ　成人看護学⑦緩和ケア メディカ出版 ¥3,200

ナーシンググラフィカ　成人看護学①　成人看護学概論 メディカ出版 ¥3,456

専門分野Ⅰ　臨床看護総論　基礎看護学④ 医学書院 ¥2,700

専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅱ　基礎看護学➂ 医学書院 ¥3,132

講義
(1) セルフマネジメントを推進する看護方法・評価の仕方

(2) セルフケア継続に向けた患者-医療者関係の構築

講義

備考

テキスト

評価方法・配点

試験

天谷

4.がん看護/

死に関しての基本的知識が理解できる

緩和ケアの具体的な内容が理解できる

終末期にある対象と家族の特徴が理解できる

5.緩和ケア/

緩和ケアに関する基本的知識が理解できる

緩和ケアをうける対象の

身体的精神的社会的特徴が理解できる

講義・
演習

安藤須藤
中村

中村

中村

赤川

ねらい

専門分野Ⅱ がん看護・緩和ケア

担当講師 安藤恵美・天谷美紀・中村由美・渡明美・住田真弓・國井みすず・赤川舞子・須藤祐子

授業概要
終末期にある対象と家族について理解し、がん看護、緩和ケアに関する基本的知識を身につけ、看護
展開を学ぶ。また、慢性期にあるがん患者と家族について理解する。

学習内容単元名/単元目標

2.終末期の対象の理解/

看取りのケアを習得できる

3.死の看取り援助/

須藤

安藤

須藤

國井

渡

住田
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年 単位 1 時間数 30

1．救急看護、周手術期看護の特徴を理解することができる。

2．大腸がんの患者の特徴と看護を理解することができる。

3．大腸がんの術後患者の看護過程を展開することができる。

4．ストーマケアの基本的な技術を習得することができる。

時間数 授業形態 担当

1 1.急性・重症患者の特徴

2 (1)緊急性と重症度のアセスメントが 2.急性・重症患者の家族の特徴

3 　理解できる 3.急性中毒．熱中症・感染症への対処

4 (2)救急看護の概要について理解する 4.外傷・熱傷・凍傷・骨折の救急処置

5 　ことができる 5．危機的状態への精神的支援

6 6.代理意思決定支援

7 ２．周手術期看護/ １．疾患をもつ患者の看護

8 (1)周手術期にある対象の特徴を捉え、【胃切除術を受ける患者の看護】

9 (1)手術の意思決定への援助

10 (2)術後合併症のリスクアセスメント

11 (3)術後指導・不安のアセスメントと援助 講義

12 (4)手術体位とその影響

13 (5)手術・麻酔方法による影響と援助

(6)術中の安全管理

(7)術後の管理（疼痛・ドレーン・合併症の予防

(8)術後の機能障害と生活制限への援助

２．腹腔鏡下手術・日帰り手術による影響と援助

14 ３．急性期にある患者への看護展開/ 1．大腸がん患者の看護

15 (1)消化機能障害をもつ対象の (1)症状とその看護

16  特徴とその看護を理解する (2)検査を受ける患者の看護

(3)治療・処置を受ける患者の看護

17 2．看護過程の展開

18 （1）緊急性と重症度のアセスメント

19 （2）壮年期の事例展開

20 人工肛門増設術を受ける患者の看護

21 ストーマケア（援助の基礎知識、

22 援助、演習）

23

24

25

26

27   習得できる。

28

29

30 試験

筆記試験　70点　演習記録30点

系統看護学講座　専門分野Ⅰ基礎看護学【4】臨床看護総論 医学書院 ¥2,500

系統看護学講座　別巻　臨床外科看護総論 医学書院 ¥3,024

系統看護学講座　別巻　臨床外科各論 医学書院 ¥3,200

系統看護学講座　別巻　救急看護学 医学書院 ¥2,500

演習 増田

テキスト

備考

赤塚

　看護の概要を理解することができる

講義 増田

講義 天谷

　例を基に看護過程が展開できる

ねらい

評価方法・配点

(2)急性期にある患者に関する紙上事

(3)ストーマケアの基本的な技術を

専門分野Ⅱ 急性期看護

担当講師 赤塚　典子　・　増田　さおり　・　弥富　祐樹　・　天谷　美紀

授業概要
大腸がんの患者の特徴とその看護について学び、看護過程を展開できる基礎的能力を養
う。また、救急看護、周手術期の看護について学ぶ。

単元名/単元目標 学習内容

１．救急看護/

講義 弥富
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 ２年 単位 1 時間数 30

１．循環器障害、呼吸機能障害、腎機能障害をもつ患者の特徴と生活への影響を理解する。

２．循環器障害、呼吸機能障害、腎機能障害をもつ患者の看護を理解する。

時間数 授業形態 担当

1 １．循環機能障害をもつ対象の １．循環器系の疾患をもつ患者の特徴と生活への影響

2 　　看護/ ２．疾患をもつ患者の看護

3 (1)循環機能障害をもつ対象の 【心不全】 (1)症状とその看護：①ポンプ機能障害

4 　特徴とその看護を理解する  　②輸送還流障害　③刺激伝導障害

5 (2)検査を受ける患者の看護：①心電図　②心エコー

6 (3)治療を受ける患者の看護：①大動脈バルンパンピング 講義

7 　②ペースメーカー　③植え込み型除細動器

8 【虚血性心疾患】 (1)症状とその看護：①不整脈

9 (2)検査を受ける患者の看護：①心臓カテーテル②心血管造影

10 (3)治療を受ける患者の看護：①経皮的冠動脈形成術

　②冠動脈バイパス術③血栓溶解療法・血栓除去術

３．その他：下肢動脈閉塞症・弁置換術

11 ２．呼吸機能障害をもつ対象の １．呼吸器系の疾患をもつ患者の特徴と生活への影響

12 　　看護/ ２．疾患をもつ患者の看護

13 (1)呼吸機能障害をもつ対象の 【慢性閉塞性呼吸器疾患】

14 　特徴とその看護を理解する (1)症状とその看護：①換気障害②呼吸運動障害をもつ患者の看護　

15 (2)検査を受ける患者の看護：①呼吸機能検査②動脈血液ガス分析　

 ③酸素療法

16 (3)治療を受ける患者の看護

17 【肺がん】

18 (1)症状とその看護：①酸素化障害

19 (2)検査を受ける患者の看護：①肺生検　②気管支鏡

(3)治療を受ける患者の看護：①肺切除術

３．呼吸機能を高める援助

４．その他：肺炎

３．腎機能・排泄機能障害を １．腎･泌尿器疾患患者の特徴と生活への影響

　　もつ対象の看護/ ２．疾患をもつ患者の看護

20 (1)腎機能障害をもつ対象の 【慢性腎臓病・腎不全】

21 　特徴とその看護を理解する (1)症状とその看護：①内部環境調節機能　②体液調整機能障害

22 (2)検査を受ける患者の看護：①腎生検　②腎機能検査

23 （PSP試験・フィッシュバーグ濃縮試験・糸球体濾過量〈GFR〉）

24 (3)治療を受ける患者の看護：①急性期持続血液濾過透析

②維持透析　③腹膜透析　④腎移植後の援助　

(2)排泄機能障害をもつ対象の 【前立腺癌・神経因性膀胱・膀胱癌】

25 　特徴とその看護を理解する (１)症状とその看護

26 (２)検査を受ける患者の看護：①尿流動態検査

27 ②膀胱鏡検査　③静脈性尿路造影

(３)治療を受ける患者の看護：①膀胱切除術

②前立腺切除術　③ホルモン療法④尿路ストーマ増設後

28 ５．性・生殖機能障害をもつ １．性・生殖機能障害をもつ患者の特徴と生活への影響

29 　患者の看護/ ２．症状とその看護：(１)勃起障害(２)性交障害(3)性感染症

(1)性・生殖機能障害をもつ ３．検査を受ける患者の看護：(１)男性生殖器の触診

　対象の特徴とその看護を理解 ４．治療を受ける患者の看護：(1)勃起障害　(2)性交障害　

　する ５．その他：精巣腫瘍・男性生殖器切除術・性機能障害

30 試験

筆記試験（循環器35点・呼吸器35点・腎機能15点・排泄、生殖機能15点）
系統別看護学講座専門　　専門分野Ⅱ　成人看護学【3】　循環器　 医学書院 ¥2,592

系統別看護学講座専門　　専門分野Ⅱ　成人看護学【2】　呼吸器　 医学書院 ¥2,592

系統別看護学講座専門　　専門分野Ⅱ　成人看護学【8】　腎・泌尿器　 医学書院 ¥2,484

専門分野Ⅱ 疾患別看護Ⅰ

担当講師 西内今日子・中野綾子・宮田理香・高橋日子
授業概要 循環機能障害・呼吸機能障害・腎機能障害、性・生殖器の疾患看護を学習する。

学習内容

西内・中野・宮田・高橋

西内

宮田

中野

髙橋

講義
演習

講義

講義

備考

評価方法・配点

テキスト

ねらい

単元名/単元目標

循
環
器

排
泄
・
生
殖
機
能

呼
吸
器

腎
機
能
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年 単位 1 時間数 30

時間数 授業形態 担当

1 １．消化機能障害をもつ患者 １．消化・吸収機能障害の患者の特徴と生活への影響 講義

2 　　の看護/ ２．疾患をもつ患者の看護

3 (1)消化機能障害をもつ対象の【胃・十二指腸潰瘍】　(1)症状とその看護(2)検査を受ける患者の看護：

4  特徴とその看護を理解する ①上部・下部消化管内視鏡検査　②大腸内視鏡検査

5 (3)治療を受ける患者の看護：①中心静脈栄養法

6 【肝炎・肝硬変・肝がんをもつ患者の看護】(1)症状とその看護：

7 　　①胆汁分泌障害②肝性脳症③食道静脈瘤④浮腫・腹水⑤倦怠感

8 　⑥黄疸　⑦出血傾向

9 (2)検査を受ける患者の看護：①肝生検

10 (3)治療を受ける患者の看護：①肝庇護療法　②インターフェロン療法

　③食道静脈硬化療法　④肝動脈塞栓術　⑤胆道・胆嚢ドレーン挿入　

　⑥肝生検　⑦肝切除術

【膵炎】   (1)症状とその看護：①膵液分泌障害

(2)検査を受ける患者の看護：①内視鏡的逆行性胆管膵管造影

(3)治療を受ける患者の看護

３．その他：潰瘍性大腸炎・クローン病の生活指導　

11 1.患者の特徴と看護の役割 講義

12 (1)貧血患者　(2)造血器腫瘍患者　(3)家族への支援

13 (1)血液・造血器の生涯をもつ2.患者の看護   (1)経過別に見た看護

14 　対象の特徴とその看護を理解 (2)主要症状を有する患者の看護①貧血②出血③白血球減少

15 　する (3)検査を受ける患者の看護

16 (4)造血器腫瘍患者の看護【悪性リンパ腫・白血病】(5)血友病患者の看護

17 3．内分泌・代謝障害をもつ １．内分泌・代謝・血糖調節機能障害をもつ患者の特徴と生活への影響 講義

18 　 患者の看護/

19 (1)内分泌・代謝障害をもつ対象【1型・2型糖尿病】  (1)症状とその看護

20 　の特徴とその看護を理解する (2)検査を受ける患者の看護：①血糖自己測定（SMBG)②糖負荷試験（OGTT）

21 　 (3)治療を受ける患者の看護：①インスリン補充療法　

　　　　　　　　　　　　 　②インクレチン関連薬  

22 　　　　　　　　　　  ③糖尿病治療内服薬  ④食事指導

23 【甲状腺機能障害】  (1)症状とその看護　(2)検査を受ける患者の看護：

24 ①ホルモン血中・尿中濃度測定検査　 ②ホルモン負荷試験　　

(3)治療を受ける患者の看護：①甲状腺ホルモン療法②甲状腺切除術　

３．その他：副腎機能障害・下垂体機能障害・肥満・るい痩・痛風発作

　　　　　・高尿酸血症・高脂血症　

25 4．アレルギー・膠原病・ １．アレルギー・膠原病・感染症をもつ患者の特徴と生活への影響 講義

26    感染症をもつ患者の看護/ ２．疾患をもつ患者の看護

27 (1)アレルギー・膠原病・感染症【アレルギー疾患】(1)症状とその看護：①易出血　②出血傾向③アレルギー反応

28   をもつ対象の特徴とその看護 (2)検査を受ける患者の看護：①スキンテスト②減感作療法

29   を理解する (3)治療を受ける患者の看護：①抗アレルギー薬

【HIV】(1)症状とその看護

(2)検査を受ける患者の看護　(3)治療を受ける患者の看護：①抗HIV療法

【膠原病】　(1)症状とその看護　(2)検査を受ける患者の看護

(3)治療を受ける患者の看護：①免疫抑制剤②ステロイド療法

30 試験

筆記試験（消化器35点・血液、造血器20点・内分泌、代謝25点・アレルギー、膠原病20点）

系統別看護学講座専門　専門分野Ⅱ　成人看護学【4】 血液・造血器 医学書院 ¥1,728

系統別看護学講座専門　専門分野Ⅱ　成人看護学【5】 消化器 医学書院 ¥2,916

系統別看護学講座専門　専門分野Ⅱ　成人看護学【6】 内分泌・代謝 医学書院 ¥2,268

系統別看護学講座専門　専門分野Ⅱ　成人看護学【11】 アレルギー・膠原病・感染症 医学書院 ¥2,376

納藤

安田

米田

専門分野Ⅱ 疾患別看護Ⅱ
担当講師 渡辺純子・納藤織江・安田景子・米田朗子

授業概要 消化機能、血液・造血器、内分泌代謝、アレルギー・膠原病・感染症の疾患看護を学習する。

1．消化機能、血液・造血器、内分泌・代謝障害、アレルギー・膠原病・感染症をもつ患者の特徴と生活への
影響を理解する。
2．消化機能、血液・造血器、内分泌・代謝障害、アレルギー・膠原病・感染症をもつ患者の看護を理解す
る。

渡辺

備考

ねらい

単元名/単元目標

２．疾患をもつ患者の看護

評価方法・配点

テキスト

2.血液・造血器障害を
もつ患者の看護/

消
化
器

血
液
・
造
血
器

内
分
泌
・
代
謝

学習内容

ア
レ
ル
ギ
ー
・
膠
原
病
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年 単位 1 時間数 30

1．運動機能障害・脳神経機能障害・感覚機能障害をもつ患者の特徴と生活への影響を理解する。

2．運動機能障害・脳神経機能障害・感覚機能障害をもつ患者の看護を理解する。

3．運動器、感覚器障害をもつ患者、看護師の体験から必要な看護を理解することができる。

時間数 授業形態 担当

1 １．運動機能障害をもつ対象 1．運動機能障害のある患者の特徴と 生活への影響 講義

2 　への看護/ 2．疾患をもつ患者の看護

3 (1)運動機能障害をもつ対象の特 (1)症状とその看護：腰痛

4 　徴とその看護を理解する (2)検査を受ける患者の看護：①脊髄造影　②椎間板造影

5 (3)治療を受ける患者の看護：①ギプス固定　②牽引法

6 【ギランバレー症候群】

7 (1)症状とその看護(2)検査を受ける患者の看護(3)治療を受ける患者の看護

8 3．その他： 疼痛(関節痛・筋肉痛・坐骨神経痛)・膝関節鏡検査

　　　　　　　膝関節液検査・四肢切断

9 ２．脳神経機能障害をもつ患 1．脳神経機能障害のある患者の特徴と生活への影響 講義

10 　者の看護/ 2．疾患をもつ患者の看護

11 (1)脳神経機能障害をもつ対象の

12 　特徴とその看護を理解する (1)症状とその看護：①生命維持活動調節機能障害②運動・感覚機能障害

13  ③言語機能障害 ④高次脳機能障害

14 (2)検査を受ける患者の看護：①髄液検査  ②脳血管造影　

15 (3)治療とその看護：①血管バイパス術②血管内治療（血栓溶解療法・動脈瘤塞栓術）

16 ③脳室ドレナージ　④脳室－腹腔（V-P)シャント⑤開頭術

３．その他：脳波検査・低体温療法・脳腫瘍・小脳疾患

頭部外傷・脳死状態・クロイツフェルトヤコブ病・穿頭術

３．感覚機能障害をもつ患者の 1.感覚機能障害のある患者の特徴と生活への影響　2.疾患をもつ患者の看護 講義

17 　看護/

18 (1)感覚機能障害をもつ対象の (1)症状とその看護：①皮膚粘膜障害（発赤・びらん・潰瘍）②アレルギー

　特徴とその看護を理解する (2)検査を受ける患者の看護：①生検②ステロイド療法　

(3)治療を受ける患者の看護

19 【中途視覚障害のある患者の看護】 講義

20 (1)症状とその看護：①視覚障害による症状

(2)検査を受ける患者の看護：①眼底検査　②眼底光凝固療法

(3)治療を受ける患者の看護：①網膜剥離治療　②人工眼内レンズ挿入

21 【耳鼻咽喉疾患をもつ患者の看護】 講義

22 (1)症状とその看護：①聴覚・嗅覚・味覚障害の症状

23 (2)検査を受ける患者の看護：①オージオメーター検査②鼻腔内視鏡検査

　③ろ紙ディスク法

(3)治療を受ける患者の看護：①鼓膜形成術②鼻腔内手術　③舌癌治療

(4)疾患をもつ患者の看護：①突発性難聴②メニエール病

24 【歯・口腔疾患をもつ患者の看護】 講義

25 (1)症状に対する看護：口腔症状・顎口腔機能障害

(2)治療・処置を受ける患者の看護：齲歯・歯周疾患・外科的処置・歯科矯正

(3)疾患をもつ患者の看護：口腔癌・顎変形症・唇顎口蓋裂・顎嚢胞患者

26 (2)運動器・感覚機能障害をもつ 1．演習前に右半身麻痺の体験を一日行い、レポートを記載する

27 　対象や看護師の役割を体験し 2．車いす移送における患者、看護師の役割の体験

28 　必要な看護を理解する 3．視覚障害者の歩行介助における患者、看護師の役割の体験

29
30 試験

筆記試験（運動器20点・脳神経系20点・皮膚10点・視覚10点・耳鼻咽喉20点）　　演習レポート20点　

系統別看護学講座専門　　専門分野Ⅱ　成人看護学【10】 運動器 医学書院 ¥2,592

系統別看護学講座専門　　専門分野Ⅱ　成人看護学【7】 脳・神経 医学書院 ¥2,592

系統別看護学講座専門　　専門分野Ⅱ　成人看護学【12】 皮膚 医学書院 ¥2,052

系統別看護学講座専門　　専門分野Ⅱ　成人看護学【13】 眼科 医学書院 ¥1,944

系統別看護学講座専門　　専門分野Ⅱ　成人看護学【14】 耳鼻咽喉 医学書院 ¥1,944

系統別看護学講座専門　　専門分野Ⅱ　成人看護学【15】 歯・口腔 医学書院 ¥2,052

ねらい

単元名/単元目標

【椎間板ヘルニア】

【脳血管障害患者の看護】

【皮膚疾患をもつ患者の看護

運
動
器

皮
膚

学習内容

専門分野Ⅱ 疾患別看護Ⅲ

担当講師 江間麻美・小澤真智子・武藤利香・加藤靖代・三島愛・硯見由江

授業概要 運動機能障害・脳神経機能障害・感覚機能障害の疾患看護を学習する。

備考

テキスト

脳
神
経
系

硯見

評価方法・配点

視
覚
障
害

耳
鼻
咽
喉
科

演習

江間

小澤

武藤

加藤

三島
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年 単位 1 時間数 30

1.高齢者の加齢に伴う変化と健康について理解する。

2.高齢者をとりまく環境と保健医療福祉の現状を理解する。

3.老年看護の位置づけと役割を理解する。

時間数 授業形態 担当

1 １.老年期の理解／ （１）老年期の発達と変化 講義

2 　老いることや老いを生きるということに ・ライフサイクルからみた高齢者 GW・発表

3 　ついて理解できる ・発達課題

4 （２）高齢者の生活の質の保障

5 ・ノーマライゼーション

6 ・自立支援

7 （３）加齢への適応

8 ・喪失体験と獲得体験

9 ・老年看護における理論・概念

10 （4）高齢者のいる家族の変化

11 ・家族構成とニーズの変化

12 ・家族の機能の変化

13 ２．高齢者の生活／ （１）高齢者の機能と評価 講義

14 ・高齢者がその人らしく生活するための、

15 機能評価や保健医療福祉制度が理解でき （２）高齢者の生活に関連する

16 　る。 　　保健医療福祉制度

17 ３.高齢者の健康／ （１）高齢者の健康と疾病 講義

18 　高齢者の健康と加齢による身体・認知・ （２）加齢に伴う身体機能の変化

19 　心理・社会的変化が理解できる。 （３）加齢に伴う認知機能の変化

20

21 （４）加齢に伴う心理・社会的変化

22

23 ４.老年看護の基本／ （１）老年看護の変遷 講義

24 老年看護の変遷と特徴が理解できる。 （２）老年看護の倫理

25

26

27 （３）老年看護の特徴

28

29

30 試験

筆記試験100点

¥2,916

¥2,484

公衆衛生がみえる2018-2019 ¥3,888
備考

狩野

学習内容

ねらい

単元名/単元目標

評価方法・配点

専門分野Ⅱ 老年看護学概論

担当講師 狩野　智子

授業概要
高齢者の身体的、精神的、社会的特徴や健康問題について理解する。高齢者をとりまく文化・社会
背景を学び、保健医療福祉の現状と課題について理解する。

医学書院

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　老年看護学

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　老年看護　病態・疾患論テキスト

メディックメディア

医学書院
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 1年後期 単位 1 時間数 30

1.高齢者の加齢に伴う生活機能の変化が理解できる。

2.高齢者の生活機能を整える看護が理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 １.高齢者の生活機能を支える看護／ （１）コミュニケーション 講義

2 　生活機能の低下をアセスメントし、必要　・高齢者とのコミュニケーションの方法

　な援助が理解できる

3 （2）歩行・移動・転倒 講義

4 　・歩行・移動動作のアセスメントと援助 

5 　・転倒予防（入浴時の転倒リスクにつ GW

6 　　いてのGW）

7

8 （3）食生活・低栄養 講義

9 　・高齢者の食べることの意義

10 　・食生活の状況と特徴を踏まえた援助

　（嚥下能力、嗜好性、環境をふまえた）

11 （4）排泄 講義

12 　・高齢者の排泄行動自立の意義

13 　・排泄のアセスメント

14 　・排泄能力に応じた援助

15 （5）清潔・衣生活 講義

16 　・高齢者が身だしなみを整える意義

17 　・清潔行為のアセスメント

18 　・更衣動作のアセスメント

19 　・入浴行動に伴う危険性、負担を

20 　　ふまえた清潔・衣生活の援助

21 （6）活動と睡眠 講義

22 　・生活リズムの調整

23 （7）性・社会参加 講義

24 　・セクシュアリティへの援助 GW

25 　・生きがいがもてる身近な場所への参加

26

27 2.健康の維持と介護予防/ （１）健康の維持・増進の状況 講義

28 健康維持と介護予防の必要性がわかる。 （２）受領状況

29 （３）介護予防の促進と評価

30 試験

筆記試験100点

¥2,916

¥2,484

狩野
山根

学習内容

備考

ねらい

単元名/単元目標

評価方法・配点

テキスト
系統看護学講座　専門分野Ⅱ　老年看護学 医学書院

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　老年看護　病態・疾患論 医学書院

専門分野Ⅱ 老年看護学援助論Ⅰ

担当講師 狩野　智子 ・　山根りつ子

授業概要
高齢者の基本的活動、食生活、排泄、清潔、生活リズム、コミュニケーション等の特徴を学び、QOLを
高めるために必要な看護について理解する。
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年 単位 1 時間数 30

1.高齢者の健康障害の特徴が理解できる。
2.高齢者の健康障害が高齢者や家族の日常生活やQOLに及ぼす影響を理解できる。
3.高齢者の健康障害の特徴をふまえた日常生活援助の方法が理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 1.高齢者の特徴的な症状と看護／ （1）廃用症候群 講義

2 　高齢者の特徴的な症状をもつ対象の、

3 　生活機能を支える看護が理解できる （2）脱水症

4

5 （3）摂食・嚥下障害

6

7 （4）瘙痒症

8 （5）尿失禁・便秘・下痢

9

10 （6）視覚・聴覚障害

11

12 （7）骨粗鬆症

13 （8）うつ・せん妄

２.高齢者の特徴的な疾患と看護／　 （1）感染症

　高齢者の特徴的な疾患と、生活機能を 　・感染症の罹患予防と感染拡大防止

15 　支える看護が理解できる （2）認知症

16 　・認知症の病態と治療

17 　・認知症高齢者へのQOLをふまえた看護

18 （3）パーキンソン症候群 講義

19 　・パーキンソン症候群の病態と治療

20 　・パーキンソン症候群のQOLをふまえた看護

21 （4）大腿部頸部骨折 講義

22 　・加齢による骨折の特徴と要因

　・治療と援助

23 （5）人工関節置換術を受ける患者の看護

24 　・関節可動域障害・筋力低下の原因と程度

　・症状とその看護

25 ３．治療と看護／ （1）薬物療法を受ける高齢者の看護 講義

26 　治療を受ける高齢者の特徴をふまえた （2）リハビリテーションを受ける高齢者 GW・発表

27 　看護が理解できる 　の看護

28 （3）受療形態に応じた高齢者の看護

29

30 試験

¥2,916

¥2,484

狩野

狩野・樽見・米谷・恵美

専門分野Ⅱ 老年看護学援助論Ⅱ

担当講師 狩野　智子　 ・恵美　真由美　・　米谷　孝次　・樽見　優季

授業概要 高齢者に特徴的な症状と看護、特徴的な疾患と看護について理解する。

ねらい

単元名/単元目標 学習内容

惠美

米谷

樽見

狩野

14

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　老年看護　病態・疾患論 医学書院

評価方法・配点

テキスト

備考

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　老年看護学 医学書院

筆記試験100点（狩野50点、恵美20点、米谷15点、樽見15点）
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年前期 単位 1 時間数 15

1.健康障害のある高齢者を、生活機能の視点でアセスメントし看護過程を展開する方法を理解する。

2.退院を視野に入れ、家族への介入の必要性も考えられる。

時間数 授業形態 担当

1 1．看護過程の展開／ 事例（脳梗塞後遺症にて右上下肢麻痺のある 講義

　健康障害をもちながら、生活の再構築 高齢患者　回復期）配布

　が必要な高齢者の看護過程の方法が理 オリエンテーション　

　解できる （１）老年看護過程の考え方

2 ・生活機能の観点からのアセスメントについて

・病態と生活機能の関連について考える。

・対象の持てる力について考える。

（２）アセスメントの視点について

・病期（全体像シートを用いた疾患の経過）

・対象の機能評価について

・発症前のADLレベルの情報の必要性について

・再発リスク、合併症、二次的障害の有無

・患者の意欲と家族サポートレベルについて

・情報を関連させて、充足未充足の判断

　をする必要性について

・老年期の特徴を踏まえる必要性について

（３）基本情報用紙への情報整理 演習（GW）

3 演習

4 （GW）

5 （ヘンダーソンの理論に沿って、情報の整理・

6 分析・解釈・判断をし、対象に必要な看護

7 の方向性を考える。

8

9 （５）全体像への情報整理 演習

・対象の疾患の状況を理解する。

10 ・全体像に情報を整理することで、対象を

　1人の人として捉える。

11 （６）看護問題の明確化 講義

12 （情報を関連させ、何が原因・誘因

　で、どのような問題が起きているか明

　確にする。）

13 （７）看護計画立案 講義

14 　（対象の状況を踏まえた目標設定と、目標

　　達成に向けた具体的な援助を考える。）

15 試験

評価方法・配点 グループワーク状況10点　課題レポート20点　筆記試験70点

系統看護学講座　専門Ⅱ　老年看護学 医学書院 ¥2,916

看護過程を使ったヘンダーソン看護論の実践　　第４版　　　　　　　 ヌーヴェルヒロカワ¥2,160

ヘンダーソンの基本的看護に関する看護問題リスト　　　　　　　　　ヌーヴェルヒロカワ ¥1,080

ねらい

単元名/単元目標

テキスト

備考

専門分野Ⅱ 老年看護学援助論Ⅲ

担当講師 狩野　智子

授業概要 事例を通して、高齢者の特徴をふまえた看護過程を展開する能力を養う。

学習内容

狩野

個人
ワーク

（４）基本的欲求に関する情報収集とアセ
スメント
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年 単位 1 時間数 30

1．小児看護の概念と対象である小児と家族について理解できる。

2．小児とその家族を取り巻く環境を理解できる。
時間数 授業形態 担当

1 （1）小児看護のめざすところ 講義

2 （2）小児と家族の諸統計

（3）小児看護の変遷

（4）小児看護における倫理

（5）小児看護の課題

3 2．小児の成長・発達/ （1）成長・発達とは 講義

　小児の成長・発達について理解できる （2）成長・発達の進み方

（3）成長・発達に影響する因子

（4）成長・発達の評価

4 (5)成長発達の評価演習 演習

5 　

6 （1）新生児期の特徴と看護 講義

7

8 （2）乳児・幼児・学童・思春期

9 　　・青年期の特徴と看護

10

11

12

13

14

15

16 （3）小児にとっての栄養の意義 講義

17 （4）食事摂取基準

18 （5）発達段階別の小児の栄養の特徴

19 　　　と看護

20 4．小児と家族を取り巻く社会/ （1）家族の特徴とアセスメント 講義

21 　小児とその家族を取り巻く環境と社会 （2）児童福祉・母子保健・医

22 　について理解できる 　　　療費の支援・予防接種・学

23 　　　校保健・特別支援教育・臓

24 　　　器移植法

25 （3）子どもの虐待と看護

26

27

28  (4)演習

29 　　育児（おむつ・衣服交換・抱っこ）

30 　　試験

系統看護学講座　専門分野Ⅱ小児看護学【１】小児看護学概論　小児臨床看護総論医学書院 ¥3,024

系統看護学講座　専門分野Ⅱ小児看護学【２】小児臨床看護各論 医学書院 ¥3,564

備考

山内

　各期の特徴を理解し、各期に応じた看護

評価方法・配点 筆記試験　70点   演習　30点

学習内容

3.小児各期の特徴/

　が理解できる（小児の栄養含む）

  ・パーセントタイル値・カウプ指数

　・デンバー発達判定法

　　ローレル指数・肥満度

　課題・問題について理解できる

　・遠城寺式乳幼児分析的発達検査法

専門分野Ⅱ 小児看護学概論

担当講師 山内　佳恵

授業概要
新生児期から思春期までの身体的、精神的、社会的発達を段階的に学習し、小児期の成長・発達の
特徴を理解する。また、小児が影響をうける環境を理解し、小児看護の課題や問題について学ぶ。

ねらい

単元名/単元目標

1.小児看護の特徴と理念/

　小児看護の対象、目標・役割、小児看護の・

テキスト
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年前期 単位 1 時間数 15

時間数 授業形態 担当

1 （1）成長・発達 講義

2

　病態生理とその診断・治療について理解

3 （2）染色体異常・胎内環境により発症する

4 　　先天異常、新生児の疾患の症状・診断・

　　治療

5 （3）呼吸器疾患の症状・診断・治療

6 （4）感染症の症状・診断・治療

（5）循環器疾患の症状・診断・治療

7 （6）消化器疾患の症状・診断・治療

8 （7）腎・泌尿器および生殖器疾患の症状・

　　診断・治療

9 （8）内分泌代謝系疾患の症状・診断・治療

10

11 （9）免疫・アレルギー・リウマチ性疾患の

　　症状・診断・治療

12 （10）血液造血器、悪性新生物疾患の症状・

　　診断・治療

13 （11）神経疾患の症状・診断・治療

（12）運動器疾患の症状・診断・治療

14 （13）皮膚・眼・耳鼻咽喉疾患の症状・診断

　　・治療

（14）精神疾患の症状・診断・治療

15

系統看護学講座　専門分野Ⅱ小児看護学【１】小児看護学概論　小児臨床看護総論医学書院

系統看護学講座　専門分野Ⅱ小児看護学【２】小児臨床看護各論 医学書院

専門分野Ⅱ 小児看護学援助論Ⅰ

担当講師 伊藤　善也　・　佐藤　智信 　・菅沼　隆　・越田　慎一

授業概要 小児特有の疾患の病態生理、疾患や症状に対する診断・検査・治療について学ぶ。

ねらい

単元名/単元目標

1.小児の疾病・障害/

　小児期に多い疾患・小児に特有な疾患の

1．小児に特徴的な健康障害・疾患の特徴が理解できる。

2．疾患が小児の成長・発達へ及ぼす影響についてわかる。

学習内容

伊藤

　できる
越田

菅沼

伊藤

佐藤

伊藤・佐藤・菅沼・越田

評価方法・配点 筆記試験　100点（伊藤30点・佐藤30点・菅沼30点・越田10点）

テキスト

  試験

備考
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 ２年 単位 1 時間数 30

時間数 授業形態 担当

1 （1）病気・障害を持つ小児と家族の看護講義・演習

2 （2）入院中の小児と家族の看護

3 （3）外来における小児と家族の看護

4 （4）在宅療養中の小児と家族の看護

5 （5）災害時の小児と家族の看護

6 （6）慢性期にある小児と家族の看護

7 （7）急性期にある小児と家族の看護

8 （8）周手術期の小児と看護

9 （9）終末期の小児と家族の看護

10 （10）症状を示す小児の看護

11 （11）活動制限・隔離が必要な小児と家族

12 （12）障害のある小児と家族の看護

13
14
15

16 （1）染色体異常・胎内環境により発症する講義

　　先天異常、新生児の疾患看護

17 （2）内分泌代謝系疾患看護

18 （3）腎・泌尿器および生殖器疾患看護

（4）免疫・アレルギー・リウマチ性疾患

　　看護

20 （5）感染症の看護

21 （6）呼吸器疾患看護

22 （7）神経疾患看護

23 （8）循環器疾患看護

24 （9）皮膚・眼・耳鼻咽喉疾患看護

25 （10）消化器疾患看護

26 （11）血液造血器、悪性新生物疾患看護

27 （12）運動器疾患看護

28 （13）精神疾患看護

29 （14）事故・外傷、救急救命処置が必要な

　　　小児と家族への看護

30

系統看護学講座　専門分野Ⅱ小児看護学【１】小児看護学概論　小児臨床看護総論医学書院

系統看護学講座　専門分野Ⅱ小児看護学【２】小児臨床看護各論 医学書院

　小児に特有な疾患に対する小児と家族

　への看護について理解できる

2．疾患看護/

　る

朝岡

　解し、健康状態に応じた看護が理解でき

専門分野Ⅱ 小児看護学援助論Ⅱ

担当講師 山内　佳恵・朝岡　真奈美・竹内　亜希子

授業概要
小児の健康が小児及び家族に及ぼす影響をとらえ、様々な状況にある小児と家族の看護を症状・疾患
別に分けて学習する。

ねらい

単元名/単元目標

1．症状・疾患をもつ小児の看護/

　健康障害が小児と家族に与える影響を理

1．小児に特徴的な健康障害・疾患の特徴に応じた看護が理解できる。

2．疾患が小児と家族に及ぼす影響をとらえた小児と家族への看護が理解できる。

学習内容

山内

竹内

19

朝岡

竹内

竹内

朝岡

　　試験
評価方法・配点 筆記試験（朝岡20点・竹内30点　山内　50点）

備考

テキスト

山内・朝岡・竹内
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年後期 単位 1 時間数 30

時間数 授業形態 担当

1 （1）コミュニケーション 講義

2 （2）バイタルサイン 演習

3 （3）身体計測

4 （4）小児にとっての検査・処置体験 講義

5 　　　と看護の実際

6 （5）検査・処置 講義

7

8

9 （6）バイタルサイン・身体計測 演習

10

11 事例：肺炎で入院した４歳女児 講義

12 ＧＷ・発表

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23 （1）対象の発達段階、症状・疾患に ＧＷ・発表

24 　　応じた遊び（幼児期・学童）

25

26

27

28

29 ４．療養生活指導/ （1）発達段階・疾患・症状に応じた 講義

　対象の発達段階、家族状況、症状・疾患 　　療養生活指導

　に応じた療養法について考えることがで

30

系統看護学講座　専門分野Ⅱ小児看護学【１】小児看護学概論　小児臨床看護総論医学書院 ¥3,024

系統看護学講座　専門分野Ⅱ小児看護学【２】小児臨床看護各論 医学書院 ¥3,564

備考

テキスト

３．症状・疾患に応じた遊び/

　事例を通して対象の発達段階、症状・疾

　患をふまえた遊びを考えることができる

評価方法・配点

山内

　きる

　　試験

　筆記試験　30点　　演習・課題レポート70点

ねらい

単元名/単元目標

1.小児看護技術/

　小児看護に必要な基本的技術や検査・処

1．小児看護における基本的技術がわかる

2．疾患をもつ小児のアセスメントをし、必要な看護がわかる

学習内容

　置をうける小児の看護が理解できる

　きる

専門分野Ⅱ 小児看護学援助論Ⅲ

担当講師 山内　佳恵

授業概要
小児看護において必要な基本的看護技術を習得する。また、事例を通して、小児の特徴をふまえ、
看護過程を展開する能力を養う。

　事例を通して健康障害をもつ小児を総合

　的に理解し、看護実践につなぐことがで

2．看護過程の展開/
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年前期 単位 1 時間数 30

1．母性看護の概念および動向、対象の特徴について理解する。

2．女性のライフスタイル各期の特徴と看護について理解する。

3．女性生殖器の疾患をもつ患者の看護を理解する。

時間数 授業形態 担当

1 (1)母性とは　(2)母子関係と家族発達 講義/演習

2 (3)セクシュアリティ　(4)リプロダクティブ

3 ヘルス/ライツ　(5)ヘルスプロモーション

4 (6)母性看護の在り方　(7)母性看護における倫理　

(8)母性看護における安全・事故予防

5 (1)母性看護の歴史的変遷と現状

6 (2)母性看護の対象を取り巻く環境

7 (1)女性のライフサイクルにおける形態・機能の変化、

　生殖器の形態・機能、妊娠の成立、性分化の

8 　メカニズム

9 (2)女性のライフサイクルと家族・家族の発達段階

10 (3)母性の発達・成熟・継承、ジェンダー、父性

11  (1)ライフサイクルにおける女性の健康と看護の必要性、性周期　　

12 (2)各期の健康と看護

13 ①思春期の特徴と健康問題（月経異常、性感染症、

14 　妊娠、月経に関する健康教育・性教育）

15 ②成熟期の特徴と健康問題（月経随伴症状、月経

16 　困難症、子宮筋腫・子宮内膜症・生殖器悪性腫瘍）

17 ③更年期の特徴と健康問題（更年期障害、不定愁訴、

18 　ホルモンの変化、閉経、尿失禁、骨粗鬆症、うつ）

④老年期の特徴と健康問題（女性生殖器疾患、

　精神疾患、骨盤臓器脱、老人性膣炎、外陰炎）

19 (1)家族計画　(2)性感染症と予防

20 (3)HIV感染症看護　(4)人工妊娠中絶と看護

21 (5)喫煙女性の健康と看護

22 (6)性暴力を受けた女性に対する看護

(7)国際化社会と看護

23 6.女性生殖器系の看護/ (1)外来・病棟における看護

24 ・正確な診療介助の必要性がわかる (2)診療介助における看護

(3)症状とその病態に対する看護

25 (4)臓器別疾患看護

26 　できる ・子宮癌のある患者の看護、性感染症のある患者の看護

27 (1)乳腺系の疾患看護　　 講義

28 　・乳房腫瘍・乳房手術

29 　・化学療法・放射線療法・ホルモン療法

30

試験（小山田30点・宮下40点・住田15点・田邑15点）

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学[1]　母性看護学概論 医学書院 ¥2,400
系統看護学講座専門　専門分野Ⅱ　成人看護学[９]　女性生殖器 医学書院 ¥2,484

小山田

宮下

試験

テキスト

　特徴と健康問題が理解できる

備考

評価方法・配点

・リプロダクティブヘルスの概念に基づいた

5.リプロダクティブヘルスケア/

4.女性のライフステージ各期における看護/

　た家族計画などの基礎的知識が理解できる　

専門分野Ⅱ 母性看護学概論

担当講師 小山田　理恵　・　宮下 里弥　・　田邑　泰子 ・　住田　真弓

授業概要
母性看護学の対象は妊産褥婦を中心に胎児期から老年期までの幅広い年代の女性とその家族である。
ここでは対象の理解と母性看護学の基盤になる概念を理解し、母性看護の課題や問題について学ぶ。
また、女性生殖器の疾患をもつ患者の看護についても学習する。

ねらい

学習内容

 ・女性のライフサイクルとそれに伴う

単元名/単元目標

1.母性看護の基盤となる概念/

2.母性看護を取り巻く社会の変遷と現状/

・母性看護の対象について理解できる

・母性を取り巻く社会について理解できる

3.母性看護の対象理解/

・母性をめぐる様々な定義が理解できる

 田邑

　

住田

・女性生殖器疾患患者に必要な看護援助が理解

7.乳腺系の疾患看護
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年 単位 1 時間数 30

1.妊娠期・分娩期の対象の心身の変化と異常の徴候、セルフケアを促す看護について理解できる。
2.遺伝・不妊に関連する看護に必要な知識を理解することができる。

時間数 授業形態 担当

1 (1)妊娠期の身体的・心理・社会的特性 講義

2 (2)妊婦と胎児のアセスメント

3 　①妊娠と診断、妊娠期の検査

4 　レオポルド触診法　児心音聴取 演習

5 　②胎児の発育と健康状態の診断・母体計測演習

6 　③妊婦と胎児の経過の診断 講義

7 (3)妊婦と家族の看護

8 　①妊婦が受ける母子保健サービス

9 　②妊婦の保健相談の実際 演習

10 　・食生活・排泄・清潔・衣生活・活動と休息

11 　・勤労・性生活・親になるための準備教育

12 (4)妊娠の異常と看護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義

13 ①ハイリスク妊娠②妊娠期の感染③妊娠疾患　

14 ④多胎妊娠⑤妊娠持続期間の異常

15 2.分娩期における看護/9h (1)分娩の要素　娩出力・産道・娩出物 講義

16 ・分娩の経過に伴う身体心理的変化が理解 (2)分娩の経過

17 　できる。 (3)産婦・胎児、家族のアセスメント

18 ・分娩時のアセスメントと必要な援助が (4)産婦と家族の看護　

19 (5)分娩期の看護の実際

20 (6)分娩の異常と看護　

21 ・分娩時の異常と看護が理解できる。 ①産道の異常②娩出力の異常③胎児の異常による

22 分娩障害④胎児の付属物の異常⑤胎児機能不全

23 ⑥分娩時の損傷⑦分娩第３期・分娩直後の異常

24 3.母性の発揮を促す看護/6h (1)遺伝相談　出生前診断･着床前診断･ 講義

25 ・遺伝相談・不妊治療に関する対象の 　胎児・遺伝子治療・遺伝カウンセリング

26 特徴と看護について理解できる。 (2)不妊治療と看護　不妊と原因･不妊検査･

27 　不妊治療・治療を受けている女性の心理・

28 　社会的特徴、不妊夫婦の看護、治療妊娠時

29 　の看護、治療終結の看護

30

　筆記試験 江岸50点　　須藤35点　　水嶋15点

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学[1]　母性看護学概論 医学書院 ¥2,400

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学[2]　母性看護学各論 医学書院 ¥2,900

病気がみえるvol.10　産科　 メデイックメディア ¥3,300

1.妊娠期における看護/14h

・妊娠期の身体心理社会的変化が理解できる。

・妊婦と胎児の健康状態の必要な情報と

　アセスメントの視点が理解できる。

・正確な情報収集のための技術が理解できる。

須藤

水嶋

備考

評価方法・配点

テキスト

試験

　理解できる。

ねらい

単元名/単元目標

専門分野Ⅱ 母性看護学援助論Ⅰ

担当講師 江岸　理子　・　須藤　知早　・　水嶋　美佐子

授業概要

母性看護学概論の学習内容を基盤に、最も母性を発揮し援助を多く必要とする妊娠・分娩期の看
護援助について学習する。正常な経過と異常の徴候を並列して学び理解を深める。周産期にある
対象が日常生活における基本的なセルフケアを維持・促進するための看護について学び、技術も
実際に行う。また、近年増加している遺伝相談・不妊治療に関する看護を学ぶ。

学習内容

・妊娠を継続させるための看護が理解できる。

・妊娠期の異常と看護が理解できる。
江岸
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年後期 単位 1 時間数 30

1.産褥期における対象の心身の変化と異常の徴候、母性の発達を促す看護について理解できる。
2.新生児の生理的変化、異常の徴候、新生児の安全と成長発達を促す看護について理解できる。
3.新生児に必要な看護援助技術が習得できる。

時間数 授業形態 担当

1 (1)産褥経過 講義

2 (2)褥婦のアセスメント

3 (3)褥婦と家族の看護

4 　①身体機能の回復および進行性変化への看護

　・セルフケア不足に関する看護

5 　　産褥体操、栄養、排泄、清潔、乳房ケア

6 　・セルフケア能力を高める看護 演習

7 　　悪露・感染・乳房トラブル

8 　②育児技術にかかわる看護 演習

9 　・授乳・搾乳・更衣・沐浴（新生児と合わせて）

10 　③児との関係確立・家族関係再構築 講義

11 (4)施設退院後の看護

12 (5)産褥の異常と看護

13 ①子宮復古不全②産褥期の発熱③産褥血栓症

14 ④精神障害⑤異常のある褥婦の看護

15 2.新生児期における看護/15h (1)新生児の生理 講義

16 (2)新生児のアセスメント

17 　①新生児期の健康状態のアセスメント

18 　・バイタルサイン測定 　・身体計測

19 　・子宮外生活への適応状態のアセスメント

20 (3)新生児の看護

21 　・出生直後・退院時まで：清潔・臍帯処置

22 　・新生児の栄養・医療事故

23 (4)退院時の看護

24 (5)育児技術にかかわる看護 演習

25 　・授乳・搾乳・更衣・沐浴・オムツ交換

26 (3)新生児の異常と看護 講義

27 ①新生児仮死②分娩外傷

28 ③低出生体重児

29 ④高ビリルビン血症

30

　筆記試験（佐藤45点+鹿又45点）+技術演習（沐浴手順書・演習後レポート10点）

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学[1]　母性看護学概論 医学書院 ¥2,400

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学[2]　母性看護学各論 医学書院 ¥2,900

病気がみえるvol.10　産科　 メデイックメディア ¥3,300

佐藤

鹿又

　褥婦・家族の心理的・社会的変化が理解できる

・子供が誕生することで、家族すべての生活や

　行動に影響を受けることが理解できる。

・新生児の異常について理解し看護の役割を

備考

試験

評価方法・配点

テキスト

ねらい

単元名/単元目標

1.産褥期における看護/14h

・産褥期の身体的変化が理解できる。

　理解できる。

専門分野Ⅱ 母性看護学援助論Ⅱ

担当講師 佐藤　奈美　・　鹿又　亜由紀

授業概要

母性看護学概論・母性看護学援助論Ⅰの学習内容を基盤に、最も母性を発揮し援助を多く必要と
する産褥期・新生児期の看護援助について学習する。正常な経過と異常の徴候を並列して学び理
解を深める。周産期にある対象が日常生活における基本的なセルフケアを維持・促進するための
看護について学び、技術も実際に行う。

学習内容

　環境、生理的変化を理解できる。

・新生児の成長・発達を促す看護を理解できる

・出生を境にした胎児から新生児への生活

　伴うニーズへの援助、育児技術の指導や

・産褥経過の診断、褥婦の健康状態、

・褥婦のセルフケア不足などの身体的変化に

　関わりなど褥婦が持ちやすい問題とその

　サポートについて理解できる。

・産褥期の心身の異常と看護が理解できる。
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年後期 単位 1 時間数 15

時間数 授業形態 担当

1 (1)妊婦についての情報 講義

(2)看護過程の展開 30歳台初産婦 演習

2 　①妊娠初期 つわり

アセスメント、看護問題、

3 看護目標・看護計画

　②妊娠中期 妊娠貧血

4 アセスメント、看護問題、

看護目標・看護計画

5 　③妊娠末期 就業と早産リスク、出産準備

アセスメント、看護問題、

看護目標・看護計画　

6 2.分娩期の看護/3h (1)分娩についての情報 講義

・分娩期に生じやすい看護問題が理解できる (2)看護過程の展開

7 アセスメント、看護問題、

・夫婦の満足できる出産体験への援助を考える 看護目標・看護計画　

8 (1)産褥期の情報 講義

・産褥期に生じやすい看護問題が理解できる (2)看護過程の展開 演習

9 ・ヘンダーソンの項目の未充足状況を考えられる アセスメント、看護問題、

・産褥期の心身の休息、乳汁分泌、育児技術 看護目標・看護計画　

10

11

12

13 (1)新生児についての情報 講義

(2)看護過程の展開 演習

14 ・黄疸や体重が生理的範囲内で経過するため アセスメント、看護問題、

　の具体策が理解できる 看護目標・看護計画

15

　提出物100点

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学[1]　母性看護学概論 医学書院 ¥2,592

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学[2]　母性看護学各論 医学書院 ¥3,240

体重減少率
10％の意味と

看護

便秘・乳房ト
ラブルのある

褥婦

3.新生児期の看護/3h

・新生児期に生じやすい看護問題が理解できる

　習得に向けた看護、異常の早期発見と対処

　に関連した具体的看護援助を考えられる。

備考

・新生児の環境調整の必要性がわかる

評価方法・配点

テキスト

・セルフケア能力を高める必要性について

専門分野Ⅱ 母性看護学援助論Ⅲ

担当講師 小山田　理恵

授業概要

紙上事例により、1人の女性の妊娠期・分娩期・産褥期の情報を段階的に提供し、各時期の状態を
分析解釈し、看護過程を学習する。また、その事例の新生児の情報から状態を分析・解釈し、必要
な看護を考える。身体的側面だけでなく、新生児の誕生と母子相互作用、家族の発達について考え
る。

1.妊娠期の看護/5h

・妊娠初期・中期・末期に生じやすい看護

　問題が理解できる

ねらい
1.紙上事例を通して周産期におこりやすい看護上の問題を理解し、必要な看護を展開できる基礎的能力を養
う。

単元名/単元目標 学習内容

小山田３.産褥期の看護/5h

　理解できる

・実施と評価の視点について理解すること

・目標と具体策について考えることができる

・分娩が円滑に進行するための援助がわかる

　ができる
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年前期 単位 1 時間数 30

時間数 授業形態 担当

1 (1)精神の健康（2）精神看護の役割 講義

2 課題レポート「心の健康」

3 (3)精神障害とは　(4)精神の健康とは

4 (1)人間の心の諸活動

5 　①意識と認知機能　②知能　③感情

6 　④人格と気質

(2)心の仕組みと人格の発達

7 　①フロイト精神分析・防衛機制

8 　②エリクソンの漸成的発達理論

　③対象関係論

9 (3)心の危機とストレス

10 　①危機理論　②ストレスコーピング

課題レポート「自己の防衛機制と対処の傾向」

11 (1)家族の役割関係と感情

12 (2)人間と集団

13 (3)社会の変化と心の不調

テーマを選択し、グループワーク学習 演習

14 「いじめ」「引きこもり」などについて

15 原因・分類・発現しやすい年代・現状

16 ・対策・感想を発表する ＧＷ発表

17

18 (1)日本の精神科医療の現状と課題

19 (2)ICFの考え方、精神障害の予防

20 (3)精神障害者の体験世界

21 (4)精神障害者の回復

22 ５．社会の中の精神障害/２h (1)精神障害と治療の歴史 講義

23 (2)日本の精神医療のながれ

(3)精神障害と文化　(4)スティグマ

24 ６．精神障害と法律・制度/６h (1)法律と位置づけ　知的障害、精神障害

25 精神障害者を支援する環境と課題を理解する(2)国連決議・憲法・関連法

　　障害者社会福祉の理念

26 (3)制度・社会福祉施設

27 　医療サービス、生活支援、就労

28 (4)エンパワメント 当事者インタビュー

29 (５)ノーマライゼーションと課題

30

南70点（筆記試験40+課題レポート30点）　林30点（筆記試験20点+課題レポート10点）

系統看護講座　専門分野Ⅱ精神看護学①　精神看護の基礎， 医学書院 ¥2,376

系統看護講座　専門分野Ⅱ精神看護学②　精神看護の展開， 医学書院 ¥2,484

林

評価方法・配点

筆記試験　

ねらい

単元名/単元目標

３．関係のなかの人間/７h

学習内容

1.精神の健康と障害/4h

心の健康を考え精神障害の概要を理解する。

1.こころの発達と健康について基礎的知識を学び、自己のこころの発達・健康について考える機会とする

2.精神障害者の社会的立場を理解し看護者としてノーマライゼーションの視点をもつことができる。

南

４．精神看護学の対象/４h

精神障害者の苦痛と回復について理解する。

専門分野Ⅱ 精神看護学概論

担当講師 南　里江子　・　林　浩幸

授業概要
ライフサイクルにおけるこころの発達と健康について学び、精神障害の基本的な考え方と理解を深
め、精神看護や保健活動についての基礎的知識の基盤をつくる。

備考

家族・社会集団と人間の関連を理解する。

２.人間の心のはたらき/6h

人間の心の機能と危機について理解する。

テキスト

精神障害者の置かれた立場を理解する。
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年 単位 1 時間数 15

1.精神障害の症状、診断と分類、検査と治療について学習し、精神障害のある患者の対象理解を
　深める。

時間数 授業形態 担当

1 (1)脳の仕組みと精神機能 講義

2 　脳の仕組みと精神機能を理解し、精神科①脳の部位とニューロン・シナプス②神経伝達物質

　における治療の基本的知識を理解する (2)臨床検査 ①脳波②画像診断③脳脊髄液

(3)心理検査 ①知能　②記銘力　③人格

(4)薬物療法

向精神薬の分類と効果・適応・副作用

(5)電気けいれん療法

6/21 3 (6)精神療法 (7)リハビリテーション療法

4 ２．精神疾患・精神症状の定義・症状・ (1)精神疾患の基礎知識

　　診断・治療/11h ①精神疾患の概念

　主な精神疾患の症状・治療について ②ICD-10とDSM-Ⅴ

(2)主な疾患

②精神作用物質使用による精神・行動の障害

　　アルコール依存症

5 ①器質性精神障害

6 　　認知症、てんかん

7 ④気分障害

8 　双極性障害　抑うつ障害

9 ⑥摂食障害、非器質性睡眠障害

10 ⑧神経発達症候群

11 ③統合失調症

12 ⑦パーソナリティ障害

13 ⑤神経性障害、ストレス関連障害、身体表現障害

14

10/19 15 嶋田・伊藤
・柏木・早坂

筆記試験　100点（嶋田25　早坂25　柏木15　伊藤35）

系統看護講座　専門分野Ⅱ精神看護学①　精神看護の基礎， 医学書院 ¥2,376

系統看護講座　専門分野Ⅱ精神看護学②　精神看護の展開， 医学書院 ¥2,484

学習内容

筆記試験

評価方法・配点

テキスト

備考

ねらい

単元名/単元目標

1．精神疾患の理解と治療/３h
6/14

専門分野Ⅱ 精神看護学援助論Ⅰ

担当講師 嶋田　進一郎・早坂　郁・伊藤　哲寛・柏木　智則　　

授業概要 精神障害の病態生理、疾患や症状に対する診断・検査・治療について学ぶ。

嶋田

嶋田

6/28 早坂

　理解する

7/12 早坂

10/4 柏木

10/９ 伊藤
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年後期 単位 1 時間数 30

1．精神障害をもつ対象を理解し、症状に応じた看護の方法を理解する。

2．精神障害をもつ対象が地域で生活するための支援の方法を理解する。

時間数 授業形態 担当

1 (1)治療的関わり (2)入院の目的と意味

2 (3)精神科病棟の特徴

3 (4)入院時のアセスメント

4 (5)患者の権利擁護

5 (6)リスクマネジメント　行動制限と処遇

6 ①自殺　②暴力　③無断離院

7 (1)空気・水・食物　(2)排泄とそのプロセス

8 (3)清潔と身嗜み、身の回りの整理整頓

9 (4)活動と休息

10 (5)孤独と社会との関りのバランス

(6)安全を保つ能力、私物と金銭

11 (1)興奮　(2)抑うつ　(3)躁

12 (4)幻覚・妄想

13 (5)せん妄　(6)不安　(7)暴力 生駒

14 (8)強迫　(9)無為・自閉　(10）拒絶

15 (11)水中毒

16 (12)不眠　(13）希死念慮・自殺企図

17 (14）アディクション　アルコール依存

18 (1)薬物療法における看護

19 /4h (2)心理社会的療法　(3)ＥＣＴ時の看護

20 (4)心身相関と健康、心身症

21 (5)リエゾン精神看護

22 ４．精神障害者の回復と地域における(1)精神科におけるリハビリテーション

23 　　ケア/8h リカバリー・ストレングス・エンパワメント

(2)家族の看護

24 (3)長期入院患者の地域移行支援

25 (4)地域における精神障害者支援

26 (5)精神科訪問看護

27 (6)社会資源活用とケアマネジメント、行政との連携

28 (7)精神科作業療法

29 (8)他職種との連携

30

筆記試験100点

系統看護講座　専門分野Ⅱ精神看護学①　精神看護の基礎， 医学書院 ¥2,376
系統看護講座　専門分野Ⅱ精神看護学②　精神看護の展開， 医学書院 ¥2,484

　看護実践のための根拠がわかる　精神看護技術 メジカルフレン
ド社

金山

金山

吉田

武藤

評価方法・配点

武田

薬物療法時の看護とリエゾンについ
て理解する 武田

武田
精神障害者の回復状態を理解し、地
域で生活するために必要な看護支援
を理解する

吉田

テキスト

小林

生駒
精神症状、支援が必要な状態におけ
る看護の方法を理解する

備考

筆記試験

講義

新村
精神障害をもつ対象の特徴や必要な
看護援助の概要について理解する

新村

新村

３．治療における看護ケアとリエゾン

小林

ねらい

学習内容

２．普遍的セルフケア支援/４ｈ

３．症状の看護/７ｈ

単元名/単元目標

１．安全な治療環境への看護/７ｈ

精神障害をもつ患者に共通するセル
フケア支援について理解する

専門分野Ⅱ 精神看護学援助論Ⅱ

担当講師 小林さつき・武田美恵子・生駒初美・金山幾代・新村はるか・吉田小百合・武藤健大

授業概要
精神障害をもつ対象に主要症状、疾患、治療処置別の看護の方法および、地域における看護につい
て学ぶ。
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年後期 単位 1 時間数 30

1．患者‐看護師関係構築・発展のための基礎的知識・技術を身につける。

2．紙上事例展開により精神障害をもつ対象を理解し、対象に適した看護を考える。

時間数 授業形態 担当

1 (1)ケアの原則 講義/演習

2 ①尊厳の尊重　②接近と境界

3 ③秘密と金品の授受　

4 (2)ケアの方法

5 ①そばにいること　②遊びとユーモア

6 ③話を聞くこと　④受けとめること

7 ⑤話をすること　⑥自分を出す

8 ⑦相手を知る質問　⑧自己決定を支える

⑨気持ちに焦点をあてる　⑩率直さ　⑪承認

9 ２．患者‐看護師関係/7h (1)看護理論 講義

10 プロセスレコードで自己を振り返ることの①ペプロウ　②トラベルビー

11 意義を理解し、自己理解を深められる。 (2)プロセスレコード 講義

12 患者-看護師関係に関する看護理論を ①目的（復習）

13 読み、自己の看護観を深められる。 ②場面の再構成と考察 演習

14 　自己理解を深めるために

15

16 ３．看護師のメンタルヘルス/6h (1)感情労働

17 看護の役割と自己の感情に関する問題を (2)共感とは

18 知り、対処行動を考えることができる (3)バーンアウト

19 (4)リアリティショック

20 (5)感情労働を生きのびるために

21

22 ３．紙上事例展開/8h (1)統合失調症の事例展開

23 症状や患者の生きにくさを理解し、対象に被害妄想のある成人患者 演習

24 適した看護援助を考えることができる 回復期から退院に向けて

25 ①個人ワーク

26 ②グループワーク

27 ③看護展開発表

28

29

30

筆記試験30点　＋　提出課題20点　＋　看護論レポート20点　＋　紙上事例展開30点

系統看護講座　専門分野Ⅱ精神看護学①　精神看護の基礎， 医学書院 ¥2,376
系統看護講座　専門分野Ⅱ精神看護学②　精神看護の展開， 医学書院 ¥2,484
　看護実践のための根拠がわかる　精神看護技術 メジカルフレン

ド社

参考図書 ウィーデンバック；コミュニケーション,日本看護協会出版会　
仲間とみがく看護のコミュニケーションセンス，大森武子他，医歯薬出版株式会社

備考

南

評価方法・配点

筆記試験

学習内容

コミュニケーション技法を身につける

テキスト

専門分野Ⅱ 精神看護学援助論Ⅲ

担当講師 南　里江子

授業概要
人間関係形成技術を基盤とし、精神的支援が必要な対象者に必要な看護援助技術を学ぶ。看護師
のメンタルヘルスの維持について学ぶ。事例を通して看護過程を展開する能力を養う。

ねらい

単元名/単元目標

１．援助技術の構築/8h

患者・看護師関係構築のために基本的な
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北⾒医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

専門分野Ⅱ 成人看護学実習Ⅲ 開講時期 ３年 単位 2 時間数 90

担当教員

実習の考え方・
実習方法

実習目的

実習目標

授業形態

評価方法・配点

テキスト 適宜紹介

備考

天谷　美紀

　成人看護学実習Ⅲでは、急性期にある患者の特徴を理解して、危機的状況に応じた看護を学ぶ。成人看護学実
習Ⅱまでに⾏った、慢性期、回復期、終末期で学んだ看護をふまえ、急性期にある対象に起きている変化・反応をもと
に、根拠をもって安全・安楽に配慮した看護援助ができる実習とする。また対象が受けている援助の必要性や、⾃分
⾃⾝の⾏った看護援助の妥当性についても考えられるようにする。
　さらに急性期における看護師の役割を学びチームの連携の⼤切さを理解する。実施した⾃⼰の援助を振り返り課題
を表現することができる。

急性期にある対象の危機的状況に応じた看護を理解することができる。

1．急性期にある対象の特徴を理解することができる。
2．急性期にある対象の看護援助の必要性を理解し実施及び⾒学ができる。
3．看護援助を振り返り、内容を評価・考察することができる。
4．急性期看護の役割や特徴が理解できる。
5．実習を振り返り残された課題を表現することができる。

実習

評価表参照（100点）
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北⾒医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

専門分野Ⅱ ⽼年看護学実習Ⅰ 開講時期 ２年前期 単位 2 時間数 90

担当教員

実習の考え方

実習方法

実習目的

実習目標

授業形態

評価方法・配点

テキスト 適宜紹介

評価表参照（100点）

備考

狩野　智子

　⽼年看護学実習Ⅰは、1年次の基礎看護学実習を終え2年次はじめての実習である。基礎看護学実習では、人
間関係構築に必要なコミュニケーション技術や⽇常⽣活における基本的ニーズについて考え、看護の必要性や援助方
法について学んでいる。⽼年看護学概論では⽼年期の特徴を、⽼年看護学援助論Ⅰでは高齢者の⽣活を⽀える看
護について学んでいる。

　⽼年看護学実習Ⅰ-１では、⽼人クラブでの実習とする。⽼人クラブの役割を知り、⽼年期にある人との⽣活体験や
交流する機会の少ない学⽣が、既習の知識と技術をもとにクラブ内のイベントに参加することで⽼年期にある人々に関
心を持ち、地域で⽣活する⽼年期にある健康な人の特徴や⾃⾝での健康の維持・増進の方法について学ぶ。また、ク
ラブ員との交流を通して、⽼年期にある人々を尊重する態度を養う。⽼年看護学実習Ⅰ-２では、病棟での実習を⾏
い⽼年看護学実習Ⅰ-１での学びを基に、健康障害を持つ高齢者を理解する。学⽣は患者を1名受持ち、疾患・治
療や療養環境を知り、これらが⽣活に及ぼす影響について考える。また、対象への⽇常⽣活援助の実施を⾏ない実
施した援助を振り返ることができるようにしたい。それぞれの実習では、学⽣としての役割をはたし、終了後は学びを共
有する。

地域で⽣活する健康な高齢者との関わりを通して、⽼年期の特徴を理解し高齢者を尊重する⼤切さを学ぶ。

１．⽼人クラブの意義と役割がわかる。
２．高齢者に関心を持ち、高齢者を尊重した態度がもてる。
３．地域で⽣活する健康な高齢者の特徴が理解できる。
４．看護学⽣としての⾃覚を持った⾏動ができる。
５．実習の学びを整理し共有することができる。

実習
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北⾒医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

専門分野Ⅱ ⽼年看護学実習Ⅱ 開講時期 ３年 単位 2 時間数 90

担当教員

実習の考え方

実習方法

実習目的

実習目標

授業形態

評価方法・配点

テキスト 適宜紹介

評価表参照（100点）

備考

狩野　智子

　⽼年看護学実習Ⅰ-１では、地域で⽣活する高齢者の理解、尊重する姿勢やコミュニケーションの方法について学
んだ。また⽼年看護学実習Ⅰ-２では、健康障害を持つ高齢者の理解や⽇常⽣活の援助について学んだ。
　⽼年看護学実習Ⅱでは、看護の対象を高齢者⾃⾝だけではなく、家族も含め総合的に捉え⽼年看護に必要な基
礎的実践能⼒を養う。そして、看護を通して⽼年看護の考えを深められるようにする。

　⽼年期にある患者1人を受持ち、対象が健康障害により変化した⽣活を理解し、⽣活上の問題を⾒つけ残存機能
を活かし、対象が望ましい状態に変化できるように、看護計画を⽴案し看護過程を展開する。また、看護を通して対
象の⽣活史や価値観に触れることにより、高齢者を尊重する姿勢を養う。さらに、対象がより⼊院前の状態に近づくた
めに⽣活を⽀援する他職種との連携の必要性について学ぶ。

健康障害のある高齢者を総合的に理解し、⽣活上の問題を解決するために必要な看護を実践する。

　　１．健康障害のある高齢者を、⾝体的・精神的・社会的側⾯から理解することができる。
　　２．健康障害のある高齢者に、個別性をふまえた援助が実施できる。
　　３．受持ち対象に必要な、保健医療福祉制度や他職種との連携の必要性がわかる。
　　４．看護学⽣としての⾃覚と責任を持った⾏動を⾝につけることができる。
　　５．⽼年看護に必要なことが考えられる。

実習
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北⾒医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

小児看護学実習 開講時期 ３年 単位 2 時間数 90

実習
方法

実習
目的

実習
目標

実習
方法

実習
目的

外
来

病
棟

専門分野Ⅱ

担当教員

実習の考え方

　小児看護学実習Ⅰで学んだことをもとに、外来・病棟で小児とその家族の状態を理解し、その小児らしい⽣活や成
⻑発達ができるように病気による苦痛の緩和、健康の回復・維持・増進を図るための看護の実際を学ぶ。
　核家族化により、小児への接し方、健康問題が⽣じた際の対処の仕方などに不安を持つ家族が増えている。その
⼀方で在院⽇数の短縮化により、家庭での治療・処置を継続するケースも多く、家族を⽀援していくこと、外来・病
棟、他職種との連携が重要となっている。
　外来実習では、小児・家族の受診に同⾏し、外来受診の流れを知り、看護師の関わりを具体的に⾒て、小児・家
族に必要な⽀援を学ぶ。
　病棟実習では、病気や⼊院が小児・家族に及ぼす影響について考え、苦痛の緩和、健康回復・維持に向けて小
児とその家族に必要な⽀援を学ぶ。

小
児
看
護
学
実
習
Ⅰ

山内　佳恵

　小児看護は、健康不健康を問わず、すべての小児、そしてその家族を対象とする。小児期は、⼤人への成⻑発達
の過程であり、人間形成の基礎となる時期である。小児は⾃らのもてる⼒と環境との相互作⽤の中で家族を含め、
⼤人の養護を受けながら各時期の発達課題を達成し、成熟に向けてつねに変化する存在である。小児看護学実
習ではこれらの小児の特性をとらえ、小児らしい⽣活や成⻑発達ができるように、小児と家族を⽀援する看護の実際
を学ぶ。

幼児期にある対象を理解し、成⻑発達や基本的⽣活習慣の獲得を促す関わりを学ぶ。
幼
稚
園

　学⽣の背景として出⽣率の低下や核家族化により小児と接する機会が少なくなっている。そのため、幼稚園で健康
な小児との交流を通し、小児の成⻑発達や基本的⽣活習慣の獲得を促す関わりを学ぶ。

１．健康な幼児の成⻑発達を理解することができる。
２．健康な幼児の成⻑発達にあった⽀援の方法を理解することができる。

１．病気・⼊院が受持ち患児や家族へ及ぼす影響を理解することができる。
２．受持ち患児・家族へ必要な⽀援について理解し、実施または⾒学することができる。
３．小児看護について学んだことを述べることができる。
４．看護学⽣として適切な⾏動がとれる。

実習

評価表参照（100点）

外
来
実
習
・
病
棟
実
習

実習
目標

小
児
看
護
学
実
習
Ⅱ

備考

テキスト 適宜紹介

　小児とその家族を理解し苦痛の緩和、健康の回復・維持・増進を図るための看護の実際を学ぶ。

１．小児科外来看護の特徴を理解することができる。
２．看護学⽣として適切な⾏動がとれる。

授業形態

評価方法・配点
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北⾒医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

⺟性看護学実習 開講時期 ３年 単位 2 時間数 90

実習
目的

実習
目標

実習
方法

実習
目的

実習
目標

実習
方法

備考

分
娩
・
産
褥
・
新
⽣
児
期

授業形態 実習

評価方法・配点 評価表参照（⺟性看護学実習Ⅰ+⺟性看護学実習Ⅱ）

テキスト 適宜紹介

⺟
性
看
護
学
実
習
Ⅱ

１．産婦または褥婦を継続して受持ち、⾏動計画に基づき指導者とともに看護援助を実施する。
２．新⽣児を継続して受持ち、⾏動計画に基づき指導者とともに看護援助を実施する。
３．⼀組の⺟児を受持ち、１名は褥婦、もう１名は新⽣児を継続して受け持つ。翌週は先に褥婦を受け持った学
⽣は新⽣児、他方は褥婦を継続して受け持つ。
４．男子学⽣は必ず⼥子学⽣とペアになり実習を⾏う。

褥婦および新⽣児の看護援助の実際を通し、看護実践のための基礎的能⼒を養う。

１．分娩・産褥期・新⽣児期にある対象を理解し、必要な看護援助がわかる。
２．周産期の対象に必要な看護援助を実践できる。
３．看護学⽣として適切な態度で学習できる。
４．人間の営みと⽣命の尊さを実感し、⺟性観・⽗性観を育むことができる。

専門分野Ⅱ

担当教員 硯⾒　由江

実習の考え方

　⺟性看護学では、⺟性の⼀⽣を通じた健康の維持増進と疾病予防、妊産褥婦および新⽣児への看護活動、次
世代の健全育成について学習を深めてきた。近年の学⽣は少子・高齢社会に⽣まれ育ち、周産期にある看護の対
象に接する機会が少ない。そのような中で臨地実習においては、妊娠期にある⼥性とその家族、分娩を経て産褥期に
ある⼥性と新⽣児およびその家族との関わりを通して、統合体としての⺟性や、親となる家族を理解する機会とした
い。また、対象の⽣命と安全を守る観察の視点と看護技術を体験する機会とし、セルフケアを促す看護⽀援の実際を
体験するものとしたい。実習を通して、次世代が健康に⽣まれ育つことが人類の普遍的な願いであることを実感し、⺟
性看護の対象への看護⽀援の重要性を理解するとともに、学⽣⾃⾝の⺟性・⽗性を育む機会としたい。産褥・新⽣
児期は対象の変化が著しい。学⽣は対象の変化を捉え、指導者とともに安全な看護実践を体験できる実習とした
い。
　妊娠期の看護である⺟性看護学実習Ⅰを経てから、産褥・新⽣児期の看護である⺟性看護学実習Ⅱへ進めるよ
うな実習配置とする。

⺟
性
看
護
学
実
習
Ⅰ

妊
娠
期 １．産科外来で了解が得られた妊娠前期・中期・末期の妊婦の妊婦健診に付き添い、対象とコミュニケーションをと

り、情報を収集する。
２．健診時には観察・測定を⾏い、保健指導を⾒学する。
３．対象の状態をアセスメントし、必要な看護を考える。
４．男子学⽣は教員が外来に同⾏して実習する。

妊娠期にある対象に必要な看護を実践するための基礎的能⼒を養う。

１．妊娠各期の妊婦の⽣理的・心理社会的変化を理解し、必要な看護⽀援を理解する。
２．妊婦健診時の看護技術の⼀部を安全・安楽に実施できる。
３．看護学⽣としてふさわしい態度と⾏動ができる。
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北⾒医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

精神看護学実習 開講時期 ３年 単位 2 時間数 90

実習
目的

実習
目標

実習
方法

実習
目的

実習
目標

実習
方法

備考

１．精神障害により⼊院している患者を受持ち、病棟の看護計画に則り看護師と共に⽇常⽣活援助を⾏う。
２．⽇々の看護援助を考察し、場⾯の再構成（プロセスレコード）は２場⾯程度を考察する。

評価方法・配点 評価表参照（精神看護学実習Ⅰ+精神看護学実習Ⅱ）

テキスト 適宜紹介

授業形態 実習

専門分野Ⅱ

担当教員 南　⾥江子

実習の考え方

　現代社会では社会の変化に伴うさまざまな要因により心⾝に変調をきたしやすく、誰しもが心の病となり得る。精神
障害は5⼤疾病のなかでも患者数が最も多く、現代社会において精神看護のニーズは高まっている。精神看護の対
象者は精神障害により⽣きにくさを抱えた当事者だけでなく、その家族、コミュニティーをも含む。臨地で当事者との関
わりを通して対象を理解し、精神障害による⽣きにくさ、対人関係への影響、精神障害をもちながらもその人らしく⽣
きるためにどのような看護が必要かを考える。看護の対象および実習に関係する人々とのコミュニケーションを通して、
人間関係形成能⼒を高め、相⼿も⾃分も尊重する態度を培いたい。さらに⾃⼰の傾向を省察し⾃分の強みと課題
の理解を深める実習としたい。
　精神看護学実習Ⅰでは、知的障害のある対象も広義の精神障害ととらえ、地域で福祉施設を利⽤しながら⽣活
する精神障害のある人と関わり、人間関係を形成する能⼒を高め、対象理解を深める実習とする。また、ノーマライ
ゼーションや社会に対する働きかけを考える機会としたい。
　精神看護学実習Ⅱでは、⼊院している精神障害のある患者を受持ち、対象の苦しみに関心を寄せ、その人の⽣き
にくさを理解し、その人らしく⽣きていけるために必要な看護⽀援とはどのようなことかを考える。短い実習期間のなかで
学⽣が実践できることは多くはない。その中で、そばにいることの意味、患者や家族の尊厳を守ること、⾃分⾃⾝を理
解し⾃分を⼤切にすることの重要性、精神科だからこそ必要な⾝体的ケアに気づける実習としたい。学⽣個々が実習
をとおして学びえた「精神看護で⼤切なこと」を表現し、カンファレンスでグループメンバーと学びを共有したい。

精
神
看
護
学
実
習
Ⅰ

施
設
実
習

　地域社会で⽣活している精神に障害のある人の特徴と⽀援を理解する。

１．精神に障害のある人の社会保障制度を理解できる。
２．地域で⽣活している精神に障害のある人の特徴を理解できる。
３．精神に障害のある人への⽣活⽀援の実際をとおして必要な⽀援と課題を理解できる。
４．精神に障害のある人と対象を尊重した態度で接することができる。

施設の活動に沿って臨地実習指導者とともに⽣活⽀援や作業⽀援を⾏うなかで利⽤者と接する。

精
神
看
護
学
実
習
Ⅱ

病
棟
実
習
・
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
実
習

治療を必要とする精神に障害のある対象を理解し、看護を実践する基礎的能⼒を養う。

１．対象の思いや考えをありのままに受けとめ、意図的な関わりを⾏うことができる。
２．人と人との相互関係を理解し、⾃⼰の傾向に気付くことができる。
３．対象の症状と⽣活史の関連を考え、精神症状による対象の⽣きにくさを理解し、その人らしく⽣きるために必要
な看護援助を理解できる。
４．精神科デイケアにおける看護の役割を理解できる。
５．看護学⽣としての役割と⾃⼰成⻑を⾃覚し、精神看護における看護観を養うことができる。
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北⾒医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

専門分野Ⅱ 成人看護学実習Ⅰ 開講時期 ２年前期 単位 2 時間数 90

担当教員

実習の考え方・
実習方法

実習目的

実習目標

授業形態

評価方法・配点

テキスト 適宜紹介

評価表参照（100点）

備考

天谷　美紀

　成人看護学実習Ⅰは、⽼年看護学実習Ⅰ-2終了後の実習となる。⽼年看護学実習では⽼年期の発達段階を
理解し、⽇常⽣活状態の充⾜・未充⾜の判断について学習してきた。そのため、成人看護学実習Ⅰでは、慢性期、
回復期にある対象の⾝体的・心理的・社会的特徴について捉え、病気をもつ対象を統合的に理解して、安全・安楽
な看護援助を実施できるようにし、その人らしい看護とはどのようなことか考える。また、家族や社会で中心的役割を果
たす成人期の対象の、発達課題と役割を理解できるようにする。さらに、できるだけ早く対象が⾃⽴した⽣活が⾏える
ための関わりについて考えられるような実習とする。

対象の安全・安楽・⾃⽴性を考慮した看護を考える。

１．成人期にある対象の⾝体的・心理的・社会的特徴を理解する。
２．対象を統合的に理解する。
３．看護援助の必要性を理解する。
４．対象の意思を尊重しながら、安全・安楽な看護援助ができる。
５．看護師としての⾃⼰課題を明確にできる。

実習
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北⾒医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度
専門分野Ⅱ 成人看護学実習Ⅱ 開講時期 ２年後期 単位 2 時間数 90

担当教員

実習の考え方・
実習方法

実習目的

実習目標

授業形態

評価方法・配点

テキスト 適宜紹介

備考

天谷　美紀

　　成人看護学実習Ⅰでは、慢性期、回復期の対象を統合的に捉えて看護問題を明確にして対象の⾃⽴性を考え
ながら看護過程の展開を⾏うような実習を⾏った。そのため、成人看護学実習Ⅱでは慢性期、回復期に加え終末期
いずれかの病期にある対象が、その人らしい⽣活が送れるような看護の考え方を学べるようにする。看護過程では、対
象の⽇常⽣活状態を理解し、対象にとって最も優先順位の高い看護問題を理解して、看護目標を考えられるようにす
る。また、⾏っている看護援助と看護過程とのつながりを意識し、根拠をもった看護援助が⾏えるようにする。さらに、看
護師になる上での⾃⼰の課題を具体的にして、解決策について考える機会とする。

対象を統合的にとらえ、病期に合った看護過程を考える。

　１．成人期にある対象の⾝体的・心理的・社会的特徴を理解する。
　２．統合的に捉えた対象の病期をふまえた看護の方向性を明確にする。
　３．対象がより良い状態になるための看護援助の方法が理解できる。
　４．根拠をもった看護援助が⾏える。
　５．看護師としての⾃⼰の課題に対する解決策がわかる。

実習

評価表参照（100点）
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北見医師会看護専門学校　看護学科　講義内容録 2019年度

授業科目 開講時期 ２年 単位 1 時間数 30

１．在宅看護の目的を考えることができ、在宅看護の必要性を理解する。

２．在宅ケアチームの重要性と、在宅チームケアにおける看護職の役割を理解する。

３．在宅看護における看護者の倫理と、看護実践における倫理的ジレンマについて理解する。

４．在宅療養者の特徴と在宅療養の成立要件を理解する。

５．家族支援の必要性と介護負担軽減に向けた支援の方法を理解する。

月日 授業数 授業形態 担当

1 １．在宅看護の社会的背景

2

3 /日本の在宅看護の変遷と今後の課題がわかる

4

5

6

7

8

9

10

11 5．在宅看護における倫理

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21 ４．在宅療養者の家族への看護

22

23

24

25

26

27

28

29

30 　試験

筆記試験 100点
メディカ出版 ¥3,400

講義
演習 田中

ねらい

単元名/単元目標 学習内容

Ⅰ．在宅看護の概念

/在宅ケアにおける在宅看護の特徴・役割や機能がわか
る

２．在宅看護の基盤

/在宅看護における個人・家族と集団を対象とした目的
や活動の特徴がわかる

/在宅療養者への看護における看護者としての役割・機
能を説明できる

/介護形態の個別性に応じた在宅療養者への支援の必要
性がわかる

/家族に関するアセスメントを理解し、実践に結びつけ
ることが出来る

/在宅療養の場における家族の特徴がわかる

/日本の在宅看護が推進される社会的背景がわかる

3．地域療養を支える在宅看護の役
割・機能

統合分野 在宅看護論概論Ⅰ

担当講師 田中　愛

授業概要

在宅看護の変遷と社会背景を踏まえ、現状における在宅看護の目的を理解していく在宅ケアに
おけるチームケアの重要性と看護職の役割、在宅看護における倫理的課題について考えてい
く。

　在宅看護の対象である在宅療養者とその家族の特徴を理解し、在宅療養を成立させるための
要件を理解していく。さらに、家族の介護負担軽減にむけた支援を考えていく。

/在宅看護の基盤となる基本理念とその概要を説明できる4．在宅看護を展開するための基本理
念

/日本の在宅看護に特有の問題を倫理的思考や概念を用
いて整理できる

Ⅱ．在宅療養者と家族の支援 １．在宅看護の対象者

/在宅看護の対象者の特徴がわかる

/在宅療養の成立要件を理解し、在宅療養開始時に必要
な支援がわかる

２．在宅看護の対象者と在宅療養の成
立要件

３．地域療養の場における家族のとら
え

/療養者を取り巻く家族を全体的にとらえ、その強みを
生かした介入を検討できる

/療養者・家族双方に安全な在宅ケアを継続できるため
の支援がわかる

評価方法・配点

テキスト ナーシング・グラフィカ　在宅看護論　地域療養を支えるケア

備考
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北見医師会看護専門学校　看護学科　講義内容録 2019年度

授業科目 開講時期 ２年 単位 1 時間数 30

1.在宅療養者への看護活動の重要性が理解でき、訪問看護ステーションについて理解する。

5.在宅における危機管理について理解する。
6.在宅ケアを支える社会資源とその活用における看護師の役割が理解する。

月日 時間数 授業形態
（1）地域包括ケアシステムとは

（2）生活の場に応じた看護とサービス提供機関

（3）地域包括支援センター

3 （1）医療機関における入退院時の連携

4 （2）医療施設や介護施設との連携

（1）行政機関との連携

（2）地域包括支援センターとの連携

（3）居宅看護支援事業所との連携

（3）介護サービス事業との連携

（5）住民との連携とネットワーク

（6）専門職以外の人々との連携と地域の目

（1）看護が担うケースマネジメント・ケアマネジメントの概要

（2）介護保険制度のマネジメント

（3）ケースマネジメント/ケアマネジメントの過程

（4）看護が担うケースマネジメント・ケアマネジメントの実践

（5）地域包括ケアと地域会議

（1）社会資源の活用

（2）医療保険制度

（3）後期高齢者医療制度

11 （4）介護保険制度

12 （5）生活保護療制度

15 （1）障碍者に関する法律

16 （2）難病法

17 （3）子供の在宅療養を支える制度と社会資源

18 （1）在宅療養者の権利を擁護する制度と社会資源

19 （2）高齢者施策

（1）訪問看護の特徴

22 （2）在宅ケアを支える訪問看護ステーション

23
24 （1）訪問看護サービスの展開

25
26 /訪問看護における記録の意義や留意点がわかる （2）訪問看護の記録

27
４．在宅看護における安全と健康危機管理 （1）在宅看護における危機管理

/在宅看護における危機管理の原則と基本がわかる （2）在宅療養の場における安全管理

/在宅療養のリスクの特徴がわかる （3）災害時における在宅療養者と家族の健康危機管理

30
筆記試験100点(奥泉:34点　小坂:8点　加川:48点　保川10点）

メディカ出版 ¥3,400

/医療保険制度の概要、給付のしくみわかる

/在宅で活用できる権利擁護や成年後見制度がわかる

/日常生活の場で発生する可能性のある事故や問題に対する
予防策がわかる

１．地域包括ケアシステムにおける看護

/社会資源活用における看護師の役割を理解し、実践に結び
つけることができる

/後期高齢者医療制度の概要がわかる

/地域包括ケアシステムについての概要と看護職の役割がわかる

単元名/単元目標

統合分野 在宅看護論概論Ⅱ

担当講師 奥泉　輝朗・加川　泉 ・小坂　亜樹・保川　香奈

授業概要

ねらい

2.在宅看護におけるケアマネジメント必要性について理解する。
3.関係機関との連携、他職種との協働の必要性が理解する。
4.地域包括ケアシステムについての概要と看護職の役割が理解する。

学習内容

在宅看護を提供する主な機関としての訪問看護ステーションについて理解していく。在宅ケアシステム構築の必要
性と在宅看護におけるケアマネジメントの必要性について理解していく。さらに、在宅ケアシステムにおける看護
職の役割が理解でき、関連機関との連携や他職種との協働の必要性について理解していく。

わが国は近年災害を経験し、緊急時・災害時の在宅療養者に対する看護の必要性が高まっている。緊急時・災害時
の対応や事前対策を理解していく。

7
8

/ケアマネジメントの定義・概念と看護師が担う必要性がわかる

/介護保険制度におけるケアマネジメントの過程を理解できる

9
10

２．地域を支える制度

/サービス担当者会議、地域ケア会議の目的や要点を理解できる

13
14

/介護保険制度の目的と要介護認定と介護サービス計画、
サービス内容、介護報酬の概要がわかる

/生活保護制度の概要についてわかる

/身体障害者・知的障害者・精神障害者を支援する制度がわかる

/子どもの在宅在宅療養を支援する制度がわかる

/難病患者の在宅療法を支援する制度がわかる

評価方法・配点

20
21

３．在宅療養を支える訪問看護

/訪問看護の目的、制度、実施機関、法的責任及び訪問看護
師の役割がわかる

/訪問看護ステーションの設置、運営、従事者、対象者、
サービスと利用までの流れがわかる

/訪問看護における看護過程の特徴、初回訪問のプロセスが
わかる

1
２

講義
演習

/地域包括ケアシステムについて理解できる

/療養の場の再考の必要性とその支援・調整についてわかる

5
6

/多職種連携・地域連携の意味が理解できる

テキスト ナーシング・グラフィカ　在宅看護論　地域療養を支えるケア

備考

28
29

/療養者・家族への災害準備期の支援と多職種連携がわかる

　試験
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 ２年 単位 1 時間数 30

1．在宅療養生活を支える基本的な技術を理解する。

2．日常生活を支える看護技術を理解する。

3．療養を支える看護技術を理解する。

4．在宅療養を支える災害対策を理解する。

5．事例を通して在宅看護の技術を理解する。

時間数 授業形態 担当

1 1．在宅療養生活を支える基本的な技術 （１）コミュニケーション
2 （２）フィジカルアセスメント
3 （３）環境整備
4 （４）生活リハビリテーション
5 （５）感染予防
6 （６）ターミナルケア
7 ２．日常生活を支える看護技術 （１）食生活
8 /日常生活を支える看護技術がわかる （２）呼吸
9 （３）排泄
10 （４）睡眠
11 （５）清潔と更衣
12 （６）姿位の保持と移動

３．療養を支える看護技術（医療ケア） （１）医療ケアの原理原則
（２）排痰ケア
（３）気管カニューレ管理
（４）在宅酸素療法
（５）在宅人工呼吸療法/非侵襲陽圧換気療法

（６）在宅人工呼吸療法/気管切開下間欠的陽圧換気療法

（７）在宅CAPD管理
（８）排尿ケア
（９）薬物療法
（10）がん外来化学療法
（11）疼痛管理
（12）在宅経管栄養法
（13）輸液管理
（14）インスリン自己注射管理
（15）ストーマ管理
（16）褥瘡管理
（17）足病変の管理
（１）在宅療養における災害対策

/在宅療養を支える災害対策がわかる （２）地域包括ケアシステムにおける災害対策

（３）訪問看護師による災害時対応
25 ５．事例で学ぶ在宅看護技術 （１）脱髄・変性疾患（ALS）をもつ療養者

26 /事例を通して在宅看護の技術がわかる

27 （２）筋疾患・神経筋接合部疾患

28 　　　（脊髄小脳変性症）をもつ療養者

29 （３）神経損傷（脊髄損傷）をもつ療養者

30

筆記試験100点(奥泉:40点　橋本:8点　佐藤:32点　田中:20点)
メディカ出版 ¥3,400
メディカ出版 ¥2,800

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学7　脳・神経 医学書院 ¥2,400
系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学10　運動器 医学書院 ¥2,400

統合分野 在宅看護論援助論Ⅰ

担当講師 奥泉　輝朗・橋本　真恵美・佐藤　真由美・田中　愛　

授業概要

在宅療養者を対象とする基本的な技術、日常生活を支える看護技術の基本について理解し技術を習
得していく。療養を支える看護技術（医療ケア）の基本について理解する。在宅療養を支える災害
対策について理解する。さらに、様々な事例を通し在宅療養を支える看護技術について考えてい
く。

奥泉

/在宅療養生活を支える基本的な技術がわ
かる

/療養を支える看護技術（医療ケア）がわ
かる

４．在宅療養を支える災害対策

橋本

佐藤

ねらい

単元名/単元目標 学習内容

講義

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

備考

田中

試験 奥泉・橋本・佐藤・田中

評価方法・配点

テキスト

ナーシング・グラフィカ　在宅看護論　地域療養を支えるケア
ナーシング・グラフィカ　在宅看護論②　在宅療養を支える技術

23
24
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北見医師会看護専門学校　看護学科　講義内容録 2019年度

授業科目 開講時期 ３年前期 単位 1 時間数 30

１．在宅看護過程を活用し、療養者・家族の思いや望みを達成するための看護が理解する。

２．訪問中止事例や訪問時の模擬体験を通して、自己の課題に気づく。

月日 時間数 授業形態 担当
①基本構造

/在宅看護過程の考え方がわかる ②生活を重視した目標達成志向

①在宅看護における対象の理解

/在宅看護における対象の捉え方がわかる ②在宅看護における健康・療養のとらえ方

③在宅看護の目ざすところ

（３）在宅看護過程の進め方 ①対象に関連する情報収集

/在宅看護過程の進め方がわかる ②アセスメントの枠組み

③望みを中心においた情報の整理

④アセスメント⑤健康問題の明確化

⑥看護計画の作成⑦訪問看護援助の実施と評価

（４）在宅看護過程の事例展開 【老年看護学で看護展開した対象(脳梗塞)

　が在宅療養となった事例】

特徴

 ①生活機能障害と生活の再構築

 ②再発作予防や合併症に伴う医療管理

健康問題と看護のポイント

7
8
9
10

（5）訪問時の心構え ①訪問前の準備

/訪問前の準備・訪問時のマナーがわかる ②訪問時のマナー

/訪問中止となった原因や対策がわかる ③訪問中止事例の考察

ヘンダーソンの看護論に基づくアセスメント

基本的欲求の状態（14項目）の充足状況を

アセスメント（個人ワーク）

15

16

17

18
19
20
21
22
23
24
25
26
27 （7）グループ学習発表・振り返り・まとめ
28 /学びを深めることができる
29
30

提出物（個人ワーク・グループワーク）：100点　再試験は筆記試験で行います

メディカ出版 ¥3,400
メディカ出版 ¥2,800

学習内容

1
2

（１）在宅看護過程の考え方

統合分野 在宅看護論援助論Ⅱ

担当講師 田中　愛

授業概要

在宅看護過程の考え方・対象の捉え方・すすめ方を学び、事例を通して在宅看護の特徴をふまえた看
護過程を進める。訪問前の準備・マナーを学び、訪問中止事例についてグループワークを行い原因と
対策を考える。初回訪問時のロールプレイを行い訪問看護時の状況をイメージし、自己の課題を考え
る。

田中

 ③ボディイメージの変化に伴う意欲の低下と
ひきこもり
 ④家族の介護負担のアセスメントと社会資源
の導入

 ①再発作②転倒・転落③誤嚥④廃用症候群⑤
褥瘡⑥尿閉・尿路感染症⑦引きこもり⑧意欲低
下・認知力低下⑨介護負担

講義

3
4

5
6

/在宅看護の特性を踏まえ、事例を通して看護過
程を進めることができる

ねらい

単元名/単元目標

（２）在宅看護における対象の捉え方

13
14

演習

家族・介護状況のアセスメント（個人ワーク）
＊＊課題：次回講義時までに全体像の整理＊＊

個人ワークを基にグループワークを行い、全体
像を整理する

疾患学習（個人ワーク）

11
12

講義
演習

演習

学習の発表・振り返り・まとめを通して、学び
を深める

健康上の問題点の明確化(グループワーク）

看護計画立案（グループワーク）

（6）訪問場面のロールプレイング ①看護学生役②看護師役③療養者役④介護者役
のいずれかをを演じ、模擬体験からの学びを共
有する

/訪問看護時の状況がイメージでき、自己の課題
に気づくことができる

情報整理（個人ワーク）

評価方法・配点

テキスト
ナーシング・グラフィカ　在宅看護論　地域療養を支えるケア
ナーシング・グラフィカ　在宅看護論②　在宅療養を支える技術

備考
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 2年 単位 1 時間数 30

1．看護における研究の意義と基礎的知識を理解し、生涯にわたる看護研究実践の基盤をつくる。

2．看護研究活動を体験し、研究的視点をもち学びを深める。

3．ケースレポート発表を通し、自己の看護観を深める機会とする。

時間数 授業形態 担当

1 (1)看護研究とは

2 (2)看護研究の始め方

3 (3)情報の検索と吟味

4 (4)研究における倫理的配慮

5 (5)研究デザイン

6 (6)データの収集と分析

7 (7)研究計画書の作成

8 ２．ケースレポート演習/22ｈ (1)ケースレポートの進め方

9 (2)課題の明確化

10  ケースレポートに適切に表現できる。 (3 )ケースレポートの作成

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30 (4)ケースレポート発表

（発表会は教科外活動時間とし企画運営は学内教員）

筆記試験          50点　　　ケースレポート演習       50 点

看護研究　第1版 医学書院 ¥2,400

看護学生のためのレポート・論文の書き方　第6版 金芳堂 ¥1,900

志賀

講義/演習
山口
園田

看護研究の意義と基礎的知識を理解する。

計画を作成し、自分の看護体験や考えを

講義

学習内容

統合分野 看護研究

担当講師 志賀　加奈子・山口　佳子・園田　裕子

授業概要
看護研究の基礎的知識と看護専門職者として研究的視点を学び、看護研究の意義を理解し、生涯に
わたり学習する姿勢を身につける。2年次の臨地実習体験をケースレポートとしてまとめる。

ねらい

単元名/単元目標

備考

評価方法・配点

試験

1．看護研究の意義と基礎的知識/７h

テキスト
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 3年 単位 1 時間数 30

1．医療事故予防に必要な知識・技術・態度を習得し、実践できる基礎的な能力を習得する。

2．医療安全を学び、専門職としての責任について認識できる。

時間数 授業形態 担当

1 （1）人間の特性、事故発生のメカニズム 講義

2 人間の特性、事故が起こる背景を知り、 　　について

（2）医療安全を学ぶ意義

3 （3）医療職と安全努力の責務 講義

4 （1）看護師および看護業務の法的な規定ＧＷ･発表

5 　　医療事故に伴う看護師の法的責任

6 （2）医療事故に伴う法的責任の動向

7 （1）医療安全に関する国の取り組み 講義

8 （2）医療事故等の定義・分類

（3）医療事故等の報告制度

（4）医療の質の評価

9 （1）組織としての取り組み 講義

10 （2）看護業務と事故発生要因

11 （3）医療事故の種類と安全対策

12 （4）看護業務上の危険と防止策

13 （5）患者・家族との協働による取り組み

14 （6）安全文化の醸成 講義

15 　　・ＫＹＴ 演習

16 （7）事故の原因分析、対策の検討 講義

17 　脳梗塞後遺症右上下肢の麻痺がある事例を 演習

18 　用いて演習

19 　　・インシデント事例の分析、対策検討

20       チューブ類の予定外抜去防止策の実施

21

22

23

24

25

26

27

28 （1）医療事故発生時の初期対応の考え方 講義

29 　医療事故発生の初期対応の考え方、方法 　　方法

（2）紛争化の防止対策

（3）患者の安全確保と医療者の安心確保

　　のために

30

ナーシング・グラフィカ　看護の統合と実践②　医療安全 メディカ出版 ¥3,150

備考

　試験

　筆記試験　70点　　演習・課題レポート30点評価方法・配点

テキスト

吉田

いて事例を通し、分析・対策を学ぶこと

ができる

５．医療事故後の対応/

　紛争化の防止対策について理解できる

　看護職の法的規定、医療事故に伴う

　看護師の法的責任について理解できる

4．医療機関、看護における安全対策/

個人、組織としての取り組み、安全対策

の視点、事故原因の分析方法、対策につ

3．医療安全施策と医療の質の評価/

　医療安全に関する国の取り組み、法的　

　位置づけが理解できる

2．医療安全と看護の責務/

医療安全を学ぶ必要性が理解できる

統合分野 医療安全

担当講師 吉田　千亜紀

授業概要 安全で質の高い看護を実践するため、医療事故防止・回避に必要な知識・技術・態度を習得する。

ねらい

単元名/単元目標

1.医療安全を学ぶ意義/

学習内容
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 3年 単位 1 時間数 15

1.看護業務の概要が理解できる。

2.看護マネジメントの概要が理解でき、看護の機能の全体像がとらえられる。

3.看護マネジメントに必要な組織についての考え方が理解できる。

時間数 授業形態 担当

1 (1)看護管理学とは

(2)マネジメントとは 講義

　できる (3)看護におけるマネジメント

2 2.看護ケアのマネジメント/ (1)看護ケアのマネジメントと看護職の機能 ＧＷ

(2)患者の権利の尊重

3 (3)安全管理 講義

(4)チーム医療

4 (5)看護業務の実践

　・看護業務・看護基準・看護手順・情報の活用

5 　・日常業務のマネジメント

　・EBN/EBM,研究成果の活用

6 (1)組織とマネジメント

7 (2)リーダーシップとマネジメント

8 (3)組織の調整

(4)組織と個人

9 (1)看護サービスのマネジメント 講義/ＧＷ

(2)組織目的達成のマネジメント

10 (3)看護サービス提供のしくみづくり

(4)人材のマネジメント

(5)施設・設備環境のマネジメント

(6)物品のマネジメント

11 (7)情報のマネジメント

(8)組織におけるリスクマネジメント　

12 (9)サービスの評価

13 (1)看護の定義

(2)看護職

14 (3)看護実践の領域と場

(4)医療制度

15

試験100点

系統別看護学講座　統合分野　看護管理 医学書院 ¥2,500

山田

秋山

　対象者のサービスの評価について理解できる

５.看護を取り巻く諸制度/

　看護業務と職業倫理について理解できる

人材のマネジメントについて理解できる

４.看護サービスのマネジメント/

　組織としての看護サービスのマネジメントが理解できる

　組織としての目的を達成することについて理解できる

３.マネジメントに必要な知識と技術/

　組織の構造とその原則、マネジメントとの関連に

　ついて理解できる

　看護や看護職の定義・法制度について理解できる

看護サービス提供のしくみづくりについて理解でき
る

　

試験

評価方法・配点

テキスト
備考

統合分野 看護マネジメント

担当講師 山田　久美子　・　秋山　聡美

授業概要

看護の機能と役割の拡大に伴うチーム医療および他職種との連携・協働を円滑に行えるよう、看護
管理の目的と機能について学ぶ。組織の一員としてリーダーシップ・メンバーシップを発揮できる
基礎的能力を養う。ここでは組織運営の視点を含めたマネジメント方法及び管理的思考についても
学習する。

ねらい

単元名/単元目標

1.看護とマネジメント/

　看護管理学に含まれる要素についての概略が理解

学習内容

施設・設備環境・物品のマネジメントが理解できる

組織におけるリスクマネジメントについて理解でき
る

　めに必要なマネジメントについて理解できる

　看護職の提供する看護ケアのマネジメントにつ

　いて理解できる

　患者の権利や安全管理など看護業務の実践のた
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 3年 単位 1 時間数 30

1.複数患者の安全・安楽に考慮した、援助の優先度決定の方法が理解できる。

2.多重課題状況下で、複数患者の優先度を変更し行動化できる。

時間数 授業形態 担当

1 （1）オリエンテーション 講義

2 　・科目の概要、ねらい、学習スケジュールに

　　ついて、事例提示

①糖尿病（教育入院目的の50歳代女性　インスリ

　ン量調整　朝からインスリン増量　生活指導）

②誤嚥性肺炎(急性期治療目的の80歳代女性　　

　酸素療法、点滴治療中、認知症あり）

③パーキンソン病（薬物調整、リハビリテーシ　　

　ョン目的の60歳代女性　転倒リスクあり介助

　歩行が必要）

3 （２）複数患者への看護 演習

4 　・対象理解（優先順位のポイントを考える。） 個人ワーク

5 ①について・治療に関連して起こり得ること

6 ②について・病期から考えられること

7 　　　　　・認知症のある対象が酸素・点滴治療

8 　　　　　　を受けている事

③について・ＡＤＬ状況から起こり得ること

9 ・複数患者の優先順位を考えた行動計画立案

10 （３事例の優先すべき状況を判断し、行動計画を

11 　立案する。）

12
13
14
15 ・複数患者の優先順位を考えた行動計画立案 ＧＷ

16 （個人で立案した行動計画を持ち寄り、それぞれ

17 　の優先順位や時間配分を、どのように判断した

18 　かを、行動計画立案の根拠について話し

19 　合う。）

20 ・追加情報に対しての行動計画変更

21 （追加情報を聞き、計画の調整・修正を行う。）

22
23 ・グループで立案した行動計画の発表

24
25 ２.技術演習 （１）複数患者への優先度を考えた援助 演習

26 　多重課題に対して、対象の安全・ （学生それぞれが、看護師、患者役をし援助を

27 安楽を考慮した技術が実践できる 　行う。）

28 （２）割り込み状況に対しての対応

（患者役の学生に割り込み状況を提示後、患者役

　は割り込み状況を実施し、看護師役が対応す

　る。）

29 （３）リフレクション

・統合実習に向けての自己の課題の明確化

30 筆記試験 試験

筆記試験30点　演習70点

学習内容

南

　を根拠をもって考えることができる

　安楽に考慮して、援助の優先順位

評価方法・配点

テキスト
備考

統合分野 統合演習

担当講師 南　里江子

授業概要
看護実践能力を高めるために、これまで学んできた知識や技術を統合し、対象の状態に応じた安全・
安楽な看護を提供する能力を養う。

ねらい

単元名/単元目標

１.複数受持ち時の看護/

　多重課題に対して、対象の安全・
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北見医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

授業科目 開講時期 3年後期 単位 1 時間数 15

1.災害直後から支援できる看護の基礎的知識について理解できる。

2.国際社会において、広い視野に基づき、看護師として諸外国との協力を考えられる。

時間数 授業形態 担当

1 (1)看護とグローバル化した社会

(2)求められる災害看護学と国際看護学

2 (1)災害看護の歩み

(2)災害医療の基礎知識

3 災害の定義、災害の種類と健康障害、災害

医療の特徴、災害と情報、職種間連携、

法律、国内の救援活動の現状・課題

4 (3)災害看護の基礎知識

(4)災害サイクルに応じた活動現場別の災害看護

5 急性期・亜急性期・慢性期・復興期・静穏期

(5)被災者特性に応じた災害看護の展開

6 子供、妊産婦、高齢者、障害者、精神

障害者、慢性疾患

(6)災害とこころのケア

7 (1)発災直後から出動までの看護

(2)急性期の看護

8 (3)亜急性期の看護

(4)慢性期・復興期の看護

9 (1)国際看護学とは

(2)グローバルヘルス

10 (3)国際協力のしくみ

(4)文化を考慮した看護

11 (5)国際看護活動の展開過程

(6)開発協力と看護

12 (7)国際救援と看護

13 (1)災害看護学における倫理・教育・研究

(2)国際看護学における倫理・教育・研究

14

15

筆記試験100 点

系統看護学講座　災害看護・国際看護学 医学書院 ¥2,300

教育・研究についての概要が理解できる

試験

評価方法・配点

テキスト

備考

を支え、発展させていくために必要な倫理・

5..災害看護学・国際看護学における倫理・

　教育・研究/今後の災害看護学・国際看護学

4.国際看護学/

国際看護の基礎知識が理解できる

諸外国との協力をはじめとした国際看護活動

災害サイクル別の看護活動、被害者特性に応

じた看護の展開が理解できる

3.地震災害看護の展開/

災害看護活動の紙上事例の展開を行い、

具体的な活動が理解できる

2.災害看護学/

統合分野 災害・国際看護

担当講師 尾山とし子

授業概要
現在、災害が日本だけでなく世界各国で頻発しており、災害看護の需要が高まっている。災害に対す
る備えや発災後の対応、心のケアなどの基礎的知識を学ぶ。
また、人種や国籍をこえた普遍性のもつ看護の役割について国際看護の視点を学ぶ。

ねらい

単元名/単元目標

1.災害看護学・国際看護学を学ぶにあたって/

災害看護と国際看護を学ぶ意義が理解できる

学習内容

尾山

を具体的に考察できる

災害活動を円滑に行うための法的根拠や災害

医療の基礎知識が理解できる
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北⾒医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

統合分野 在宅看護論実習 開講時期 ３年 単位 2 時間数 90

担当教員

実習の
考え方

実習
目的

実習
目標

実習
方法

授業形態

評価方法・配点

テキスト

備考

評価表参照

適宜紹介

実習

田中　愛

　在宅看護は、年齢、健康レベル、疾病を問わず、地域で暮らす⽣活者を対象としており、各看護学の知識や技術
をより実践に近い形で統合することを目指している。そのため、在宅看護論実習では、「療養者とその家族の思いや望
みを達成する」ことを在宅看護の目標としてとらえた上で、地域で療養しながら⽣活する、あらゆるライフサイクルにある
人々の健康段階や家族単位の⽇常⽣活状況を踏まえた看護実践活動について学ぶ機会とする。また、対象とその
家族の望む⽣活を⽀援するのが、医療機関のみならず保健福祉の連携・協働から成り⽴っていることを理解し、地域
包括ケアシステムにおける看護の機能と看護職の役割を学ぶ機会とする。

地域包括ケアシステムにおける看護の役割と機能、在宅における看護実践活動を学ぶ。

１．地域で暮らす人々の健康上の課題を知り、健康回復・維持・増進・予防のための制度と活動がわかる。
２．在宅看護の対象である在宅療養者と家族の特徴がわかる。
３．在宅看護に必要な看護⽀援の特徴と方法がわかる。
４．在宅療養者の⽣活を⽀援するための社会資源活⽤の必要性と多くの職種との連携・協働の重要性がわかる。
５．地域で暮らす人の場に他人が訪問することの意味を考え、対象に配慮した⾏動がとれる。

【1週目】
保健所・保健センター・外来・退院⽀援室・社会福祉協議会において実習をおこなう。学⽣全員が全ての実習施設
で実習できないため、1週目⾦曜⽇の学内実習⽇に実習における学びの共有をおこなう。
【２・３週目】
訪問看護ステーションの訪問看護師に同⾏し、地域・⾃宅で病気や障害をもちながら⽣活している対象者とその家
族宅を訪問する。
　　　１．1事例を受け持ち利⽤者とし、対象の理解、経過の予測、⽀援の必要性を考える。
　　　　･受持ち利⽤者は学⽣間で調整して、受け持ちを決定する。
　　　２．受持ち利⽤者訪問時以外の時間
　　　　･受持ち利⽤者以外の同⾏訪問
　　　　･ほかの職種との連携・協働を⾒ることができる場⾯（ケアマネジャーとの連絡調整場⾯⾒学・サービス
　　　　　利⽤者会議⾒学・外来受診同⾏・理学療法⼠との訪問同⾏･地域包括⽀援センター・居宅サービス
　　　　　事業所等の⾒学など）をできるだけ体験し、多くの関係機関・職種の理解、連携・協働の重要性
　　　　　とその方法の理解につなげる。
　　　　･学⽣全員が同じ実習施設で実習できないため、2・3週目の⾦曜⽇の学内実習⽇に実習における学びの共
　　　　　有をおこなう。
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北⾒医師会看護専門学校　看護学科　シラバス 2019年度

統合分野 統合実習 開講時期 3年後期 単位 2 時間数 90

担当教員

実習の考え方・
実習方法

実習目的

実習目標

授業形態

評価方法・配点

テキスト 適宜紹介

備考

狩野　智子

　統合実習は、1年次の基礎看護学実習、2年次の成人看護学実習、そして、3年次の⽼年看護学、小児看護
学、⺟性看護学、精神看護学、在宅看護論実習と様々な特徴を踏まえた実習終了後に⾏う実習である。3年間の
集⼤成の実習でもあり、学内の講義やそれぞれの実習で習得した知識・技術・態度を統合し、実務に即した実習を⾏
うことで看護実践能⼒を向上する機会としたい。実習を通して看護における管理の実際を知り、複数受持ち対象の看
護の優先度の考え方を理解する。また、受持ち対象だけではなく病棟全体の1⽇の流れ、チームの⼀員としての看護職
の役割についても考えさせたい。さらに、教育目標にある①人間尊重、看護職として⾃覚と責任に基づく⾏動②科学
的根拠に基づく看護実践③他職種と連携・協働する能⼒④⽣涯にわたり主体的に⾃⼰研鑽していく姿について到達
度を明らかにし、課題達成に向けての方法を考えられるようにする。

実習を通して看護の優先度を判断し、対象に応じた看護実践能⼒と基礎的なマネジメント能⼒を養う。

１．看護管理の実際が理解できる。
２．保健医療福祉チームの⼀員としての看護師の役割がわかる。
３．チームの⼀員として、複数患者の看護の優先度を判断し、安全・安楽・⾃⽴・個別性に配慮した看護が実践でき
る。
４．看護職として⾃⼰の役割と責任を意識した⾏動がとることができる。
５．実習を通して看護観を養い、将来、看護師としての⾃⼰の課題を明確にできる。

実習

評価表参照（100点）
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